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（注） 1 「計画の区分」は設置時の基本計画書「計画の区分」と同様に記載してください。

2 大学院の場合は、表題を「00大学大学院 ・・ ・」と記入してください。

設置時から対象学部等の名称変更があった場合には、表題には現在の名称を記載し．その下欄に

（ ）書きにて、設置時の1日名称を記載してください。

例） 00大学 △△学部 □口学科

（旧名称 ：◇◇学科 （平成◇◇年度より学科名称変更））

表題は「計画の区分」に従い、記入してください。

例）

・大学の設置の場合 ：「00大学」

・学部の設置の場合 ：「00大学 △△学部」

・学部の学科の設置の場合 ：「00大学 △△学部 □口学科」

・短期大学の学科の設置の場合 ：「00短期大学 △△学科」

・大学院設置の場合 ：「00大学大学院」

・大学院の研究科の設置の場合 ：「00大学大学院 00研究科」

・大学院の研究科の専攻の設置等の場合 ：「00大学大学院 00研究科 00専攻（修土課程）」

・通信教育課程の開設の場合 ：「00大学 △△学部 □口学科（通信教育課程）」

3 大学番号の欄については、調査対象大学等に対して別途発出する、事務連絡「令和3年度の履行状況

報告書の提出について （依頼）」の別紙に記載のある大学番号を記載してください。
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1 調査対象大学等の概要等

(1) 設置者

学校法人福原学園

(2) 大学名

九州共立大学

(3) 調査対象大学等の位置

〒807-8585
福岡県北九州市八幡西区自由ケ丘 1番 8号

（注） ・対象学部等の位置が大学本部の位置と異なる場合、本部の位置を（ ）書きで記入してください。

・対象学部等が複数のキャンパスに所在する場合には、複数のキャンパスの所在地をそれぞれ記載して

ください。

(4) 管理運営組織

職 名 吾ロJl,又 置 時 亦冬 更 状 況 備 考

（ フクハラ キミコ）

理 事 長 福原 公子

（平成27年6月）

（オクダ トシヒロ）

子呂 長 奥田 俊博

（平成27年6月）

（ ニシカワ ミエコ）

学部長 西川 三恵子

（令和2年4月）

（ニシオエリコ）

学科長等 西尾 恵里子

（平成31年4月）

（注） ・ 「変更状況」は、変更があった場合に記入し、併せて「備考」に変更の理由と変更年月日、報告年度を

（ ）書きで記入してください。

（例）令和 2年度に報告済の内容 → (2) 

令和 3年度に報告する内容 → (3) 

．昨年度の報告後から今年度の報告時までに変更があれば、 「変更状況」に赤字にて記載（昨年度までに報告

された記載があれば、そこに赤字で見え消し修正）するとともに、上記と同様に， 「備考」に変更理由等を

記入してください。

・大学院の場合には、 「職名」を「研究科長」等と修正して記入してください。

・大学独自の職名を設けていて当該職位がない場合は、各職に相当する職名の方を記載してください。
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(5) 調査対象学部等の名称、定員、入学者の状況等

（注） ・ 当該調査対象の学部の学科または研究科の専攻等、定員を定めている組織ごとに記入してください（入試

区分ごとではありません）。
. t` ヽ 吾 口号刃ー竿「-しコース I に—― めてい ム は :＾上 てい~/ヽ｀ナ

邑で 1.「邑： ＇ 凸で 1 •「 I こ口 のほか ｀のコース I ナ で 舌゜し て だい

その場合別ファイル吝作成し掃出してください＾
． ェ1ま '‘t2 9 云の 4 生のー：の-° 戊えて土 .g- (~1'02 での 5 a でが 、

完成年度を越えていない場合は修業年限に合わせて作成してください。 （修業年限が4年以下の場合には欄を削除し、

5年以上の場合には、桐を設けてください。）

・ 留学生については、 「出入国管理及び難民認定法」別表第一に定められる「『留学』の在留資格（いわゆる

「留学ビザ」）により、我が国の大学（大学院を含む。）、短期大学、高等専門学校、専修学校（専門課程）

及び我が国の大学に入学するための準備教育課程を設置する教育施設において教育を受ける外国人学生」を

記載してください。

・ 短期交換留学生など、定員内に含めていない学生については記入しないでください。

(5) 一① 調査対象学部等の名称等

設置時の計画

学位又は学科の
学生募築の

調査対象学部等の
停止につい 備考

名称（学位） 分野 修業年限 入学定員 編入学定員 収容定員 て

経済学関係
4ヰ 以U人 一年次 JZU人

経済学部 一人 100人
地域創造学科 令和3年4月

（令和3年）
学士（経済学）

（注） ・ 定員を変更した場合は、 「備考」に変更前の人数、変更年月及び報告年度を（ ）書きで記入してください。

基礎となる学部等がある場合には、 「備考」に基礎となる学部等の名称を記入してください。

「学位又は学科の分野」には、 「認可申請書」又は「設置届出書」の「教育課程等の概要（別記様式第 2号

（その 2の 1)) 」の「学位又は学科の分野」と同様に記入してください。

学生募集停止を予定している場合は、 「学生募集の停止について」で「新規入学者を募集停止予定」を選択す
るとともに、 「備考」に「令和0年度から学生募築停止（予定）」と記載してください。

(5) 一② 調査対象学部等の入学者の状況

ご
平成29年度 平成30年度 令和元年度 令和 2年度 令和 3年度 平均入学定 開設年度から報告年

員 度までの平均入学定 備 考春季入学その他の学期 春李入学その他の学絹 春季入学
春季入学その他の学期 超過 率 員超過率その他の学期 春季入学その他の学期

一人1 一人 一人1 ・人 roo人1 一人 lUU人l 一人 80人l 一人

A 入学定員
(-）  (-)  (-)  (-)  ( -)  

［ ］ ［ ］ [ - ］ [ - l [ - ］ 

91 104 169 
志願者数 (-） (-） (-） (-） (-) (-） (-) (-) (-） (-） 

［ J [ ］ ［ ］ ［ J [ - l [ - l [ - l [ - J [ - ］ [ - l 
合格者には、経済学89 103 163 
部経済・経営学科お受験者数 (-） (-） (-） (-） (-） (-） (-） (-） (-) (-) 

0.8倍 ―倍 よびスポーツ学部ス
［ ］ ［ ］ ［ l [ ］ ［ l [ - l [ - ］ [ - ］ [ - l [ - ］ 

ポーツ学科からの第
91 214 153 2志望者を含む

合格者数 (-） (-) (-) (-） (-) (-) (-) (-) (-) (-） 

［ ］ ［ ］ ［ ］ ［ l [ - l [ - l [ - ］ [ - ］ [ - l [ - J 

40 101 80 
B 入学者数 (-） (-) (-) (-） (-) (-) (-) (-） (-） (-) 

［ l [ ］ ［ ］ ［ ］ ［ l [ - l [ - ］ [ - l [ - l [ - J 

入学定員超過率
0 40 1 01 1 00 

B/A  
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（注） ・ 報告年度の5月1日現在の情報を記入してください。（過年度については、各年度末時点の情報として記入してください。）

（ ）内には、編入学の状況について外敬で記入してください。なお、編入学を複数年次で行って

いる場合には、（（ ））書きとするなどし、その旨を「備考」に付記してください。 該当がない年度には

「一」を記入してください。

・ 転入学生は記入しないでください。

. [ ］内には、留学生の状況について内敬で記入してください。該当がない年には「一」を記入してください。

・ 学期の区分に従い学生を入学させる場合は、春季入学とその他の学期（春季入学以外の学期区分を設けている

場合）に分けて数値を記入してください。春季入学のみの実施の場合は、その他の学期欄は「一 1吝記入して

ください。また、その他の学期に入学定員を設けている場合は、備考欄にその人数を記入してください。

・「入学定員超過率」については、 の のム：た で して

ください。なお、計算の際は小散点以下第3i立吝切り捨て｀小数点以下第 2位まで記入してください。

・ 「平均入学定員超過率」には、開設年度から報告年度までの入学定員超過率の平均を記入してください。

計算の際は「入学定員超過率 1と同様にしてください。なお、完成年度を越えて報告書を提出する大学等は、

報告年度（令和 3年度）から起算した修業年限に相当する期間の入学定員超過率の平均を記載してください。

・ 「開設年度から報告年度までの平均入学定員超過率」は、完成年度を越えて報告書を提出する大学等のみ

記入してください。完成年度を越えていない場合は「一」を記入してください。

(5) 一③ 調査対象学部等の在学者の状況

学 ＼年

平成 29年度 平成30年度 令和元年度 令和 2年度 令和 3年度

備 考
春季入学その他の学期 春季入学その他の学翔 春季入学その他の学期 春季入学その他の学期 春季入学その他の学期

38 99 80 

1年次 [ - ］ [ - ］ [ - ］ [ - ］ [-] [-] [-] [-] [-] [-] 

(-)  (-） (-） ( - )  (-） (-)  (-)  (-) (-） (-)  

!/ 
34 97 

2年次 [ - ］ [ - ］ [-] [-] [ - ］ [ - ］ [ - ］ [-] 

(-)  ( - )  (-） (-)  (-)  (-)  (-)  (-） 

!/ /／ 
34 

3年次 [ - ］ [ - ］ [-] [ - ］ [ - ］ [ - ］ 
経済学部地域創造学科から経済学部経済・経営学科へ

2名転科

(-） (-)  (-） (-)  (-)  (-)  （令和 3年度 2年次）

i/ :／ ／ 4年次 [ - ］ [ - ］ [-] [ - ］ 

(-） (-)  (-)  (-） 

38 133 211 

計 [ - ］ [ - ］ [ - l [ - ］ [ - ］ 

( - ） （一 ） ( - ） （一 ） ( - ） 

．令和 3年 5月 1日 公表

（注） ・ 報告年度の5月1日現在の情報を記入してください。（過年度については、各年度末時点の情報として記入してください。）

[ ］内には、留学生の状況について内敬で記入してください。該当がない年度には「ー」を記入してください。

・ （ ）内には、留年者の状況について、内数で記入してください。該当がない年には「一 1吝記入してください。

・ 編入学生や転入学生も含めて記入してください。その際、備考欄に人数の内訳を記入してください。

・ 学期の区分に従い学生を入学させる場合は、春季入学とその他の学期（春季入学以外の学期区分を設けている

場合）に分けて数値を記入してください。春季入学のみの実施の場合は、その他の学期欄は「ー 1を記入して

ください。また、その他の学期に入学定員を設けている場合は、備考欄にその人数を記入してください。

・ 「計」については、各年席の春季入学とその他の学期を合計した在学者数｀留学生数を記入してください。
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(5) 一④ 調査対象学部等の退学者等の状況

二 内訳
主な退学理由

在学者数(b)退学者数(a)
退学者数 （留学生の理由は［ ］書き）

入学した年度 戸宕涵
学生数

平成29年度 人 人 平成29年度 人 人

平成29年度 人 人

平成30年度 人 人

平成30年度 人 人

平成29年度 人 人

令和元年度 40 人 2人 平成30年度 人 人

令和元年度 2人 0人 就学意欲の低下 (1人）、就職(1人）

平成29年度 人 人

平成30年度 人 人

令和2年度 139 人 6 人

令和元年度 4人 0人
就学意欲の低下(2人）、就職(1人）、進路変更／専門学校ま

たは就職(1人）

令和2年度 2人 0人
就学意欲の低下(1人入学生個人の心身に関する事情(1
人）

平成29年度 人 人

平成30年度 人 人

令和3年度 211 人 0 人 令和元年度 人 人

令和2年度 人 人

令和3年度 人 人

合 計 8人 ＼ 人 人

（注）・数字は、報告年度の5月1日現在の数字を記入してください。

•各対象年度の在学者数については、対象年度の人数を記入してください。（在学者数から浪学者数在減らす必要はありませんn)

・内訳については、退学した学生が入学した年度ごとに記入してください。また、留学生数欄の人薮についてはj艮学者数の内数吝記入してくだ

•在学者数、退学者数には編入学生や転入学生も含めて記入してください。

・「主な退学理由」は、下の項目を参考に記入してください。その際、「就学意欲の低下(0人）」というように、その人数も含めて記入してください。

（記入項目例）・就学意欲の低下 ・学力不足 •他の教育機関への入学・転学 ・海外留学

・就職 ・学生個人の心身に関する事情 ・家庭の事情 ・除籍 •その他

【平成29年度】

平成29年度の退学者数(a)

゜ 三三］％平成29年度の在学者数(b)

゜【平成30年度】

平成30年度の退学者数(a)

゜ 三％平成30年度の在学者数(b)

゜【令和元年度】

令和元年度の退学者数(a)
＝ 

2 
二 □% 令和元年度の在学者数(b) 40 

【令和2年度】

令和2年度の退学者数(a) 6 □% 令和2年度の在学者数(b) 139 

【令和3年度】

令和3年度の退学者数(a)

゜□□% 
令和3年度の在学者数(b) 211 

（注） ・ 小栽点以下第 3位吝切り捨て｀小数点以下第 2位まで表示されます。
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2 授業科目の概要

く経済学部 地域創造学科＞

(1)一①授業科目表

【認可時又は届出時】 【令和3年度】

単位数 専任教員等の配置 兼任

科目
授業科目の名称

配 当
必 選 自 教 准 請 助 助

区分 年 次
教 兼

修 択 由 埒 拷 師 殺 手 担

ピ8江』コT9111福原学 1前 1 6 3 4 

化文ことばと日本文化 1 ・2前・後 2 6 

スボーツの文化 1 ・2前・後 2 1 
芸

術ことばと巽文化 1 ・2前・後 2 4 
教領

情報文化論 1 ・2前・後 2 1 坂

養 歴 歴史と国際情勢 1 ・2前・後 2 2 
史

教 社
現代国家と法（日本国憲法） 1 ・2前・後 2 2 

育 会 吾らしと経済 1 ・2前・後 2 1 

領
人権・同和教育 1 ・2前・後

科 域
2 1 

人 人間と哲学 t ・2前・後 2 I 
目 間

生命と地球 1 ・2前・後 2 3 
環
境心の科学 1-2前・後 2 2 

：共生社会を生きる 1 ・2前・後 2 1 

日本語表現法 I 1前・後 1 2 
日

本 日本語表現法 Il 2前・後 1 2 

語 伝わる文章カ 2前・後 1 1 

英語 I 1前 1 1 1 

英語n 1後 1 1 1 

言英 英語コミュニケーション 1 2前 1 1 1 
そ9五0 -9． ロ

英語コミュニケーション 11 2後 1 1 I 
異

TOEIC入門 1前・後文 I 1 

化
ィド ドイツ語［ 1前 1 I 

総 理

候 ；ツ吾 ドイツ語 Il 1後 I 1 
合 科

中 中 国語 I目 1前 1 2 

共
国
語中国語 E 1後 1 2 

通 韓韓国語 I 1前 1 I 
国

科 語韓国語 II 1後 1 I 

目
イングリッシュワークショップ 1前・後 1 1 3 

海外研修 1 2 3罰邊 4罰 2 I 

情 情報処理演習 I 1前 1 1 I 
報

惜報処理演習 Il 1後教 1 I I 

育 情報処理演習m 2前 1 I 
科

目 惜報処理演習IV 2後 1 I 

億
スポーツA 1前 I 3 

康

教
スボーツB 1後 1 3 

育

科
健康の科学 1 ・2前・後 2 2 目

キャ 職業とコミュニケーション 1後 1 6 3 4 

ァリ キャリアデザイン I 2通 I 1 1 I 

ザデ キャリアデザイン II 3前 1 1 1 1 

イ
キャリアデザインm 3後 1 1 I 

キ ン
1 

ャ 頷 インターンシップ（企業研修） 2前・後 2 1 域
リ

スキルアップ話座A 3後ア 1 1 

教 キ スキルアップ講座B 2前 1 I 
育ャ

科 リ スキルアップ譲座C 2後 1 1 

目 ァ
スキルアップ話座G 3前 1 1 

発

展スキルアップ話座H 3後 1 1 
領

域スキルアップ講座R 3前 1 1 

スキルアップ講座S 3後 1 1 

小計(48科目） 11 52 0 17 12 17 0 0 63 

単位数 専任教員等の配置 : 
科目

授業科目の名称
配当

必 選 自 教 准 講 助 助
区分 年次

教 兼

修 択 由 培 拇 師 鈴 手 担

と9笞過コア94D福原学 1前 I 3 5 2 

文化 ことばと日本文化 1 ・2前・後 2 3 

スポーツの文化 1 ・2前・後 2 2 
芸

術ことばと異文化 1 ・2前・後 2 5 
教頷

情報文化論 1 ・2前・後 2 2 域

養歴 歴史と国際情勢 1 ・2前・後 2 2 
史

教' 現代国家と法（日本国憲法）1 ・2前・後 2 1 
社

育会 暮らしと経済 1 ・2前・後 2 1 1 

領
人権・同和教育

科 域
1 ・2前・後 2 1 

人
人間と哲学 1 ・2前・後 2 2 

目 間
生命と地球 1 ・2前・後 2 2 

環
境心の科学 1 ・2前・後 2 2 

：共生社会を生きる 1 ・2前・後 2 I 

日 日本語表現法［ 1前・後 1 2 

本日本語表現法 Il 2前・後 1 2 

語 伝わる文章カ 2前 後 1 2 

英語 I 1前 1 1 1 1 

英語 II 1後 1 1 1 t 

言英 英語コミュニケーション I 2前 1 

゜
5 

こ9五ロ 二9五ロ

英語コミュニケーションn 2後 1 

゜
5 

異
TOEIC入門

文 1前・後 1 3 

化
ィド ドイツ語 I 1前 1 2 

総理

解 ツ；吾 ドイツ語 II 1後 1 2 
合科

中中国 語 I目 1前 1 3 

共
国
語中国語 Il 1後 1 3 

通 韓韓国語 I 1前 1 3 
国

科 語韓国語 Il 1後 1 3 

目 イングリッシュワークショップ 1前・後 1 1 2 

海外研修 I 2 3前 ＆ 引畜］ 2 I 

゜惜 情報処理演習 I 1前 1 I 

゜報
惜報処理演習 u 1後教 1 I 

゜育 情報処理演習皿 2前 1 1 
科

目 情報処理演習IV 2後 1 1 

億
スポーツA 1前 1 5 

康

教
スポーツB 1後 1 5 

育

科
健康の科学 1 ・2前・後 2 3 目

キャ 職業とコミュニケーション 1後 1 3 5 2 

ァリ キャリアデザイン 1 2通 1 1 1 2 4 

：キャリアデザイン 11 3前 1 1 3 1 3 

イ
キャリアデザイン皿 3後 1 1 3 1 3 

キ ン
ャ 領 インターンシップ（企業研付 2前・後 2 1 

゜
塚

リ
スキルアップ講座A

ア 3後 1 1 

教キ スキルアップ活座B 2前 1 2 
育ャ

科リ スキルアップ話座C 2後 1 2 

目ァ
スキルアップ講座G 3前 1 

発
1 

展スキルアップ講座H 3後 1 1 
領

域スキルアップ蚕座R 3前 1 1 

スキルアップ講座S 3後 1 1 

小計(48科目） 1 1 52 0 10 22 14 0 0 95 
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単位数 専任教員等の配置
兼

任
科目

授業科目の名称
配 当

必 選 自 教 准 講 助 助
区分 年 次

教 兼
儲 択 由 授 授 師 華 手 担

初級日本語 IA 1前・後 2 2 

初級日本語 1B 1前・後 2 1 

初級日本語 IC 1前・後 2 1 

初級日本語 ID 1前・後 2 1 

初級日本語 IE 1前・後 2 1 

初級日本語IIA 1前・後 2 1 

留 初級日本語IIB 1前・後 2 1 

学 初級日本語l!C 1前・後 2 1 

生 初級日本語IlD 1前・後 2 1 

初級日本語IlE 1前・後 2 1 
特

中級日本語 I 1前 1 3 
別

中級日本語n 1後 1 3 
科

上級日本語 I 2前 1 3 

目 上級日本語n 2後 1 3 

スキルアップ講座N 3・4前 1 2 

スキルアップ講座0 3・4後 1 2 

スキルアップ講座p 3・4前 1 1 

スキルアップ講座Q 3・4後 1 1 

小計(18科目） 0 28 0 0 

゜
0 0 0 29 

経営学概論 1前 2 1 

経済学概論 1後 2 1 

コ 統計学入門 2前 2 1 
ア
科 統計学 2後 2 1 
目

マクロ経済学 2後 2 1 群

ミクロ経済学 2後 2 1 

日本経済史 2後 2 1 

KKU北九州学 1前 2 1 

簿記入門 1前 2 1 

簿記入門演習 1前 2 1 1 1 

初級簿記 1後 2 1 
地

初級簿記演習 1後 2 1 1 1 
域

地域貢献概論 1後 2 1 

創
地域のまちづくり入門 2前 2 1 

造 民法 2前 2 1 

基 人口学 2前 2 1 

専
社会調査法 2前 2 1 礎

門 科
ビジネスと!CT 2後 2 1 

社会調査法演習 2後 2 1 
教目

おもてなし総論 3前 2 1 

育群 地域経済論 3前 2 1 

科
質的調査法 3前 2 1 

地域協働論 3後 2 1 

目
ソーシャルビジネス論 3後 2 1 

財政学 2前 2 1 

地域のまちづくり 2後 2 1 

地域環境政策論 3前 2 1 

社
行政法 3前 2 1 コ ‘コ> 

l貢 地方自治体の財政 3前 2 1 
ス 献

公共経済学 3前 2 1 科 コ
目 I 

地域の教育と文化 3後 2 1 
群 ス

科
地域リーダー育成演習 3後 2 1 1 

目

社会保障論 3後 2 1 

経済政策 4前 2 1 

地域の健廉福祉 4後 2 1 

地
会社法 2前 2 1 コ 域

l 経
経済史 2後 1 ス済 2 

科 了 経営管理論 3前 2 1 
目 ス
群科 金融論 3前 2 1 目

単位数 専任教員等の配置
兼

任
科目

授業科目の名称
配当

必 選 自 教 准 講 助 助
区分 年次 ： 兼

修 択 由 授 師 老 ヨ 担

初級日本語 IA 1前・後 2 2 

初級日本語 18 1前・後 2 1 

初級日本語 IC 1前・後 2 1 

初級日本語 ID 1前・後 2 1 

初級日本語 IE 1前・後 2 1 1 

初級日本語IIA 1前・後 2 1 

留 初級日本語IlB 1前・後 2 2 

学 初級日本語IIC 1前・後 2 2 

生 初級日本語 nD 1前・後 2 1 

特
初級日本語IIE 1前・後 2 1 

中級日本語 I 1前 1 2 
別

中級日本語II 1後 1 3 
科

上級日本語 I 2前 1 2 

目 上級日本語I[ 2後 1 3 

スキルアップ講座N 3・4前 1 2 

スキルアップ講座0 3・4後 1 2 

スキルアップ講座P 3・4前 1 1 

スキルアッブ講座Q 3・4後 1 1 

小計(18科目） 0 28 0 1 0 0 0 0 29 

経営学概誰 1前 2 1 

経済学概論 1後 2 1 

コ 統計学入門 2前 2 1 
ア
科 統計学 2後 2 1 

目
マクロ経済学 2後 2 1 群

ミクロ経済学 2後 2 1 

日本経済史 2後 2 1 

KKU北九州学 1前 2 1 

簿記入門 1前 2 1 

゜簿記入門演習 1前 2 1 2 

゜初級簿記 1後 2 i 

゜地
初級簿記演習 1後 2 1 2 0 

域
地域貢献概論 1後 2 1 

創
地域のまちづくり入門 2前 2 1 

造 民法 2前 2 1 

基 人口学 2前 2 1 

専
社会調査法 2前 2 1 礎

門 科
ビジネスとICT 2後 2 1 

社会調査法演習 2後 2 1 
教目

おもてなし総論 3前 2 1 

育群 地域経済論 3前 2 1 

科
質的調査法 3前 2 1 

地域協働論 3後 2 t 
目

ソーシャルビジネス論 3後 2 1 

財政学 2前 2 1 

地域のまちづくり 2後 2 1 

地域環境政策論 3前 2 1 

社^ 行政 法 3前 2 1 
コ コ=
| 貢 地方自治体の財政 3前 2 1 
ス 献

公共経済学 3前 2 1 科 コ
目 | 

地域の教育と文化 3後 2 1 
群 ス

科
地域リーダー育成演習 3後 2 1 1 

目

社会保障詰 3後 2 1 

経済政策 4前 2 1 

地域の健康福祉 4後 2 1 

地
会社法 2前 2 1 コ箪

l 経

経済史ス済 2後 2 1 

科コI 
経営管理論 3前 2 1 

目ス
群科 金融論 3前 2 1 目
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単位数 専任教員等の配置 兼

任
科目

授業科目の名称
配 当

必 選 自 教 准 講 助 助
区分 年 次

教 兼
と 如 中 迩 坦 師 数 ヨ三 担

流通管理論 3前 2 1 

地
事業創造論 3前 2 I 

コ 域

1 経 経営戟略論 3後 2 I 
ス 済

マーケティング論 3後 2 1 科 コ
目 | 

事業創造演習 3後 2 1 群 ス
科

ゲーム理論 4前 2 1 
目

経営組紐論 4後 2 1 

地域創造実習 I 1前 1 2 3 3 

地域創造実習 Il 1後 1 2 3 3 

地域創造実習田 2前 1 2 3 3 

地域創造実習l¥T 2後 1 2 3 3 

専
地域創造実習v 3前 I 2 3 3 

実 地域創造実習VI 3後 1 2 3 3 

門
地域調査実習 I 4前 1 1 

践

教 科
地域調査実習 Il 4後 1 1 

地域ワークショッブ 2・3・4前・後 2 2 
コ再 目

職業研修A 2・3・4前・後 2 2 

科 群 職業研修B 2・3・4前・稜 2 2 

目
チャレンジA 2前 2 2 1 

チャレンジB 2前 2 2 1 

チャレンジC 2後 2 1 2 

チャレンジD 2後 2 3 

海外地域学研修 2•3•4前・後 2 I 1 

地域創造ゼミナール 1 1前 2 4 1 

ゼ 地域創造ゼミナール 11 1後 2 4 1 
ミ

ナ 地域創造ゼミナールm 2前 2 4 1 
I 

ル 地域創造ゼミナールIV 2後 2 4 1 

科
地域創造ゼミナールV 3前 2 4 I 

目

群 地域創造ゼミナールVI 3後 2 4 1 

地域創造ゼミナールV[ 4通 4 6 3 4 

小計(69科目） 42 90 0 65 31 48 0 0 20 

文豆理紹 1前・後 1 1 

社会科学［基礎】 1前 1 1 

人文・自然科学【基礎J 1後 I 2 

数的処理 I 1前 1 1 

数的処理 Il 1後 1 I 

数的処理皿 2前 1 I 

社会科学【応用［】 2前 1 1 

社会科学［応用n】 2後 I 1 

教養基礎答練 I 2前 1 4 

教養基礎答練 Il 2後 I 4 

(K-CIP)憲法演習 2前 1 1 

自 (K-CIP)民法（総則．物権）濱習 2前 1 1 

由
(K-CIP)民法（債権！日族相紐）演習 2後 1 1 

選
択 (K-CIP)行政法演習 2後 1 1 
科

目 (K-CIP)ミクロ経済学演習 2前 1 1 

(K-CIP)マクロ経済学演習 2後 1 1 

(K-CIP)労働法演習 3前・後 I 1 

(K-CIP)刑法演習 3前・後 1 1 

(K-CIP)財政学・経済事情演習 3前・後 1 1 

(K-CIP)行政学・経営学演習 3前・後 1 1 

(K-CIP)政治学演習 3前・後 1 1 

(K-CIP)国際関係演習 3前・後 I 1 

(K-CIP)社会学・社会事情演習 3前 ・後 I 1 

(K-CIP)会計学演習 3前後 1 I 

(K-CIP)教養科目濱習（公安鵬 I) 3前 4 4 

(K-CIP)教養科目濱習（公安職Il} 3後 4 4 

単位数 専任教員等の配置 兼

任
科目

授業科目の名称
配当

必 選 自 教 准 話 助助
区分 年次

教 兼

修 択 由 授 埠 師 勁 ヨ 担

流通管理論 3前 2 1 

地
事業創造論 3前 2 1 

コ 域

1 経 経営戦略論 3!k 2 1 
ス 済

マーケティング論 3後 2 I 科 コ
目 | 

事業創造演習 3後 2 1 群 ス
科

ゲーム理論 4前 2 1 
目

経営組紐論 4後 2 1 

地域創造実習 I 1前 1 1 4 2 

地域創造実習 II 1後 1 1 ヽ 2 

地域創造実習皿 2前 1 1 4 2 

地域創造実習w 2後 1 1 4 2 

専
地域創造実習v 3前 I 1 4 2 

実 地域創造実習VJ 3後 1 1 4 2 

門
地域調査実習 I 4前 1 1 

践

教 科
地域調査実習 n 4後 1 l 

地域ワークショップ 2・3 4前・後 2 l 1 

育目
職業研修A 2 3•4前・後 2 

＇ 
1 

科群 琉業研修B 2• 3 •4前・後 2 1 1 

目
チャレンジA 2前 2 3 

゜チャレンジB 2前 2 3 

゜チャレンジC 2後 2 1 1 1 

チャレンジD 2後 2 1 1 1 

海外地域学研修 2 3 4前稜 2 1 1 

地域創造ゼミナール l 1前 2 2 

＇ 
1 

ゼ 地域創造ゼミナール n 1後 2 2 1 l 
ミ

ナ 地域創造ゼミナール皿 2前 2 2 1 1 
| 

ル 地域創造ゼミナール1V 2後 2 2 1 1 

科
地域創造ゼミナールV 3前 2 3 1 

目

群 地域創造ゼミナールVI 3後 2 3 1 

地域創造ゼミナールV[ 4通 4 6 3 4 

小計(69科目） 42 90 0 43 55 33 0 0 21 

文章理解 1前・後 1 2 

社会科学【基礎J 1前 1 1 

人文・自然科学［基礎】 1後 1 2 

数的処理 I 1前 1 1 

数的処理n 1後 1 I 

数的処理m 2前 1 1 

社会科学【応用 I】 2前 1 1 

社会科学【応用 Il] 2後 1 1 

教養基礎答練 I 2前 1 I 

教養基礎答練 Il 2後 1 1 

(K-CIP)憲法演習 2前 1 1 

自 (1(-CIP)民法（総則、物権）濱習 2前 1 1 

由 {K-ClP)民法（債権」n佳・相絞）濱習 2後 1 1 選
択 (K-CIP)行政法演習 2後 1 1 
科

目 (K-CIP)ミクロ経済学演習 2前 1 1 

(K-CIP)マクロ経済学演習 2後 1 1 

(K-CIP)労働法演習 3前・後 1 1 

(K-CIP)刑法演習 3前 ・後 1 I 

(K-CIP)財政学・経済事情濱習 3前・後 1 1 

(K-CIP)行政学・経営学演習 3前・後 1 1 

(K-CIP)政治学演習 3前・後 1 1 

(K-CIP)国際関係演習 3前・後 1 1 

(K-CIP)社会学・社会事情濱習 3前・後 1 1 

(K-CIP)会計学演習 3前・後 1 1 

(K-CJP)教養科目濱習（公安職 I) 3前 4 1 3 

(K-CIP)教養科目演習（公安職n) 3後 4 1 3 
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単位数 専任教員等の配置 来任

科目
授業科目の名称

配当
必 選 自 教 准 請 助 助

区分 年次
教 兼

住 択 中 埓 埒 師 毀 手 担

(K-CIP)教養科目演習（行政庸） 3前 1 4 

(K-CJP)専門科目演習（行政罵） 3後 1 2 

自 (K-CIP)SPI演習（行政職 I) 3前 2 1 
由

(K-CIP)SPI演習（行政職II) 3後選 2 1 

択 (K-CTP)専門科目記述式濱翌（行政ffl) 3後 1 1 
科
目 (K-CIP)一次対策（直前模試） 4前 1 1 

(K-CIP)二次対策 4前 1 1 

小 計(33科 目） 0 41 0 0 0 0 0 0 50 

キ キャリアコンサルティング I 3前・休 2 1 I 
ヤ

リ キャリアコンサルティング11 3前・休 2 2 
ア

自
コ キャリアコンサルティングm 3後・休 2 1 1 
ン
サ キャリアコンサルティングIV 3後・休 2 2 

由 ル
夕 キャリアコンサルティング演習 I 3前・休 2 I I 

科 ン
卜 キャリアコンサルティング濱習 Il 3前・休 2 2 

目 養
成 キャリアコンサルティング演習m 3後・休 2 1 1 
閲

連 キャリアコンサルティング濱習N 3後・休 2 1 I 

科
目 小計(8科目）

゜゚
16 3 2 0 0 0 11 

合計(176科 目） 53 211 16 85 45 65 0 0 173 

卒業要件及び履修方法

総合共通科目30単位以上、専門教育科目76単位以上、自由還択科目 16単位以上の合計124
単位以上を修得すること。

なお、自由選択科目には、自学科で履修した卒業要件単位数を超える科目及び他学科•他学
部、又は自学科の他コースで履修した科目を含む。

単位数 専任 教員等の配置
兼：

科目 配当
任

授業科目の名称 必 選 自 教 准 講 助 助
区分 年次

教 兼
捻 ＃ 中 氾 埓 師 教 手 担

(K-CIP)教賽科目濱習1行政職） 3前 1 1 

(K-CIP)専門科目濱習（行政職） 3後 1 3 

自 (K-CIP)SP［演習（行政諜 I) 3前 2 ， 
由

(K-C<P)SP［演習（行政牒Il)
選 3後 2 1 

択 (K←C!P)専門科目記述式；；；E（行政●） 3後 1 3 
科
目 (K-CIP)一次対茉（直前模試） 4前 1 1 

(1(-CIP)二次対策 4前 I 1 

小計(33科目） 0 41 0 6 

゜
0 0 0 39 

キ キャリアコンサルティング I 3・4前・後 2 1 1 
ヤ

リ キャリアコンサルティングIl 3・4前・後 2 2 
ア

自
コ キャリアコンサルティング1II 3・4前・後 2 1 I 
ン
サ キャリアコンサルティングW 3・4前・後 2 2 

由 ル
夕 キャリアコンサルティング演習 I 3・4前後 2 1 1 

科 ン
卜 キャリアコンサルティング濱習n 3・4前・後 2 2 

目 養
成 キャリアコンサルティング演習皿 3•4前後 2 I 1 
関

遍 キャリアコンサルティング濱習W 3・4前後 2 1 1 
科
目 小計(8科目）

゜゚
16 3 2 0 0 0 11 

合計(176科目 ） 53 211 16 63 79 47 0 0 195 

卒業要件及び履修方法

総合共通科目30単位以上、 専門教育科目76単位以上、自由選択科目18単位以上の合計
124単位以上を修得すること。

なお、自由選択科目には、自学科で履修した卒業要件単位数を超える科目及び他学科•他
学部、又は自学科の他コースで履修した科目を含む。

8
 



【令和元年度】

単位数 専任教員等の配置 : 
科目

授棠科目の名称
配 当

必 選 自 教 准 請 助 助
区分 年 次

教 兼

ほ 択 中 埓 埓 師 約 手 担

ヒ8 口、9 コ9•IJO 福原学 1前 1 6 3 3 

文ことばと日本文化 1 ・2前・後 2 3 
化

スポーツの文化 1 ・2前・後 2 I 
芸
術ことばと異文化 1 ・2前・後 2 4 

教 領
情報文化論 1 •2前・後 2 1 域

養 歴 歴史と国際情勢 1 ・2前・後 2 1 
史

教 現代国家と法（日本国憲法） 1-2前・後 2 1 

社

育会 吾らしと経済 1 ・2前・後 2 t 1 

領

科域 人権・同和教育 1 ・2前・後 2 1 

目 人 人間と哲学 1 ・2前・後 2 1 
間

• 生命と地球 1 ・2前・後 2 2 
環
境 心 の科学 1 ・2前・後 2 2 

領
域共生社会を生きる 1 ・2前・後 2 1 

日本語表現法 I 1前・後 1 I 
日

本日本語表現法 Il 2前・後 1 2 

語
伝わる文章カ 2前・後 1 1 

英語［ 1前 1 I 1 

英語 Il 1後 1 1 1 

言 英 英語コミュニケーション I 2前 I I 1 
二'五" モ9五ロ

英語コミュニケーション Il 2後 l I I 

異
TOEIC入門 1前・後 1 1 

文

化
ィド ドイツ語 I 1前 1 2 

総 理

解 語ツ ドイツ語 Il 1後 1 2 
合 科

目 中 中国語 I 1前 1 2 
共 国

語中国語 II 1後 1 2 

通
韓韓国語 ［ 1前 1 2 

科 国

語戟国語n 1後 1 2 

目
イングリッシュワークショップ 1前・後 1 1 2 

海外研修 1 2 3訂 改』事i 2 1 

情 情報処理演習 l 1前 1 1 

報
情報処理演習 Il 1後 1 1 

教

育
情報処理演習m 2前 1 I 

科

目 惜報処理演習w 2後 1 I 

健
スポーツA 1前 1 ヽ

康
教

スポーツB 1後 1 ヽ育
科

健康の科学 1 ・2前・後 2 1 
目

キャ 職業とコミュニケーション 1後 1 6 3 3 

ァリ キャリアデザイン I 2通 1 1 1 1 

：キャリアデザインrr 3前 1 1 1 1 

ンイ キャリアデザインm 3後 1 1 1 1 

キ 領
インターンシップ（企業研修） 2前・後 2 1 ヤ域

リ
スキルアップ話座A 3後 1 

ア
1 

： キ
スキルアップ謀座B 2前 1 1 

科ヤ
スキルアッブ講座C 2後 I 1 

目 リ

発ア スキルアップ讀座G 3前 I 1 

領展 スキルアップ話座H 3後 1 1 

域スキルアップ講座R 3前 l 1 

スキルアップ蚕座S 3後 1 I 

小計(48科目） 1 1 52 0 18 12 18 0 0 55 

【令和 2年度】

単位数 専任教員等の配置
兼

任
科目

授業科目の名称
配 当

必 選 自 教 准 請 助 助
区分 年次

教 兼

修 択 由 授 坦 師 老 手 担

ヒaa4:,ア198福原学 1前 1 5 . 3 

文ことばと日本文化 1 ・2前・後 2 4 
化

スボーツの文化 1 ・2前・後 2 1 

-コェ•
術ことばと異文化 1 ・2前後 2 4 

教 領
情報文化論 1 ・2前後 2 1 域

養歴 歴史と国際惜勢 1 ・2前 ・後 2 1 
史

教・ 現代国家と法（日本国憲法） 1 ・2前後 2 2 
社

育会 吾らしと経済 I ・2前・後 2 1 I 

領

科域 人権・同和教育 1 ・2前・後 2 1 

目 人 人問と哲学 1 ・2前・後 2 I 
間

生命と地球 1 ・2前後 2 2 

環
境心の科学 1 ・2前・後 2 1 

領
域共生社会を生きる 1 ・2前後 2 1 

日本語表現法 1 1前後 1 2 
日

本日本語表現法 1I 2前後 1 1 

語
伝わる文意カ 2前後 1 1 

英語 I 1前 1 1 1 2 

英語n 1後 1 1 1 2 

言 英 英語コミュニケーション 1 2前 1 5 
語 こ•五ロ

英語コミュニケーション11 2後 1 5 

異
TOEIC入門 1前・後 1 3 

文

化
ィド ドイツ語［ 1前 1 2 

総理

紹 語ツ ドイツ語 II 1後 1 2 
合科

目中 中国語 I 1前 1 3 
共 国

語中国語 Il 1後 1 3 
通

韓韓国語 I 1前 1 3 

科 国

語戟国語 II 1後 1 3 

目
イングリッシュワークショッブ 1前後 2 1 1 

海外研修 9 2 3前慎 4罰 2 1 

情 情報処理演習 I 1前 I 1 

報
惜報処理演習 Il 1後 I 1 

教

育
情報処理演習皿 2前 1 1 

科

目 情報処理演習IV 2後 1 1 

健
スポーツA 1前 1 4 

康
教

スポーツB 1後 1 4 
育
科

健康の科学 1 ・2前・後 2 3 
目

キャ 職業とコミュニケーション 1後 1 5 4 3 

ァリ キャリアデザイン I 2通 1 3 1 I 5 

：キャリアデザイン11 3前 1 1 1 1 

イン キャリアデザイン皿 3後 1 1 1 1 

キ領
インターンシップ（企業研付 2前・後 2 1 ヤ域

リ
スキルアッブ蚕座A 3後 1 

ア
1 

：キ
スキルアップ講座B 2前 1 2 

科ヤ
スキルアップ譲座C 2後 1 2 

目リ

発ア スキルアッブ講座G 3前 1 1 

領展 スキルアップ活座H 3後 I 1 

域スキルアッブ講座R 3前 1 1 

スキルアップ講座S 3後 1 1 

小計(48科目） 11 52 0 18 15 15 0 0 83 

，
 



単位数 専 任 教 員 等 の配置
兼

任
科目

授業科目の名称
配 当 必 選 自 教 准 譲 助 助

区分 年 次
教 兼

単位数 専 任 教員等の配置 衰任

科目
授菜科目の名称

配当 必 選 自 教 准 講 助 助・
区分 年次

教 兼

修 択 由 褐 培 師 老 手 担 修 択 由 授 段 師 敬 手担

初級日本語 IA 1前・後 2 3 初級日本語 IA 1前・後 2 2 

初級日本語 IB 1前・後 2 1 初級日本語 IB 1前・後 2 1 

初級日本語 IC 1前・後 2 2 初級日本語 IC 1前・後 2 1 

初級日本語 ID 1前・後 2 1 初級日本語 ID 1前・後 2 I 

初級日本語 IE 1前後 2 1 初級日本語 IE 1前・後 2 1 

初級日本語 ![A 1前・後 2 2 
留

初級日本語 IIA 1前・後 2 1 
留

初級日本語 11B 1前・後 2 1 初級日本語 11B 1前後 2 1 

子←“̀ 
初級日本語 IlC 1前・後 2 2 

子← 
初級日本語 IIC 1前・後 2 1 

生 初級日本語 IlD 1前・後 2 1 生 初級日本語 110 1前・後 2 1 

特 初級日本語 IlE 1前・後 2 1 特 初級日本語 IIE 1前・後 2 1 

別 中級日本語 I 1前 1 3 別 中級日本語］ 1前 1 3 

科
中級日本語 Il 1後 1 3 

科
中級日本語 II 1後 1 3 

上級日本語［ 2前 1 3 
目

上級日本語 I 2前 1 3 
目

上級日本語 Il 2後 1 3 上級日本語 II 2後 l 3 

スキルアップ讀座N 3-4前 1 2 スキルアップ讀座N 3・4前 1 2 

スキルアップ講座0 3-4後 1 2 スキルアップ猛座〇 3・4後 1 2 

スキルアップ講座P 3・4前 1 I スキルアップ諜座P 3・4前 t 1 

スキルアップ活座Q 3・4後 1 1 スキルアップ諜座Q 3・4後 1 1 

小計(18科目） 0 28 0 0 0 0 0 0 33 小計(18科目） 0 28 

゜
1 0 0 0 0 28 

経営学概論 1前 2 1 経営学概論 1前 2 I 

経済学概論 1後 2 1 経済学概誦 1後 2 1 

コ 統計学入門 2前 2 I 
ア

コ 統計学入門 2前 2 1 
ア

科 統計学 2後 2 1 科 統計学 2後 2 I 
目 目
群 マクロ経済学 2後 2 1 群 マクロ経済学 2後 2 1 

ミクロ経済学 2後 2 1 ミクロ経済学 2後 2 1 

日本経済史 2後 2 1 日本経済史 2後 2 1 

KKU北九州学 1前 2 1 KKU北九州学 1前 2 1 

簿記入門 1前 2 1 簿記入門 1前 2 1 

簿記入門演習 1前 2 1 1 1 簿記入門演習 1前 2 1 2 

初級簿記 1後 2 1 初級簿記 1後 2 1 
地 地

初級簿記演習 1後 2 1 1 1 初級簿記演習 1後 2 1 2 

域
地域貢献概論 1後 2 I 

域
地域貢献概論 1後 2 1 

創
地域のまちづくり入門 2前 2 1 

創
地域のまちづくり入門 2前 2 1 

造 民法 2前 2 1 造 民法 2前 2 1 

基 人口学 2前 2 1 基 人口学 2前 2 1 

専 礎 社会調査法 2前 2 1 専 礎 社会調査法 2前 2 1 

門科 ピジネスとJCT 2後 2 1 門科 ピジネスと!CT 2後 2 1 

教目
社会調査法演習 2後 2 1 

教目
社会調査法演習 2後 2 1 

おもてなし総論 3前 2 I 
云自 群

地域経済論 3前 2 1 

おもてなし総論 3前 2 1 

育群
地域経済論 3前 2 1 

科 質的調査法 3前 2 1 科 質的調査法 3前 2 1 

目
地域協働論 3後 2 I 

目
地域協動詮 3後 2 1 

ソーシャルピジネス論 3後 2 1 ソーシャルビジネス論 3後 2 1 

財政学 2前 2 1 財政学 2前 2 1 

地域のまちづくり 2後 2 1 地域のまちづくり 2後 2 1 

地域環境政策論 3前 2 1 地域環境政策論 3前 2 1 

社
行政法 3前 2 1 

会
コ―.... 地方自治体の財政 3前 2 1 l 献
ス

公共経済学 3前 2 1 科 コ
目 | 

地域の教育と文化 3後 2 1 群 ス
科

地域リーダー育成演習 3後 2 目 1 1 

社
行政法 3前 2 1 

コ コヽ

I 頁 地方自治体の財政 3前 2 1 

ス 献
公共経済学 3前 2 1 科 コ

目 I 
地域の教育と文化 3後 2 1 

群 ス
科

地域リーダー育成演習 3後 2 1 1 目

社会保障論 3後 2 1 社会保障論 3後 2 1 

経済政策 4前 2 1 経済政策 4前 2 1 

地域の健康福祉 4後 2 1 地域の健康福祉 4後 2 1 

地
会社法 2前 2 1 コ域

地
会社法 2前 2 1 コ域

1 経
経済史ス 済 2後 2 1 

1 経
経済史 2後 1 ス済 2 

科 コI 
経営管理論 3前 2 1 

目 ス

科 コI 
経営管理論 3前 2 1 

目 ス
群科 金融論 3前 2 1 

目
群科 金融論 3前 2 1 

目

10 



単位数 専任教員等の配置
兼

任
科目

授業科目の名称
配当

必 選 自 教 准 活 助 助
区分 年次

教 兼

単位数 専任教員等の配置 : 
科目

授菜科目の名称
配当

必 選 自 教 准 講 助 助
区分 年次

教 兼

修 択 由 拇 拇 師 教 手 担 修 択 由 授 授 師 槃 手 担

流通管理論 3前 2 1 流通管理論 3前 2 1 

地
亭業創造論 3前 2 1 

コ 域
1 経 経営戦略論 3後 2 I 

ス 済
マーケティング論 3後 I 科 コ 2 

目 I 
写業創造演習 3後 2 1 

群 ス
科

ゲーム理論 4前目 2 I 

地
事業創造論 3前 2 1 

コ 域
l経 経営戦略論 3後 2 1 
ス 済

マーケティング論 3後 1 科 コ 2 

目 I 
事業創造演習 3後 2 1 

群 ス
科

ゲーム理論 4前目 2 1 

経営組紐論 4後 2 I 経営組紐論 4後 2 1 

地域創造実習［ 1前 I 2 3 2 地域創造実習 I 1前 1 2 3 2 

地域創造実習 II 1後 I 2 3 2 地域創造実習n 1後 I 2 3 2 

地域創造実習皿 2前 I 2 3 3 地域創造実習m 2前 1 2 3 2 

地域創造実習IV 2後 1 2 3 3 地域創造実習IV 2後 1 2 3 2 

地域創造実習v 3前 I 2 3 3 地域創造実習v 3前 1 2 3 3 

専
地域創造実習VI 3後

実
I 2 3 3 

専

実
地域創造実習VI 3後 1 2 3 3 

門 践 地域調査実習 I 4前 1 1 門 践
地域調査実習 I 4前 1 1 

教科
地域詢査実習 Il 4後 1 1 

教科
地域調査実習 II 4後 1 1 

地域ワークショッブ 2・3・4前・後 2 2 地域ワークショップ 2・3・4前・後 2 1 1 

育 目
職業研修A 2•3•4前・後 2 2 

育目
職業研修A 2 • 3•4前・後 2 2 

科 群 職業研修B 2•3 4前・後 2 2 科 群 職業研修B 2 3 4前悛 2 2 

目
チャレンジA 2前 2 2 1 

目
チャレンジA 2前 2 3 

チャレンジB 2前 2 2 1 チャレンジB 2前 2 3 

チャレンジC 2後 2 1 2 チャレンジC 2後 2 1 I 1 

チャレンジD 2後 2 3 チャレンジD 2後 2 1 I I 

海外地域学研修 2 3 4前・後 2 1 1 海外地域学研修 2 3・4前・後 2 1 1 

地域創造ゼミナール ［ 1前 2 4 1 地域創造ゼミナール[ 1前 2 3 

ゼ 地域創造ゼミナール11 1後 2 4 1 ゼ 地域創造ゼミナールn 1後 2 3 

ミ ミ

ナ 地域創造ゼミナールm 2前 2 4 1 ナ 地域創造ゼミナール皿 2前 2 3 

I 
地域創造ゼミナールIV 2後）し 2 4 1 

I 
地域創造ゼミナール1V 2後

ル
2 3 

科 地域創造ゼミナールV 3前
目

2 4 1 科 地域創造ゼミナールV 3前
目

2 4 1 

群 地域創造ゼミナールVI 3後 2 4 1 群 地域創造ゼミナールVI 3後 2 4 1 

地域創造ゼミナール頂 4通 4 6 3 4 地域創造ゼミナールVII 4通 4 6 3 4 

小計(69科目） 42 90 0 65 31 46 0 0 20 小計(69科目） 42 90 0 63 39 30 0 0 20 

文章理解 1前・後 1 I 文章理解 1前 後 1 1 

社会科学【基礎】 1前 I 1 社会科学【基礎】 1前 1 1 

人文・自然科学【基礎】 1後 1 2 人文・自然科学［基礎】 1後 1 2 

数的処理 I 1前 1 1 数的処理 I 1前 1 1 

数的処理 Il 1後 1 1 数的処理II 1後 1 1 

数的処理m 2前 1 1 数的処理m 2前 1 1 

社会科学【応用 I] 2前 l 1 社会科学【応用 I】 2前 1 1 

社会科学［応用 Ill 2後 l 1 社会科学【応用 Il】 2後 1 1 

教養基礎答練 I 2前 1 4 教養基礎答練 I 2前 1 1 

教養基礎答練n 2後 l 4 教養基礎答練n 2後 1 I 

(K-CIP)憲法演習 2前 I 1 (K-CIP)憲法演習 2前 1 1 

自 (K-CIP)民法（総則、物権）演習 2前 1 I 自 (K-CIP)民法（総則、物相）濱習 2前 1 1 

由
(K-CIP)民法｛債権、親族・相統）演習 2後選 1 I 

由
(K-CJP)民法（債櫂．厩裟祖携）濱習 2後選 1 1 

択 (K-CIP)行政法演習 2後 1 1 
科

択 (K-CIP)行政法演習 2後 1 1 
科

目 (K-CIP)ミクロ経済学演習 2前 1 1 目 (K-CIP)ミクロ経済学演習 2前 1 1 

(K-CIP)マクロ経済学演習 2後 1 1 (K-CIP)マクロ経済学演習 2後 1 1 

(K-CIP)労働法演習 3前・後 I 1 (K-CIP)労働法演習 3前・後 1 1 

(K-CIP)刑法演習 3前・後 1 1 (K-CIP)刑法演習 3前 ・後 1 1 

(K-CIP)財政学・経済事情演習 3前 ・後 1 1 (K-CIP)財政学・経済事情濱習 3前・後 1 1 

(K-CIP)行政学・経営学演習 3前・後 1 I (K-CIP)行政学・経営学濱習 3前 ・後 1 1 

(K-CIP)政治学演習 3前・後 1 1 (K-CIP)政治学演習 3前・後 1 1 

(K-CIP)国際関係演習 3前 ・後 1 1 (K-CIP)国際関係演習 3前 ・後 1 1 

(K-CIP)社会学・社会事情演習 3前・後 1 1 (K-CJP)社会学・社会事情濱習 3前 ・後 1 1 

(K-CIP)会計学演習 3前・後 1 1 (K-CIP)会計学演習 3前・後 1 1 

(K-CIP)教養科目濱習（公安職 I) 3前 4 4 (K-CIP)教養科目演習（公安職 I) 3前 4 4 

{K-CIP)敦養科目濱習（公安職Il) 3後 4 4 (K-CJP)教養科目演舌（公安職II) 3後 4 4 

1 1 



単位数 専任教員等の配置 : 科目 授業科目の名称 配 当
必 選 自 教 准 講 助 助

区分 年次 : 兼

修 択 由 授 師 敦 手 担

単位数 専任教員等の配置 兼

任
科目 授業科目の名称 配当

必 選 自 教 准 云 助 助
区分 年次

教 兼

修 択 由 培 栢 師 殺 手 担

(K-CIP)教養科目濱習（行政襄） 3前 1 4 (K-CIP)教養科目濱習1行政職） 3前 I 4 

(K-ClP)専門科目演習（行政諜） 3後 1 2 (K-CIP)専門科目濱習1行政職） 3後 I 2 

自 (K-CIP)SPI演習（行政牒I) 3前 2 I 自 (K-CIP)SPI演習（行政閤 I) 3前 2 1 

由
(K-CIP)SPI演習（行政聡Il) 3後 1 選 2 

由
(K-CIP)SP［演習（行政閲Il) 3後選 2 1 

択 (K-CJP)専門科目記述式濱習（行政ね） 3後 I 1 
科

択
CK-ClP)専門i4目E述式演召（行政魔） 3後 1 1 科

目 (K-CIP)一次対策（直前模試） 4前 1 1 目 (K-CIP)一次対案（直前複試） 4前 1 1 

(K-CIP)二次対策 4前 1 1 (K-CIP)二次対策 4前 1 I 

小計(33科目） 0 41 0 0 0 0 0 0 50 小計(33科目） 0 41 0 0 0 0 0 0 47 

キ キャリアコンサルティング[ 3前・休 2 1 1 
ヤ

キ キャリアコンサルティング1（未開講） 3前・休 2 I 
ヤ

リ キャリアコンサルティングll
ア

3前・休 2 2 リ キャリアコンサルティングn（未開鵡）
ア

3前・休 2 

コ キャリアコンサルティングm 3後・休 2 1 1 
自 ン

コ キャリアコンサルティングm（未聞講） 3後・休 2 1 
自 ン

サ キャリアコンサルティングlV 3後・休 2 2 サ キャリアコンサルティングW｛未開講） 3後・休 2 
由 ル 由 ル

夕 キャリアコンサルティング演習I 3前・休 2 1 1 夕 キャリアコンサルテ仁ング濱ざ1ぽ閲m) 3前・休 2 1 
科 ン 科 ン

卜 キャリアコンサルティング濱習Il 3前・休 2 2 卜 キャリアコンサルティング濱否日（未閏l'll 3前・休 2 
目 養 目 養

成 キャリアコンサルティング演習皿 3後・休 2 1 1 成 キャリアコンサルティング濱否m（未閲塁） 3後・休 2 1 
関

連 キャリアコンサルティング濱習N 3後・休 2 1 1 
関

連 キャリアコンサルテ¢ング濱否IVほr.nml 3後・休 2 1 

科
小計(8科目）目

゜゚
16 3 2 0 0 0 1 1 

科
小計(8科目）目

゜゚
16 3 2 0 0 

゜゚合計(176科目） 53 211 16 86 45 64 0 0 169 合計(176科目） 53 21 1 16 85 56 45 0 0 178 

卒業要件及びJ!1修方法 卒業要件及び履修方法

総合共通科目30単位以上、専門教育科目76単位以上、自由選択科目 18単位以上の合計124 総合共通科目30単位以上、専門教育科目76単位以上` 自由選択科目 18単位以上の合計
単位以上を修得すること。 124単位以上を修得すること。
なお、自由選択科目には、自学科で履修した卒業要件単位数を超える科目及び他学科•他学 なお、自由選択科目には｀自学科で履修した卒業要件単位数を超える科目及び他学科•他
部、又は自学科の他コースで履修した科目を含む。 学部、又は自学科の他コースで1!1修した科目を含む。

（注） ・ 報告年度の5月1日現在の情報を記入してください。（過年度については、各年度末時点の情報として記入してください。）

認可申請書又は設置届出書の様式第 2号（その 2の 1) に準じて作成して ください。

各欄の作成方法は「大学の設置等に係る提出書類作成の手引き」の「教育課程等の概要」を確認してください。

「認可時又は届出時」には設置認可時又は届出時の授業科目全て（兼任、兼担教員が担当する科目を含む。）を

黒字で記入してください。その上で、各年度については、認可時又は届出時から変桓となっている筒所は太字の赤字として ください。

履修希望者がいなかったために ~ct.I. っー： について ： の＇ に「

1ページ目には詔可時又は届出時と報告年席 2つの表吝記入してくださ い。

不要な年度（令和元年度開設であれば平成30年度）の表は適宜削除してください。

(2つの表が 1ページに表示されるようにしてください。）

モ してください。

専門職大学等の場合、 「実験、実習又は実技による授業科目」には「【※】」、 「臨地実務実習」によ る授業科目には「 【臨】 」、

「連携実務演習」による授業科目には「【連】」を授業科目の名称の右側に記入してください。
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（1)一②授業科目表に関する変更内容

【令和元年度】
・専任 員の退職によるー当 の変更及び専任教員の育児休業による配置人 の変更「菖原学」
・時間割編成における授業科目担当者の変更「ことばと日本文化」
・時間割編成における授業科目担当者の変更「歴史と国際情勢」
・時間割編成における授業科目担当者の変更「現代国家と法（日本国憲法）」
・時間割編成における授業科目担当者の追加「暮らしと経済」
・専任教員の育児休業による担当者の変更「人権・同和教育j

・時間割編成における授業科目担当者の変更「生命と地球」
・時間割編成における授業科目担当者の変更「日本語表現法 I」
・専任教員の退職による担当者の変更「英語 I」
・専任教員の退職による担当者の変更「英語 II」
・専任教員の退職による担当者の変更「英語コミュニケーション I」
・専任教員の退職による担当者の変更「英語コミュニケーション II」
・時間割編成における授業科目担当者の変更「TOEIC入門j

・時間割編成における授業科目担当者の追加「ドイツ語 I」
・時間割編成における授業科目担当者の追加「ドイツ語1I」
・時間割編成における授業科目担当者の変更「中国語 I」
・時間割編成における授業科目担当者の変更「中国語II」
・時間割編成における授業科目担当者の変更「韓国語 I」
・時間割編成における授業科目担当者の変更「韓国語IIJ 
・時間割編成における授業科目担当者の変更「イングリッシュワークショップ」
・時間割編成における授業科目担当者の変更「海外研修」
・時間割編成における授業科目担当者の変更「情報処理演習 I」
・時間割編成における授業科目担当者の変更「情報処理演習 II」
・時間割編成における授業科目担当者の変更及び追加「スポーツ A」
・時間割編成における授業科目担当者の変更及び追加「スポーツ BJ
・時間割編成における授業科目担当者の変更「健康の科学」
・専任教員の退職による担当者の変更及び専任教員の育児休業による配置人数の変更「職業とコミュニケーション」
・専任教員の退職による担当者の所属変更（兼担教員から専任教員へ変更） 「スキルアップ講座B」
・専任教員の退職による担当者の所属変更（兼担教員から専任教員へ変更） 「スキルアップ講座C」
・時間割編成における授業科目担当者の変更「初級日本語 IA」
・時間割編成における授業科目担当者の変更「初級日本語 IC」
・時間割編成における授業科目担当者の変更「初級日本語!IA」
・時間割編成における授業科目担当者の変更「初級日本語 IIC」
・時間割編成における授業科目担当者の変更「中級日本語 I」
・専任教員の退職による担当者の変更及び専任教員の育児休業による配置人数の変更「地域創造実習 I」
・専任教員の退職による担当者の変更及び専任教員の育児休業による配置人数の変更「地域創造実習 II」
・専任教員の退職による担当者の変更「地域創造実習m」
・専任教員の退職による担当者の変更「地域創造実習IV」
・専任教員の退職による担当者の変更「地域創造実習V」
・専任教員の退職による担当者の変更「地域創造実習VI」
・専任教員の退職による担当者の変更「チャレンジ C」
・専任教員の退職による担当者の変更「チャレンジD」
・専任教員の退職による担当者の変更「海外地域学研修」
・専任教員の退職による担当者の変更「地域創造ゼミナールvn」
・時間割編成における授業科目担当者の変更「人文・自然科学【基礎】」
・時間割編成における授業科目担当者の変更「数的処理 I」
・時間割編成における授業科目担当者の変更「数的処理1I」
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【令和 2年度】
・ 任教員の退職による担当者の変更および専任教員の職位変更による配置人数の変更「福原学」
・時間割編成における授業科目担当者の変更「ことばと日本文化」
・時間割編成における授業科目担当者の変更「歴史と国際情勢」
・時間割編成における授業科目担当者の変更「現代国家と法（日本国憲法）」
・時間割編成における授業科目担当者の追加「暮らしと経済」
・時間割編成における授業科目担当者の変更「生命と地球」
・時間割編成における授業科目担当者の変更「心の科学」
・時間割編成における授業科目担当者の変更「日本語表現法 IIJ 
・時間割編成における授業科目担当者の変更「英語 I」
・時間割編成における授業科目担当者の変更「英語IIJ 
・時間割編成における授業科目担当者の変更「TOEIC入門」
・時間割編成における授業科目担当者の追加「ドイツ語 I」
・時間割編成における授業科目担当者の追加「ドイツ語1I」
・時間割編成における授業科目担当者の変更「中国語 I」
・時間割編成における授業科目担当者の変更「中国語II」
・時間割編成における授業科目担当者の変更「韓国語 I」
・時間割編成における授業科目担当者の変更「輯国語 II」
・時間割編成における授業科目担当者の変更「イングリッシュワークショップ」
・時間割編成における授業科目担当者の変更「海外研修」
・時間割編成における授業科目担当者の変更「情報処理演習 I」
・時間割編成における授業科目担当者の変更「情報処理演習 II」
・時間割編成における授業科目担当者の変更および追加「スポーツA」
・時間割編成における授業科目担当者の変更および追加「スポーツB」
・時間割編成における授業科目担当者の変更「健康の科学」
・専任教員の退職による担当者の変更および専任教員の職位変更による配置人数の変更「職業とコミュニケーション」
・時間割編成における授業科目担当者の変更「キャリアデザイン I」
・時間割編成における授業科目担当者の変更「インターンシップ」
・専任教員の退職による担当者の所属変更（兼担教員から専任教員へ変更） 「スキルアップ講座B」
・専任教員の退職による担当者の所属変更（兼担教員から専任教員へ変更） 「スキルアップ講座C」
・時間割編成における授業科目担当者の変更「初級日本語 IA」
・時間割編成における授業科目担当者の変更「初級日本語 IE」
・専任教員の職位変更による配置人数の変更「簿記入門」
・専任教員の職位変更による配置人数の変更「簿記入門演習」
・専任教員の職位変更による配置人数の変更「初級簿記」
・専任教員の職位変更による配置人数の変更「初級簿記演習」
・専任教員の退職による担当者の変更「地域創造実習 I」
・専任教員の退職による担当者の変更「地域創造実習 II」
・専任教員の退職による担当者の変更「地域創造実習m」
・専任教員の退職による担当者の変更「地域創造実習w」
・時間割編成における授業科目担当者の変更「地域ワークショップ」
・専任教員の職位変更による配置人数の変更「チャレンジA」
・専任教員の職位変更による配置人数の変更「チャレンジB」
・専任教員の職位変更による配置人数の変更「チャレンジ C」
・時間割編成における授業科目担当者の変更および専任教員の職位変更による配置人数の変更「チャレンジ D」
・時間割編成における授業科目担当者の変更「地域創造ゼミナール I」
・時間割編成における授業科目担当者の変更「地域創造ゼミナール1I」
・時間割編成における授業科目担当者の変更「地域創造ゼミナールm」
・時間割編成における授業科目担当者の変更「地域創造ゼミナールN」
・時間割編成における授業科目担当者の変更「教蓑基礎答錬 I」
・時間割編成における授業科目担当者の変更「教垂基礎答錬1I」
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【令和3年度】

・専任教員の退職による担当者の変更「福原学」

・時間割編成における授業科目担当者の変更「こと［まと日本文化」

・時間割編成における授業科目担当者の追加「スポーツの文化」

・時間割編成における授業科目担当者の追加「ことばと異文化」

・時間割編成における授業科目担当者の追加「情報文化論」

・時間割編成における授業科目担当者の変更「現代国家と法（日本国憲法）」

・時間割編成における授業科目担当者の追加「暮らしと経済」

・専任教員の職位変更による配置人数の変更「人権・同和教育」

・時間割編成における授業科目担当者の追加「人間と哲学」

・兼担教員の辞任よる人員配置の変更「生命と地球」

・時間割編成における授業科目担当者の追加「伝わる文章力」

・時間割編成における授業科目担当者の追加「英語 I」

・時間割編成における授業科目担当者の追加「英語1l」

・時間割編成における授業科目担当者の変更「英語コミュニケーション I」

・時間割編成における授業科目担当者の変更「英語コミュニケーション Il」

・時間割編成における授業科目担当者の追加「TOE!C入門」

・時間割編成における授業科目担当者の追加「ドイツ語 I」

。時間割編成における授業科目担当者の追加「ドイツ語1l」

・時間割編成における授業科目担当者の追加「中国語 I」

・時間割編成における授業科目担当者の追加「中国語1l」

・時間割編成における授業科目担当者の追加「斡国語 I」

・時間割編成における授業科目担当者の追加「韓国語1l」

・兼担教員の辞任による人員配置の変更「イングリッシュワークショップ」

・時間割編成における授業科目担当者の変更「海外研修」

・時間割編成における授業科目担当者の変更「情報処理演習 I」

。時間割編成における授業科目担当者の変更「情報処理演習 1l」

・時間割編成における授業科目担当者の追加「スポーツ A」

・時間割編成における授業科目担当者の追加「スポーツB」

・時間割編成における授業科目担当者の追加「健康の科学」

・専任教員の退職による担当者の変更「職業とコミュニケーション」

・時間割編成における授業科目担当者の変更「キャリアデザイン I」

・時間割編成における授業科目担当者の変更「キャリアデザイン Il」

・時間割編成における授業科目担当者の変更「キャリアデザインIII」

・時間割編成における授業科目担当者の変更「インターンシップ（企業研究）」

・時間割編成における授業科目担当者の変更「スキルアップ講座A」

・時間割編成における授業科目担当者の変更「スキルアップ講座B」

・時間割編成における授業科目担当者の変更「スキルアップ講座C」

・時間割編成における授業科目担当者の変更「スキルアップ講座G」

・時間割編成における授業科目担当者の変更「スキルアップ講座H」

・時間割編成における授業科目担当者の変更「初級日本語 IE」

・時間割編成における授業科目担当者の変更「初級日本語IIB」

・時間割編成における授業科目担当者の変更「初級日本語IIC」

・時間割編成における授業科目担当者の変更「中級日本語 I」

・時間割編成における授業科目担当者の変更「上級日本語 I」

・専任教員の職位変更による配置人数の変更「簿記入門」

・専任教員の職位変更による配置人数の変更「簿記入門演習」

・専任教員の職位変更による配置人数の変更「初級簿記」

・専任教員の職位変更による配置人数の変更「初級簿記演習」

・時間割編成における授業科目担当者の変更「地域経済論」

・専任教員の職位変更による配置人数の変更「質的調査法」

・専任教員の退職による担当者の変更「地域協働論」

・専任教員の退職による担当者の変更「ソーシャルビジネス論」

・時間割編成における授業科目担当者の変更「地方自治体の財政」

・専任教員の退職による担当者の変更「地域リーダー育成演習」

・専任教員の退職による人員配置の変更「地域創造実習 I」

・専任教員の退職による人員配置の変更「地域創造実習n」

・専任教員の退職による人員配置の変更「地域創造実習III」

・専任教員の退職による人員配置の変更「地域創造実習1V」

・専任教員の退職による人員配置の変更「地域創造実習V」

・専任教員の退職による人員配置の変更「地域創造実習VI」

・時間割編成における授業科目担当者の変更「地域ワークショップ」

・時間割編成における授業科目担当者の変更「職業研修A」

・時間割編成における授業科目担当者の変更「職業研修B」

・専任教員の職位変更による配置人数の変更「チャレンジA」

・専任教員の職位変更による配置人数の変更「チャレンジB」

・専任教員の職位変更による配置人数の変更「チャレンジC」

・時間割編成における授業科目担当者の変更「チャレンジD」

・時間割編成における授業科目担当者の変更「地域創造ゼミナール IJ 

・時間割編成における授業科目担当者の変更「地域創造ゼミナール 1l」

・時間割編成における授業科目担当者の変更「地域創造ゼミナールIII」

・時間割編成における授業科目担当者の変更「地域創造ゼミナール1V」

・時間割編成における授業科目担当者の変更「地域創造ゼミナールV」

・時間割編成における授業科目担当者の変更「地域創造ゼミナールVI」
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・時間割編成における授業科目担当者の変更「文章理解」

・時間割編成における授業科目担当者の変更「教蓑基礎答練 I」

・時間割編成における授業科目担当者の変更「教蓑基礎答練 JIJ 

・時間割編成における授業科目担当者の変更「 (K-C!P)教垂科目演習（公安職 I) 」

・時間割編成における授業科目担当者の変更「 (K-C!P)教委科目演習（公安職JI)」

。時間割編成における授業科目担当者の変更「 (K-C!P)教養科目演習（行政職）」

・時間割編成における授業科目担当者の変更「 (K-C!P)専門科目演習（行政職）」

。時間割編成における授業科目担当者の変更「 (K-C!P)SP!演習（行政職 I)」

・時間割編成における授業科目担当者の変更「 (K-C!P)SP!演習（行政職JI)」

・時間割編成における授業科目担当者の変更「 (K-C!P)専門科目記述式演習（行政職）」

（注） ・ 2 (1) 一①授業科目表に記入された各年度における変更内容（配当年次の変更、専任教員等の配置の変更、

授業科目名の変更、新規科目の追加など）を箇条言きで記入してください。変更がない年度は「特になし口」と記入してください。

・ 変更内容には、授業科目の未開講や廃止については記入しないでください。

・ 不要な年度（平成 30年度開設であれば平成 29年度）の表は適宜削除してください。

(2) 授業科目数

設置時の計画 変更状況

必修 選択 自由 計 (A) 必修 選択 自由

33 135 科E 8 176 科E 33 135 8 
科目 科E 和 科目 科目

゜
［ 

゜
］ ［ 

゜
］ 

（注） ・ 未開講科目も含めた報育課程上の授業科目数吝記入するとともに、 ［ ］内に、設置時の計画からの増減を

記入してください。 （記入例： 1科目減の場合： △ 1) 

1 6 

計

176 
科

［ 

゜
l 

備考



(3) 未開講科目

番号 授業科目名 単位数1配当年次1一般・専門1必修・選択I 未開講の理由，代替措置の有無

2
-
3
 

（注） ・ 配当年次に達しているにも関わらず、何らかの理由で未開講となっている授業科目について記入して

ください。なお、理由については可能な限り具体的に記入してください。

・ ‘，臼がいt‘かっt::ために 自 ナ‘った： については吾 しt` い でだ い

・ 教職大学院の場合は、 「一般＂専門」を「共通・実習・その他」と修正して記入してください。
・ 専門職大学等の場合は、 「一般・専門」を「基礎、展開、職業専門、総合」と修正して記入して

ください。

(4) 廃止科目

-
2
-
3
 

号番
―
―
ー

授業科目名 単位数1配当年次1一般・専門I必修・選択 廃止の理由，代替措置の有無

（注） ・ 設置時の計画にあり、何らかの理由で廃止（教育課程から削除）した授業科目について記入して

ください。なお、理由については可能な限り具体的に記入してください。
・ 教職大学院の場合は、 「一般・専門」を「共通・実習•その他」として記入してください。
・ 専門職大学等の場合は、 「一般・専門」を「基礎、展開、職業専門、総合」と修正して記入して

ください。

(5) 授業科目を未開講又は廃止としたことに係る「大学の所見」及び「学生への周知方法」

（注） ・ 授業科目を未開講又は廃止としたことによる学生の履修への影響に関する大学の所見、

学生への周知方法、今後の方針などを可能な限り具体的に記入してください。

(6) 「設置時の計画の授業科目数の計」に対する「末開講科目と廃止科目の計」の割合

未開講科目 (3) と廃止科目 (4) の計

設置時の計画の授業科目数の計 (A)
＝ ゜176 ＝ 

％゚ 

（注） ・ 小数点以下第 3位を切り捨て、小数点以下第 2位まで表示されます。

「未開講科目と廃止科目の計」が、 「（ 3) 未開講科目」と「（ 4) 廃止科目」の合計数となるように
留意してください。

17 



3 施設 ・設備の整備状況， 経費

区 ノ刀‘ 内 容 備考

111 区 分 専 用 共 用
共用する他の

計
I校舎敷地」の減少は、

学校等の専用 老朽化した校舎を解体し

校舎 敷 地
41, 146. 98m m ボ

41.146 98m たため。

56, 190. 93吋 56, 190 93点 「その他」の増加は、

運動場用地
136. 313. 89m 

而 面
136. 313. 89m 「校舎敷地」の減少に伴

94,242 89点 94, 242. 89点 う増加、並びに土地の譲

校 111,460. 8/m 1 ll, 460. 87m 渡のため (2)

小 計 135,389 81点 而 而 135. 389. 81点 「運動場用地」の増加

150,433 82点 150,433.82点 は、運動場竪傭によるも

地 379, 935 37ボ 379,935 37而
の (3)

そ の 他 422, 433. 31点 面 rn， 422,433 31点 「その他」の減少は、運

115,911 26点 115,911 26点 動場整備に伴う「運動場

等 用地」の面積増及び市へ

557, 396 24面 557,396.24ポ
の土地譲渡及び分筆によ

合 計 551,823 24面 ポ 而 551,823 24点
る面積減 (3)

266, 411 og点 266, 41 1. 08点

専 用 共 用
共用する他の

計
学校等の専用

36,427 38面 36, 427 38ni 

(2)校 舎
36, 484 31面 m ボ 36,484. 31点 老朽化した校舎を解体し
62,584 31点 62,584 31面 たため (2)

36, 427 38m' 36,427 38ni' 老朽化した校舎等を解体

36, 484. 31而 （ 面） （ 而） 36,484.31ni' したため (3)

62,584 31点 62, 584. 31点

講義 室 演習室 実験実習室 情報処理学習施設 語学学習施設

7室
〇 室

大学全体
13)教 室 等 57室

2 室

品室
22室 10室 人）

（補助職員 1人） （補助職員 斗
人）

新設学部等の名称 室 数
(41専任教員研究室

経済学部地域創造学科 13 室

図 吾 学術雑誌 大学全体

該当学科単位での特定不

視聴覚資料 機械・器具 標 本
能なため、大学全体の数

新設学部等 図書・ 視聴覚資料の購入
15) 

の名称
〔うち外国書〕 ［うち外国号〕 電子ジャーナル が増えたこと及び学術雑

誌については、学術リポ
ジトリで閲覧及びダウン
ロードが可能であるた

冊 種 〔うち外国書〕 点 点 点め、他大学紀要を削除し

2,412 たことにより変更した
235, 031 [52, 052〕

心
（元）

231, 510〔引， 088〕 4,396〔1,207) 20⑫OJ 
230, 7叩〔52,239〕 心 該当学科単位での特定不

土諏
能なため、大学全体の数

(235, 031 図吾・視聴覚資料の購入

経済学部 〔52,052〕） が増えたこと及び学術雑

地域創造学科 (231, 51 0 (2, 2釘 〔1,167)) (2,412) 誌については、学術リポ

〔印亨）） （と平 〔七 忠］） (19〔19〕） （心 ）
( - ) ( - ） 

ジトリで閲覧及びダウン

(227, 91 8 （ょ平〔七匹］） （昇 〔口〕） (2-,墨 ） ロードが可能であるた

〔51, 0 9 7〕） （牛謳 ［心〕 ） (&.勘） め、他大学紀要を削除し

醤 (？25, 71 7 たことにより変更した

書 〔51, 064〕） (2) 

設 2. 412 該当学科単位での特定不

備 235,031〔52,052〕
全4位 能なため、大学全体の数

231, 51 0印1,088〕 4, 396 (1, 207〕 20 (2〇〕 L謳 I 図書・視聴覚資料の購入
230, 79,〔52,239〕

亨 が増えたこと及び学術雑
誌については、学術リポ
ジトリで閲覧及びダウン

(235, 031 ロー ドが可能であるた
計 〔52,052〕） め、他大学紀要を削除し

(?3 1. 5 1 0 (2, 2釘 〔1,167〕） (2,412) たことにより変更した
〔印怠〕） （匹 〔七 印〕） (19〔19)) (2,40.;り

( - ) （ 一 ）
(3) 

(227, 01 8 （ょ叩〔七斗的〕） （昇 〔昇〕） (L謳）
〔51, 087〕） （午謳（七年〕） （心）
(225, 71 7 
〔51, 964〕）

面 積 閲覧座席数 収納可能冊数
(6)図 書 館 280,000 

4, 933 31而 431 
236. 000 
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面 積 体育館以外のスポーツ施設の概要

野球場1面、サブ野球場1面、人工芝サッカー場1面、人工芝フグ

(7)体 育 館
ビー場1面、人工芝多目的コート1面、第3種公認陸上競技場1面、投

15, 971. 02ポ
榔場1面、テニスコート5面、トレーニング室、多目的室内練習場

区 分 開設年度 完成年度 区 分 開設前年度 開設年度 完成年度
経費

(8) の見 教員 1人当り研究費等 300千円 300千円 図書購入費 一千円 50千円 50千円

経費の見
積り

積り及び
共 同 研究費等 一千円 一千円 設備購入費 一千円 一千円 一千円

維持方法 学生 1人当り 第1年次 第2年次 第3年次 第4年次 第5年次 第6年次
の 概 要 納付金

1,050千円 850千円 850千円 850千円 一千円 一 千円
保険料等そのたの緒経費

学生納付金以外の維持方法の概要 I私立大学等経常費補助金、資金運用収入、雑収入等
は含まない

（注） ・ 設置時の計画を、申請書の様式第2号（その 1の 1) に準じて作成してください。 （複数のキャンパスに分かれている場合、

複数の様式に分ける必要はありません。なお、 「(1) 校地等」及び「（ 2) 校舎」は大学全体の数字を、その他の

項目はA C対象学部等の敬値吝記入してくださいn)

運動場用地が校舎敷地と別地にある場合は、その旨（所要時間・距離等）を「備考」に記入してください。

「(5)図書・設備」については、上段に完成年度の予定数値を、下段には令和 3年5月 1日現在の数値を記入してください。

昨年度の報告後から今年度の報告時までに変更のあったものについては、変更部分を赤字で見え消し修正するとともに、

その理由及び報告年度「 (3) 」を「備考」に赤字で記入してください。

なお、昨年度の報告において赤字で見え消しした部分については、見え消しのまま黒字にしてください。

・ 校舎等建物の計画の変更（校舎又は体育館の総面積の減少、建築計画の遅延）がある場合には、 「建築等設置計画変更書」

を併せて提出してください。

なお、昨年度の報告において赤字で見え消しした部分については、黒字で記入してください。

• 国立大学については「（ 8)経費の見積り及び維持方法の概要」は記載不要です。
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4.既設大学等の状況

大学の名称 九 州 共 立 大 学 学生募集停止学科数 1 過平亭均入1.学3倍定以員上超の 1 備 考
学科等数

平均入学 令和3年度
定員変更

入学 編入学 収容 学位又 年度 開設
既設学部等の名称

定員 定員 定員 は称号
定員 入学定員 (AC期間の 年度

所在 地
超過率 超過率

学科のみ）

年 人 年次 人 倍 倍 年度 年度 年度

人

経済学部 4 430 1720 1. 12 1. 06 昭和40

経済・経営学科 4 350 1400 学士 1. 21 1. 08 令和3 平成21 福岡県北九州市八幡西区自由ケ
定員変更(50)（経済学） 丘1番8号

地域創造学科 4 80 320 学士 0. 80 1. 00 令和3 平成31 同上 定員変更（△20)（経済学）

スポーツ学部 4 250 1000 1. 12 1. 20 平成 18 

スポーツ学科 4 250 1000 学士 1. 12 1. 20 平成 18 植岡県北九州市八幡西区自由ケ

（スポーツ学） 丘1番8号

大学全体 4 650 2720 1. 12 1.11 

大学の名称 九州共立大学院
平均入学定員超

備 考学生募集停止学科数 過率13倍以上の
学科等数

平均入学 令和3年度
定員変更

既設学部等の名称
入学 編入学 収容 学位又

定員 入学定員
年度 開設

所 在 地
定員 定員 定員 は称号 超過率 超過率

(AC期間の 年度
学科のみ）

年 人 年次 人 倍 倍

人

スポーツ学研究科 2 5 10 1. 10 1. 40 平成30

スポーツ学専攻 2 5 10 修士 1. 10 1. 40 平成30 福岡県北九州市八幡西区自由ケ
（スポーツ学） 丘1番8号

大学院全体 2 5 10 1.10 1. 40 

大学の名称 九州女子大学 学生募集停止学科数 1平過→.均率tl入竿1.学3紬倍定以員上超の 備 考

修業 編入学 収容 平均入学 令和3年度
定員変更

開設
既設学部等の名称

入学 学位又
定員 入学定員

年度
所 在 地

年限 定員 定員 定員 は称号 超過率 超過率
(AC期間の 年度

学科のみ）

年 人 年次 人 倍 倍

人

家政学部 4 130 - 520 0. 99 1. 03 昭和37

人間生活学科 4 40 - 160 学士

平成 13 福岡県北九州市八幡西区自
（家政学） 1. 04 1. 15 由ケ丘 1番 1号

栄養学科 4 90 - 360 学士
0.96 0. 97 平成 13 同上（家政学）

人間科学部 4 190 40 840 1. 04 1. 02 平成 17 

人間発達学科 4 190 40 840 学士 1. 04 1. 02 平成22 福岡県北九州市八幡西区自

（文学） 由ケ丘 1番 1号

人間発達学専攻 4 130 520 学士 0.93 0. 76 平成22 同上（文学）

人間基礎学専攻 4 60 40 320 学士 1. 29 1.58 平成22 同上（文学）

大学全体 4 320 1360 1. 02 1. 02 
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大学の名称 九州女子短期大学
平均入学定員超

学生募集停止学科数 過率1.3倍以上の

学科等数

修業 入学 編入学 収容 学位又 平均入学 令和3年度
定員変更

既設学部等の名称 定員 入学定員
年度 開設

所 在 地
年限 定員 定員 定員 は称号 超過率 超過率

(AC期間の 年度
学科のみ）

年 人 年次 人 倍 倍

人

子ども健康学科 2 150 300 短期大学士 0. 85 0. 92 平成23 福岡県北九州市八帽西区自
（教育学） 由ケ丘 1番 1号

大学全体 150 300 0.85 0. 92 

（注） •本調査の対象となっている大学等の設置者が既に設置している全ての大学（大学院含む）、短期大学及び

高等専門学校についてそれぞれの学校ごとに、報告年度の 5月1日現在の状況を記入してください。

（専攻科及び別科を除く）。なお、調査対象の学科等が設置されている大学から順に記載してください

・学部の学科または研究科の専攻等、 「入学定員を定めている組織」ごとに全ての組織を記入してください。

※「入学定員を定めている組織」ごとには、課程認定等によりコース・専攻に入学定員を定めている

場合を含めます。履修上の区分としてコース・専攻を設けている場合は含めません。

• A C 、 t- 凸 こつい 1 ，ヽ‘- いて :ぃ
・「平均入学定員超過率」には、報告年度（令和 3年度）から起算した修業年限に相当する期間の

入学定員超過率の平均を記載してください。

・「備考」の欄については、学年進行中の入学定員の増減や学生募集停止など、収容定員に影響のある情報を

記入してください。
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5 教員組織の状況

く経済学部 地域創造学科＞

(1)一①担当教員表

【認可時又は届出時】

専任・

兼担． 氏 名

兼任
（年齢）

く就任（予定）年月＞
の別 諜名 保有学位等

担当授案科目名

西 尾 恵 里 子
(54) 

く平成31年4月＞
渇士（工学）

揖原学
瞑案とコミュニケーション
キャリアデザイン I
キャリアデザイン n
キャリアデザインm
地域の教育と文化
臨業研修A

専 教授
醗案研修B
地域創造ゼミナール 1※
地域創造ゼミナール Il※
地域創造ゼミナール皿※
地域創造ゼミナールIV※
地域創造ゼミナールV※
地域創造ゼミナールVI※
地域創造ゼミナールVII
キャリアコンサルティング
I 

キャリアコンサルティング
演習 I

キャリアコンサルティング
濱習w

西 川 三 恵 子
(58) 

く平成31年4月〉
修士（総合政策）

揖原学
職業とコミュニケーション
おもてなし総謡

専 教授 牒業研修A

朦業研修B
地域創造ゼミナール 1※
地域創造ゼ ミナールIl※
地域創造ゼミナール1II※
地域創造ゼミナールlV※
地域創造ゼミナールV※
地域創造ゼミナールV!※
地域創造ゼミナールvn

成 富 勝
(61) 

く平成31年4月＞
工学t専士

福原学
職業と コミュニケーション
KKU北九州学

専 教授 地域貢献概諸
地域環境政策稚
地域創造ゼミナール 1※
地域創造ゼミナール Il※
地域創造ゼミナール皿※
地域創造ゼミナールIV※
地域創造ゼミナールV※
地域創造ゼミナールVI※
地域創造ゼミナールVII

西山 巨章
(62) 

く平成31年4月）
修士（学術）、修士（経営学）

福原学
職業と コミュニケーション
簿記入門演習
初級簿記演習

専 教授
地域協働謡
ソーシャルビジネス捨
地方自治体の財政
地域リーダー育成演習
地域創造実習 I
地域創造実習n
地域創造実習III
地域創造実習IV
地域創造実習v
地域創造実習VI

地域創造ゼミナールvn

【令和元年度】

専任・

兼担． 氏 名

兼任
（年齢）

く就任（予定）年月＞
の別 膝名 保有学位等

担当授業科目名

西尾恵里子
(55) 

（平成31年4月＞
t舅士（工学）

福原学
牒業とコミュニケーション
キャリアデザイン I
キャリアデザイン Il
キャリアデザインm
地域の教育と文化
識業研修A

専 教授
喋業研修巳
地域創造ゼミナール！※
地域創造ゼミナールn※
地域創造ゼミナールm※
地域創造ゼミナール1V※
地域創造ゼミナールV※
地域創造ゼミナールVI※
地域創造ゼミナールvn
キャリアコンサルティング
I 
キャリアコンサルティング
演習 I
キャ リアコンサルティング
演習IV

西川 三恵子
(59) 

（平成31年4月）
修士（総合政策）

福原学
職業と コミュニケーション
おもてなし総捨

専 教授 職案研修A
職業研修B
地域創造ゼミナール I※
地域創造ゼミナール Il※
地域創造ゼミナール皿※
地域創造ゼミナール1V※
地域創造ゼミナールV※
地域創造ゼミナールVI※
地域創造ゼミナールVil

成富勝
(62) 

く平成31年4月＞
工学博士

福原学
職菜と コミュニケーシ ョン
KKU北九州学

専 教授 地域貢献概誼
地域環境政策捨
地域創造ゼミナール I※
地域創造ゼミナール Il※
地域創造ゼミナール皿※
地域創造ゼミナール1V※
地域創造ゼミナールV※
地域創造ゼミナールVI※
地域創造ゼミナールVII

西山 巨章
(63) 

く平成31年4月〉
修士（学術） 、修士（経営学）

福原学
薩業と コミ ュニケーション
簿記入門演習
初級簿記演習

専 教授
地域協働誼
ソーシャルピジネス捨
地方自治体の財政
地域リーダー育成演習
地域創造実習 I
地域創造実習 Il
地域創造実習rn
地域創造実習IV

地域創造実習v
地域創造実習VI
地域創造ゼミ ナールVII

【令和 2年度】 【令和3年度】

専任 ・ 専任・

兼担． 氏 名 兼担 ． 氏 名

兼任
（年齢）

く就任（予定）年月＞
兼任

（年齢）
く就任（予定）年月＞

の別 諜名 保有学位等 の別 牒名 保有学位等

担当授菜科目名 担当授案科目名

西尾恵里子 西尾恵里子
(56) (57) 

く平成31年4月〉 く平成31年4月〉
博士（工学） 溝士（工学）

福原学
罪茎とコミュニケーション
キャリアデザイン I
キャリアデザイン Il

キャリアデザインm
地域の教育と文化

専 教授
地域創造ゼミナール I※
地域創造ゼミナールIl※
地域創造ゼミナール1Il※
地域創造ゼ ミナールlV※
地域創造ゼミナールV※
地域創造ゼミナールVI※
地域創造ゼミナールVil
キャ リアコンサルティング
I 
キャリアコンサルティング
演習 I
キャリアコンサルティング
演習IV

福原学
粽案と コミュニケーション
キャリアデザイン I
キャリアデザイン Il
キャリアデザインm
地域の教育と文化
地域創造ゼミナール 1※

専 教授 地域創造ゼミナール Il※
地域創造ゼ ミナール皿※
地域創造ゼ ミナール1V※
地域創造ゼミナールV※
地域創造ゼミナールVI※
地域創造ゼミナールvn
キャ リアコンサルティング
I 
キャ リアコンサルティング
演習 I
キャリアコンサルティング
演習IV

西川 三恵子 西川 三恵子
(60) (61) 

（平成31年4月＞ （平成31年4月）
修士（総合政策） 修士（総合政策）

専 教授 福原学 専 教授
臨業とコミュニケーシ ョン
おもてなし総謡
地域創造ゼミナールV※
地域創造ゼミナールVI※

おもてなし総謡

地域創造ゼ ミナールVlI

成 富勝 成富勝
(63) (64) 

く平成31年4月＞ く平成31年4月＞
工学博士 工学博士

福原学 福原学
朦業とコ ミュニケーション 牒案とコミュニケーション
KKU北九州学 KKU北九州学

専 教授 地域貢献概謡 専 教授 地域貢献概誌
地域環境政策誰 地域環境政策論
地域創造ゼミナール 1※ 地域創造ゼミナール I※
地域創造ゼミナールn※ 地域創造ゼミナールn※
地域創造ゼミナール田※ 地域創造ゼ ミナールm※
地域創造ゼミナールW※ 地域創造ゼミナールT!l※
地域創造ゼミナールV※ 地域創造ゼミナールV※
地域創造ゼミナールVJ※ 地域創造ゼミナールVJ※
地域創造ゼミナールvn 地域創造ゼミナールV!1

西山 巨章
(64) 

く平成31年4月〉 I 

修士（学術）｀修士（経営学）

福原学
職業とコ ミュニケーシ ョン
地域協働謡
ソーシャルピジネス捨
地方自治体の財政

専 教授 地域リーダー育成演習
地域創造実習 I
地域創造実習 Il
地域創造実習III
地域創造実習IV
地域創造実習V
地域創造実習VI

地填ワークショッブ
耀婁研修A

瓢案研修B
地域創造ゼミナールVII

22 



専任・ 専任・ 専任， 専任 ・

兼担． 氏 名

兼任
（年齢）

く就任（予定）年月＞
の別 喋名 保有学位等

兼担． 氏 名

兼任
（年齢）

く就任（予定）年月＞
の別 席名 保有学位等

兼担， 氏 名

兼任
（年齢）

く就任（予定）年月＞
の別 職名 保有学位等

兼担． 氏 名

兼任
（年齢）

く就任（予定）年月＞
の別 需名 保有学位等

担当授菜科目名 担当授菜科目名 担当授業科目名 担当授案科目名

甘長青 甘長青 甘長青 甘 長青
(48) (49) (50) (51) 

く平成31年4月〉 く平成31年4月〉 く平成31年4月＞ （平成31年4月）
博士（経済学） 澳士（経済学） 渇士（経済学） 渇士（経済学）

福原学

福原学
朦業とコミュニケーション
経済学概謡
マクロ経済学

人口学

専 教授
公共経済学
経済政菜

金融捨
ゲーム理誂
チャレンジ C
地域創造ゼミナール 1※
地域創造ゼミナール Il※
地域創造ゼミナール皿※
地域創造ゼ ミナール1V※
地域創造ゼミナールV※

地域創造ゼミナールVI※
地域創造ゼミナールvn

福原学
暮らしと経済

粽業とコミ ュニケーション
経済学概詰
マクロ経済学
人口学

専 教授 公共経済学

経済政菜
金脱論
ゲーム理雄
チャレンジC
地域創造ゼミナール I※
地域創造ゼミナール Il※
地域創造ゼミナールIII※
地域創造ゼミナール1V※
地域創造ゼミナールV※
地域創造ゼミナールVI※
地域創造ゼミナールVil

暮らしと経済
牒業とコミュニケーション
初縁日本栢 IE
経済学概謡
マクロ経済学
人口学

専 教授 公共経済学
経済政策
金融論
ゲーム理諸
チャレンジ C
チャレンジ D
地域創造ゼミナール 1※

地域創造ゼミナールn※
地域創造ゼミナールm※
地域創造ゼミナールIV※
地域創造ゼミナールV※
地域創造ゼミナールVI※

福原学
暮ら しと 経済
牒案とコミュニケーション
経済学概論

専 教授 マクロ経済学
人口学
公共経済学

金駐誼
チャレンジ C
チャレンジ D
地填経済論

地域創造ゼミナールV※
地域創造ゼミナールVI※
地域創造ゼミナールvn

地域創造ゼミナールvn

林山誠睛 林山絨晴 林山 械 晴 林山誠晴
(45) (46) (47) (48) 

く平成31年4月〉 く平成31年4月〉 く平成31年4月） く平成31年4月）
修士（教育学） 修士（教育学） 修士（教育学） 修士（教育学）

簿記入門濱詈
初縁簿記漬詈

福原学 地域創造実習 I
簿記入門漬誓 地域創造実習 Il

福原学
罪菜とコミュニケーション

専 教授
スキルアップ講座G

スキルアップ講座 H
地域創造実習 I
地域創造実習 lI
地域創造実習III

地域創造実習IV
地域創造実習V

地域創造実習VI
地域創造ゼミナールVII

福原学
席業とコミ ュニケーション

専 教授
スキルアップ講座G

スキルアップ講座H
地域創造実習［

地域創造実習 n
地域創造実習III
地域創造実習IV
地域創造実習V

地域創造実習VI
地域創造ゼミナールVil

初縁簿記濱習

瞭業と コミュニケーション
キャリアデザイン I

享 教授 スキルアッブ講座G

スキルアッブ講座 H
地域創造実習 I
地域創造実習 Il

地域創造実習m
地域創造実習N
地域創造実習v
地域創造実習VI
疇婁碩修A

地域創造実習m
地域創造実習w
地域創造実習v

専 教授 地域創造実習VI
地域創造ゼミナールvn
(K-CIP)教養科目漬誓

（行政職）※
(K-CIP)教養科目濱雷

（公安職 I)※
(K-CIP)教養科目漬詈

（公安職n)※
(K-CIP) SP!漬詈

識婁研修B （行政● I)※

地域創造ゼミナールVlI (K-CIP) SP!漬誓

（行政● Il)※
(K-CIP)教養基礎答練n

※ 

黒木隆善 黒木隆善 黒木 隆 善 累木隆善
(36) (37) (38) (39) 

く平成31年4月） く平成31年4月＞ く平成31年4月＞ （平成31年4月＞
博士（文学） 渇士（文学） 渇士（文学） t真士（文学）

福原学 福原学 揖原学 福原学
英梧 I 英語 I 英語 I 英語 I
英語Il 英語Il 英語 Il 英語 Il
イングリッシュワーク イングリッシュワーク イングリッシュワーク イングリッシュワーク
ショップ ショップ ショップ ショップ

専 准教授 職業とコミュニケーション -言5 准教授 識業とコミュニケーション 専 准教授 職業とコミュニケーション 専 准教授 諜業とコミュニケーション
地域創造実習 I 地域創造実習 I 地域創造実習 I 地域創造実習 I
地域創造実習 Il 地域創造実習 Il 地域創造実習 Il 地域創造実習 Il
地域創造実習m 地域創造実習皿 地域創造実習m 地域創造実習m
地域創造実習IV 地域創造実習w 地域創造実習N 地域創造実習w
地域創造実習v 地域創造実習V 地域創造実習v 地域創造実習v
地域創造実習VI 地域創造実習VI 地域創造実習VI 地域創造実習VI
チャレンジA チャレンジA チャレンジA チャレンジA

チャレンジ B チャレンジB チャレンジ B チャレンジB
海外地域学研修 海外地域学研修 海外地域学研修 海外地域学研修
地域創造ゼミナールVII 地域創造ゼミナールVll 地域創造ゼミナールvn 地域創造ゼ ミナールVII
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専任・ 専任 専任・ 専任・

兼担・ 氏 名 兼担． 氏 名 兼担 ． 氏 名 兼担． 氏 名

兼任
（年齢）

く就任（予定）年月＞
の別 朦名 保有学位等

兼任
（年齢）

く就任（予定）年月＞
の別 森名 保有学位等

兼任
（年齢）

く就任（予定）年月＞
の別 職名 保有学位等

兼任
（年齢）

く就任（予定）年月＞
の別 譴名 保有学位等

担当授菜科目名 担当授葉科目名 担当授棠科目名 担当授棠科目名

尾 上 百 合 加 尾 上 百 合 加 尾 上 百合加 尾上百合加
(43) (44) (45) (46) 

く平成31年4月〉 く平成31年4月〉 （平成31年4月〉 （平成31年4月＞
修士（経営学） 修士（経営学） 修士（経営学） 修士（経営学）

福原学
粽業とコミ ュニケーション
キャリアデザイン I
キャリアデザイン n
キャリアデザインm
地域のまちづくり入門

専 准教授
地壌のまちづくり
地域リ ーダー育成演習
地域創造実習 I
地域創造実習 Il
地域創造実習Ill
地域創造実習IV

地域創造実習v
地域創造実習VI

地域創造ゼミナールVII
キャ リアコンサルティング
III 
キャリアコンサルティング
演習皿

福原学
靡菜とコミュニケーシ ョン
キャリアデザイン I
キャリアデザイン Il
キャリアデザインm
地域のまちづくり入門

専 准教授
地域のまちづくり
地域リ ーダー育成演習
地域創造実習 I
地域創造実習 ll
地域創造実習m
地域創造実習w
地域創造実習V

地域創造実習VI

地域創造ゼミナールVII
キャリアコンサルティング
m 
キャリア コンサルティング
演習m

福原学
牒菜とコミ ュニケーション
キャリアデザイン［
キャリアデザイン Il
キャリアデザインm
インターンシッブ （企婁
研修）

専 准教授
地域のまちづくり入門
地域のまちづくり
地域リーダー育成演習
地域創造実習 I
地域創造実習 Il
地域創造実習Ill
地域創造実習w
地域創造実習v
地域創造実習VI

地域創造ゼミナールvn
キャリアコンサルティング
III 
キャリアコンサルティング
演習皿

福原学
識案とコミュニケーション
キャリアデザイン［
キャ リアデザイン Il
キャリアデザイン田
インタ ーンシ ッブ （企婁
碍修）

地域のまちづくり入門
専 准教授 地域のまちづくり

地域リーダー育成濱習
地域創造実習 I
地域創造実習 Il
地域創造実習Ill
地域創造実習w
地域創造実習v
地域創造実習VI

地域創造ゼミナールVil
職婁研修B
キャリアコンサルティング
m 
キャリアコンサルティング
演習III

貝掛祥広 貝掛祥広 貝 掛 祥広 貝 掛祥 広
(40) (41) (42) (43) 

く平成31年4月〉 く平成31年4月〉 く平成31年4月＞ く平成31年4月＞
学士（商学） 学士（商学） 学士（商学） 学士（商学）

福原学 福原学 福原学 福原学
朦菜とコミュニケーション 粽菜とコミュニケーション 朦棠とコミュニケーション 牒案と コミュニケーション
簿記入門演習 簿記入門演習 簿記入門演習 簿記入門演習

専 准教授
初級簿記演習
地域創造実習 I

専 准教授 初級域簿記演習
地創造実習 I

専 准教授
初級簿記演習
地域創造実習 I

専 准教授
初級簿記演習
地域創造実習［

地域創造実習 Il 地域創造実習 Il 地域創造実習 Il 地域創造実習 Il
地域創造実習m 地域創造実習m 地域創造実習皿 地域創造実習皿
地域創造実習IV 地域創造実習N 地域創造実習IV 地域創造実習w
地域創造実習v 地域創造実習V 地域創造実習v 地域創造実習v
地域創造実習VI 地域創造実習VJ 地域創造実習VI 地域創造実習VI

チャレンジA チャレンジ A チャレンジA チャレンジ A

チャレンジ B テャレンジ B チャレンジB チャレンジB
地域創造ゼミナールvn 地域創造ゼミナールvn 地域創造ゼミナールVl! 地域創造ゼミナールVil

堂野崎融 堂野埼駐 堂 野 崎融 堂 野崎 融
(39) (40) (41) (42) 

（平成31年4月） （平成31年4月〉 く平成31年4月＞ く平成31年4月〉
修士（社会情報）※ 修士（社会情報）※ 修士（社会情報）※ 修士（社会情報）※

福原学
福原学 権原学 瞭業とコミュニケーション
謀業とコミュニケーション 粽業とコミ ュニケーション 簿記入門
簿記入門
簿記入門演習
初級簿記
初級簿記演習

専 講師
経営組織謡
地域ワークショップ
チャレンジ A
チャレンジ B
チャレンジ C

チャレンジ D

地域創造ゼ ミナール 1※
地域創造ゼミナールIl※
地域創造ゼミナールm※
地域創造ゼミナールIV※
地域創造ゼ ミナールV※

簿記入門
簿記入門演習
初級簿記
初級簿記演習

専 講師
経営組織譲
地域ワークシ ョップ
チャレンジ A

チャレンジ B

チャレンジ C

チャレンジ D
地域創造ゼ ミナール 1※
地域創造ゼミナール Il※
地域創造ゼミナール1II※
地域創造ゼ ミナールW※
地域創造ゼミナールV※

揖原学
職業と コミュニケーション
簿記入門
簿記入門演習

専 准教授 初級簿記
初級簿記演習

経営組織捨
チャレンジA

チャレンジ B
チャレンジ C
チャレンジ D

地域創造ゼミナールV※
地域創造ゼミナールVI※
地域創造ゼミナールVil

簿記入門演習
初級簿記
初級簿記演習
経営組織講

専 灌教授
チャレンジA

チャレンジ B
チャ レンジ C
チャレンジ D
キャリ アデザインn
キャリアデザイ ンm
地域創造ゼミナール 1※
地域創造ゼミナールIl※
地域創造ゼミナール皿※
地域創造ゼミ ナール1V※
地域創造ゼミナールV※

地域創造ゼミナールVI※ 地域創造ゼミナールVI※ 地域創造ゼミナールVI※
地域創造ゼミナールVll 地域創造ゼミナールvn 地域創造ゼミナールVII

大和（宮川）裕美子 大和（宮川）裕美子 大和（宮川）裕美子 大和（宮川）裕美子
(36) (37) (38) (39) 

（平成31年4月〉 く平成31年4月〉 く平成31年4月〉 く平成31年4月〉
渇士（比較社会文化） 博士（比較社会文化） 渇士（比較社会文化） 博士（比較社会文化）

福原学
福原学 福原学 人権・同和教育
人権 ・同和教育 人権・同和教育 転業とコ ミュニケーシ ョン
粽案とコミ ュニケーション
質的関査法

専 講師 地域創造実習 I
地域創造実習 Il
地域創造実習III
地域創造実習IV

地域創造実習v
地域創造実習VI

地域訊査実習 I
地域貌査実習 Il

貧的間査法

専 講師
地域創造実習III
地域創造実習IV

地域創造実習v
地域創造実習VI

地域馴査実習 I
地域開査実習 Il
地域ワークショッブ
地域創造ゼミナールVil

職案と コミュニケーション
黄的罰査法

専 講師 地域創造実習 I
地域創造実習 Il
地域創造実習m
地域創造実習w
地域創造実習v
地域創造実習VI

地域貌査実習 I
地域馴査実習 Il

質的匝査法
地域創造実習 I

専 准教授 地域創造実習 Il
地域創造実習m
地域創造実習IV

地域創造実習v
地域創造実習VI

地域阻査実習 I
地域観査実習 Il
キャリアデザイン n

地域ワークショップ 地域ワークショップ キャリアデザインm
地域創造ゼミナールVil 地域創造ゼ ミナールVil 地域ワークシ ョップ

地域創造ゼミナールvn
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専任・

兼担． 氏 名

兼任
（年齢）

く就任 （予定）年月 ＞
の別 謀名 保有学位等

担当授菜科目名

大塚知昇
(30) 

く平成31年4月〉

溝士 （文学）

福原学

英語 I
英語n
英語コミュニケーション 1
英語コミュニケーション Il

専 講師 識菜とコミュニケーション
地域創造実習 i
地域創造実習 ll
地域創造実習Ill
地域創造実習w
地域創造実習v
地域創造実習VI
チャレンジ C
チャレンジ D

海外地域学研修

地域創造ゼミナールvn

木 村 美 奈 子
(52) 

（平成31年4月〉

修士 （工学）

福原学

共生社会を生きる
情報処理演習！

情報処理演習 Il
靡案とコミュニケーション

専 講師 スキルアップ講座A

統計学入門

ビジネスと JCT
地域創造実習 I
地域創造実習 Il
地域創造実習m
地壌創造実習IV
地域創造実習v
地域創造実習VI

チャレンジ D

地域創造ゼミナールVil

山本洋一
(59) 

く平成31年4月）

文学修士※

兼担 教授

ことばと異文化

ドイツ語 I
ドイツ語n

黄冬柏
(57) 

（平成31年4月＞

瀑士（文学）
兼担 教授

ことばと異文化

中国語 I
中国語Il

氏名
（年 齢）

専任 ・

兼担．

兼任

の別
く就任 （予定）年月 ＞

職名 I 保有学位等

専 I講鰤

担当授案科目名

田中糧子
(48) 

（平成31年4月＞

修士 （文学）

福頴学
莫註 I
蔓栢n
英涯コミュニケーショ ン

I 
実穎コミュニケーション

N 
TOEIC入門

濤外研修

●婁とコミュニケーシ ョ

ノ

スキルアッブ講慶B
スキルア ッブ講座 C
地域割造宴詈 I
地域綱造実誓 n
地填劃造実蓄m
地填割造実詈1V
地填割造実誓v
地濾割造実冒VI
チャレンジ C
チャレンジ D
濤外地填学研修

地域割造ゼミナールVI

木村美奈子
(53) 

（平成31年4月＞

修士 （工学）

福原学

共生社会を生きる
情報処理演習 I
情報処理演習 n
罪業とコミュニケーション

専 I 講師 Iスキルアッブ講座A

統計学入門

兼担 I教授

兼担 I 教授

ビジネスと !CT
地域創造実習 I
地域創造実習n
地域創造実習m
地域創造実習IV
地域創造実習V
地域創造実習VI
チャレンジ D
地域創造ゼミナールVil

山本洋一
(60) 

く平成31年4月）

文学修士※

ことばと異文化

ドイツ語 I

黄 冬 柏
(58) 

く平成31年4月＞

澤士 （文学）

ことばと異文化

中国語 I
中国語n

専任 専任

兼担， 氏 名 兼担 ． 氏 名

兼任
（年齢）

く就任 （予定）年月＞
兼任

（年齢）

く就任 （予定）年月 ＞
の別 醗名 保有学位等 の別 瞳名 保有学位等

担当授案科目名 担当授業科目名

田中雅 子 田 中糧子
(49) (50) 

（平成31年4月＞ （平成31年4月）

修士 （文学） 修士 （文学）

福原学 福原学

英店 1 莫匡 I
英琵n 英厄E
海外研修 濤外研修
疇婁とコミュニケーショ 職婁とコミュニケーショ

専 講llii ン 専 講 鰤ン

地填劃造実誓 I 地櫨鯖造実奮 l
地域割造実誓 n 地濾割造実詈 n
地域割造実習m 地域鋼造実詈m
地填劃造実習w 地櫨劃造実雷IV
地蟻割造実誓V 地濯割造実'I'V
地域劃造実雷Vl 地墳鯛造実詈VI
チャレンジ C チャレンジ C
チャレ ンジD チャレンジ D
濤外地填学研修 濤外地填学研修

地域割造ゼミナール可 地域割遣ゼミナールVI

木村美奈子 木村美奈子
(54) (55) 

く平成31年4月〉 （平 成31年4月）

修士 （工学） 修士 （工学）

福原学 福原学

共生社会を生きる 共生社会を生きる
情報処理演習 I 情報処理演習 I

専 講師
情報処理演習 Il
諜菜とコミュニケーション

専 講師
情報処理演習 Il
開業とコミュニケーション

キャリアデザイン 1 キャリアデザイン 1
スキルアップ講座A 統計学入門

紐計学入門 ビジネスと JCT
ビジネスと JCT 地灌割造ゼ ミナール 1
地域創造実習v 地域割造ゼミ ナール n
地域創造実習VI 地蟻綱造ゼ ミナールm
チャレンジ D 地這割造ゼミ ナールIV
地域創造ゼミナールvn 地域創造ゼミナールVlI

山本 洋 一 山 本洋一
(61) (62) 

く平成31年4月〉 く平成31年4月〉

文学修士※ 文学修士※
兼担 教授 兼担 教授

ことばと異文化 ことばと異文化

黄冬柏 黄冬柏
(59) (60) 

（平成31年4月〉 （平成31年4月）
博士 （文学） 博士 （文学）

兼担 教授 兼担 教授

ことばと異文化 ことばと異文化

中国語 I 中国語 I
中国語n 中国語n
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専任 専任・ 専任・ 専任・

兼担 氏 名 兼担． 氏 名 兼担 ． 氏 名 兼担． 氏 名

兼任
（年齢）

く就任（予定）年月＞
の別 粽名 保有学位苓

兼任
（年齢）

く就任（予定）年月＞
の別 牒名 保有学位等

兼任
（年齢）

く就任（予定）年月＞
の別 晦名 保有学位等

兼任
（年齢）

く就任（予定）年月＞
の別 識名 保有学位等

担当授案科目名 担当授莱科目名 担当授案科目名 担当授案科目名

永松英保 永松美保 永 松 美保 永松 美保
(57) (58) (59) (60) 

く平成31年4月〉 く平成31年4月〉 （平成31年4月〉 （平成31年4月＞
渇士（学術） 博士（学術） 博士（学術） 1専士（学術）

兼担 教授 兼担 教授 兼担 教授 兼担 教授
ことばと異文化

ことばと異文化

TOEIC入門

ことばと異文化

イングリッシュワーク

ショッブ

ことばと異文化

イングリッシュワーク

ショッブ

イングリッシュワーク

ショッブ

TOEIC入門

田中雄二 田中雄二
(50) (51) 

（平成31年4月＞ く平成31年4月〉
濱士（工学） 渇士（工学）

兼担 教授 兼担 教授

生命と地球 生命と地球

田時櫂一 田囲濯一
(66) 

（平成31年4月＞
(67) 

（平成31年4月〉 I 
博士（心理学） 博士（心理学）

兼担 教授 兼担 教授

心の科学 心の科学

城戸英敏
(68) 

（平成31年4月〉
教育学士

兼担 教授

スポーツ A
スポーツB
健康の科学

沙 秀 程 沙秀程 沙 秀程 沙秀 程
(64) (65) (66) (67) 

く平成31年4月〉 く平成31年4月〉 く平成31年4月＞ （平成31年4月〉
教育学修士 教育学修士 教育学修士 教育学修士

兼担 教授 兼担 教授 兼担 教授 兼担 教授

初級日本語 IA※ 初級日本語 IA※ 初級日本語 IA※ 初級日本語[A※ 
初級日本語 1B 初級日本語 IB 初級日本t吾[B 初級日本語 IB 

中山伸介 中山伸介 中山 伸 介 中山伸介
(49) (50) (51) (52) 

く平成31年4月〉 く平成31年4月〉 く平成31年4月〉 （平成31年4月＞
博士（工学） 渭士（工学） t真士（工学） 博士（工学）

兼担 准教授 茉担 教授 兼担 教授 兼担 教授

生命と地球 生命と地球 生命と地球 生命と地球

Daniel Droukis Daniel Droukis Daniel Droukis 
(62) (63) (64) 

く平成31年4月） （平成31年4月） く平成31年4月）

Master of Arts（米国） Master of Arts（米国） Master of A r ts （米~)

兼担 准教授 兼担 准教授 兼担 准教授 英藷コミ ュニケーション

I 
イングリッシュワーク イングリッシュワーク 英1吾コミュニケーション
ショップ ショップ n 

イングリッシュワーク

ショップ

大川内夏樹 大川内夏柑 大川内夏柑
(34) (35) (37) 

く平成31年4月〉 く平成31年4月〉 （平成31年4月＞
修士（文学）※ 修士（文学）※ 修士（文学）※

兼担 講師 兼担 講師 兼担 講師

ことばと日本文化

日本語表現法 I
日本語表現法 Il

ことばと日本文化
日本語表現法 n

ことばと日本文化

伝わる文章カ

古浦修子 古浦修子 古 浦修子 古 浦 修子
〈36) (37) (38) (39) 

く平成31年4月＞ （平成31年4月〉 く平成31年4月〉 （平成31年4月＞
博士（文学） 溝士（文学） t専士（文学） 渭士（文学）

兼担 講師 兼担 講師 兼担 講師 兼担 揖師

ことばと日本文化

日本語表現法 I
ことばと日本文化

日本語表現法 I

ことばと日本文化

日本語表現法 I
日本栢表現法 n 日本栢表現法n

鈴木喬 弁 木 喬 鈴 木 喬
(37) (38) (39) 

く平成31年4月〉 （平成31年4月〉 （平成31年4月〉
溝士（国際文化） 博士（国際文化） 鳩士（国際文化）

兼担 講師 兼担 講師 兼担 講師

ことばと日本文化 ことばと日本文化 ことばと日本文化
日本語表現法 Il 日本語表現法 Il 伝わる文章刀
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専任・ 専任・ 専任 専任・

兼担 ． 氏 名 兼担 ． 氏 名 兼担 氏 名 兼担． 氏 名

兼任
（年齢）

く就任（予定）年月＞
の別 流名 保有学位等

兼任
（年~)

く就任（予定）年月＞
の別 蹂名 保有学位等

兼任
（年齢）

く就任 （予定）年月＞
の別 院名 保有学位等

兼任
（年齢）

く就任（予定）年月＞
の別 識名 保有学位等

担当授菜科目名 担当授業科目名 担当授業科目名 担当授案科目名

永次偉人 永次億人
(33) (34) 

く平成31年4月） く平成31年4月〉
修士（文学）※ 鴻土 （文学）

兼担 講師 こと1まと異文化

英語コミュニケーション I
英語コミュニケーション Il

海外研修
スキルアップ講座 R

スキルアップ講座S

兼担 請師
ことばと異文化

英語コミュ ニケーション I
英語コミュニケーション Il
スキルアッブ講座 R

スキルアップ講座S

水井雅彦 水井 雅彦
(45) (47) 

く平成31年4月〉 く平成31年4月＞

渇士（工学） 博士 （工学）
兼担 講師 兼担 講師

情報処理演習 I
情報処理演習 Il

生命と地球

松暗 守利 松焙守利 松焙 守利
(51) (52) (53) 

く平成31年4月） （平成31年4月＞ （平成31年4月〉
修士（体育学） 修士（体育学） 修士（体育学）

兼担 講師
スポーツ A

兼担 講師 葦任 講師

スポーツ B 健康の科学

億康の科学 インターンシップ（企棠研 儘康の科学
インタ ーンシップ（企菜研 修）
修）

田中 雅 子
(47) 

＜令和2年4月＞
修士（文学）※

兼担 講師

スキルアップ講座B
スキルアップ讀座 C

辻 敏 隋 辻 敏 晴 辻 敏晴 辻 敏晴
(52) (53) (54) (55) 

く平成31年4月〉 〈平成31年4月〉 く平成31年4月〉 く平成31年4月＞

体育学士 体育学士 体育学士 体育学士

兼任 准教授 兼任 准教授 甍担 准教授 兼任 講鑓 スポーツA
スポーツB

スポーツA スポーツA スポーツ A スボーツの文化

スボーツB スポーツ B スポーツB キャリアデザイン ［

キャ リアデザイン n
キャリアデザインm

黄春玉 黄 春 玉
(56) (57) 

く平成31年4月） （平成31年4月）

博士 （学術） 澳士（学術）

兼任 准教授
初級日本語 [B 

兼任 准教授
初級日本語 IlB 

中級日本語 ］ 中級日本語 I
中級日本語n 中級日本語 Il
上級日本語 I 上級日本語 I
上級日本語Il 上級日本語 Il

樫澤葉子
(57) 

（平成31年4月）

文学修士
茶任 講師

ことばと 日本文化

大 迫 正一
(57) 

く平成31年4月＞
修士（芸術学）

兼任 講師

ことばと日本文化

内 田 満 内田 満 内田 満
(47) (48) (49) 

（平成31年4月＞ （平成31年4月＞ く平成31年4月）

学士（体育学） 学士（体育学） 学士（体育学）
茶任 講師 兼担 准教授 葦担 淮教授

スポーツの文化 スポーツの文化 スポーツの文化
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専任 ・ 専任 専任・ 専任・

茉担． 氏 名 兼担 ． 氏 名 兼担． 氏 名 兼担 ． 氏 名

兼任
（年齢）

く就任（予定）年月＞
の別 職名 保有学位等

兼任
（年齢）

く就任（予定）年月＞
の別 靡名 保有学位等

兼任
（年齢）

く就任（予定）年月＞
の別 瞭名 保有学位等

兼任
（年 齢）

く就任（予定）年月＞
の別 霜名 保有学位等

担当授業科目名 担当授莱科目名 担当授業科目名 担当授業科目名

鄭 俊 如 鄭 俊 如
(54) (55) 

（平成31年4月） く平成31年4月〉
t専士（情紐工学） 溝士（情報工学）

兼任 請師 兼任 講師

情報文化捨 情報文化譲

松 尾 登 史 子
(43) 

（平成31年4月〉
修士（哲学）※

兼任 講師

歴史と国際情勢

鎌田厚志 鎌田厚志 鎌 田 厚志 鎌田厚志
(41) (42) (43) (44) 

く平成31年4月） く平成31年4月〉 （平成31年4月〉 く平成31年4月〉
修士（法学）※ 修士（法学）※ 修士（法学）※ 修士 （法学）※

兼任 講師 兼任 講師 兼任 講師 兼任 講師

歴史と国際惰勢 歴史と国際情勢 歴史と国際惰勢 歴史と国際情勢

塩盛俊明 塩盛俊明 塩盛 俊 明
(42) (43) (44) 

（平成31年4月〉 （平成31年4月） （平成31年4月＞
修士（法学）※ 修士（法学）※ 修士（法学）※

兼任 講師 兼任 講師 兼任 講師

現代国家と法（日本国憲法） 現代国家と法（日本国憲法） 現代国家と法（日本国憲法）

古澤勝人
(46) 

く平成31年4月＞

Ph D in Politics（英国）
兼任 講師

現代国家と法（日本国憲法）

渡部忠信 渡部忠信 渡部 忠 信 渡 部忠 信
(51) (52) (53) (54) 

く平成31年4月） く平成31年4月） （平成31年4月〉 く平成31年4月）
修士（法学） 修士 （法学） 修士（法学） 修士 （法学）

兼任 講師 兼任 講師 兼任 讀師 兼任 講師

暮らしと経済 暮らしと経済 暮らしと経済 暮ら しと経済

井手 蜻子
(49) 

く平成31年4月）

修士 （比較社会文化）
兼任 講鰤

人権 ・同和教育

野 見 山 待子 野 見 山 待子 野見山 待子 野見山 待子
(49) (50) (51) (52) 

（平成31年4月＞ く平成31年4月〉 く平成31年4月〉 （平成31年4月〉
修士 （文学）※ 修士 （文学）※ 修士 （文学）※ 修士 （文学）※

兼任 講師 兼任 講師 兼任 藷師 兼任 講師

人間と哲学 人間と哲学 人間と哲学 人間と哲学

浅田 正
(63) 

（平成31年4月）
理学t鼻士

兼任 講師

生命と地球

乗宮千代 乗富千代 乗富 千 代
(38) (39) (40) 

く平成31年4月〉 く平成31年4月〉 （平成31年4月〉
修士（文学） 修士 （文学） 修士 （文学）

兼任 講師 兼任 講師 兼任 講師

心の科学 心の科学 心の科学
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専任・ 専任・ 専任 ・ 専任・

兼担 氏 名

兼任
（年齢）

く就任（予定）年月＞
の別 踪名 保有学位等

兼担． 氏 名

兼任
（年 齢）

く就任（予定）年月＞
の別 職名 保有学位等

兼担 氏 名

兼任
（年 齢）

く就任（予定）年月＞
の別 職名 保有学位等

兼担 ． 氏 名

兼任
（年齢）

く就任（予定）年月＞
の別 譴名 保有学位等

担当授業科目名 担当授菜科目名 担当授案科目名 担当授業科目名

山下 真 里 山下 真里
(30) (31) 

＜令和2年4月＞ ＜令和2年4月〉
渇士（文学） t真士（文学）

兼任 講師 兼任 講師

伝わる文章カ 伝わる文章カ

森岡 章夫
(70) 

（平成31年4月＞

文学修士
甍任 講緬

ドイツ梧 I
ドイツ厖n

林秀彦 林秀彦 林秀 彦
(65) (66) (67) 

＜令和元年9月） ＜令和元年9月） ＜令和元年9月）

文学修士 文学修士 文学修士
甍任 講緬 兼任 講鰤 兼任 講鰯

ドイツ栢n ドイツ厖 I
ドイツ藷n

ドイツ梧 I
ドイツ語n

王 慶
(43) 

く平成31年4月）
澤士（文学）

兼任 講師

中国語 I
中国語Il

呉紅葦
(55) 

（平成31年4月）

鴻士 （文学）
葦任 講鰤

中国桔 I
中国籍n

李 大 年
(41) 

（平成31年4月〉

樽士（ 日本社会文化）
兼任 讀師

韓固語 I
韓国語 Il

畜纏•
(50) 

く平成31年4月）

修士 （比較社会文化）
璽．任 講緬

韓国梧 l

朴明美 朴 明 美 朴 明羹
(58) (59) (60) 

く平成31年4月） （平成31年4月＞ く平成31年4月）

修士 （文学） 修土 （文学） 修士 （文学）
葦任 講鰤 兼任 填鰤 甍任 講緬

緯国栢 I
韓国梧 I
鶉国店n

韓国梧 I
籟国梧n

桂林春 桂林 蕃 桂林喜
(55) (56) (57) 

＜令和元年9月＞ ＜令和元年9月） ＜令和元年9月＞
萬学士 商学士 意学士

甍任 講鰤 兼任 講願 兼任 講緬

韓国栢n 四国厖 I
籟国語 Il

韓国梧 I
韓国栢n

洪鍾ヒ 洪鍾ヒ 洪鍾ヒ
(59) (60) (61) 

＜令和元年9月＞ （令和元年9月〉 （令和元年9月）

教育学修士 教育学修士 教育学修士
兼任 講緬 兼任 講師 兼任 讀緬

韓国琵n 韓国語 I
韓国栢Il

韓国語 I
韓国距ll
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専任・ 専任 ・ 専任・ 専任 ・

兼担 ． 氏 名 兼担． 氏 名 兼担． 氏 名 兼担 ・ 氏 名

兼任
（年 齢）

く就任 （予定）年月＞
の別 諜名 保有学位等

兼任
（年 齢 ）

く就任 （予定）年月＞
の別 罪名 保有学位等

兼任
（年齢）

く就任 （予定）年月＞
の別 牒名 保有学位苓

兼任
（ 年 齢）

く就任 （予定）年月＞
の別 牒名 保有学位等

担当授菜科目名 担当授案科目名 担当授菜科目名 担当授業科目名

Ni tin Data r 
(62) 

く平成31年4月＞
Juris Doctor（米国）

兼任 講師

イングリッシュワーク
ショップ

中島久代 中 島 久代
(57) (59) 

（平成31年4月） く平成31年4月〉
瀑士 （文学） 渇士 （文学）

兼任 講師 蓑任 講師

イングリッシュワーク
ショッブ

TOE IC入門

太田成俊 太田成俊 太 田 成俊 太田成俊
(60) (61) (62) (63) 

（平成31年4月〉 （平成31年4月〉 く平成31年4月） （平成31年4月＞
博士 （工学） 博士 （工学） 瀑士 （工学） t専士 （工学）

兼任 講師 兼任 講師 兼任 講師 兼任 講師

情報処理演習m 情報処理演習m 情報処理演習III 情報処理演習m
情報処理演習IV 情報処理演習w 情報処理演習IV 情報処理濱習w

市丸直人 市丸 直人 市丸直人
(57) (58) (59) 

（平成31年4月＞ く平成31年4月） （平成31年4月＞
鴻士 （体育学） 博士 （体青学） 鴻士 （体青学）

甍任 講鰤 兼任 講緬 兼任 Ill鰤

スポーツA
スポーツ B

スポーツA スポーツA

西内久人
(57) 

（平成31年4月）

体青学修士
甍任 講輝

スポーツA
スボーツ B

●谷●三 薦谷 ●三
(52) (53) 

く平成31年4月） （平成31年4月）

体青学修士 体青学修士
兼任 講鰤 兼任 講鰤

スポーツA スポーツA
スポーツB スポーツB

満生洋子 満生洋子
(42) (43) 

く平成31年4月） く平成31年4月〉
修士 （文学） 修土 （文学）

兼任 講師 兼任 請師

初級日本語 IA※
スキルアップ講座N

スキルアッブ講座〇

スキルアップ講座N
スキルアップ講座〇

巣山優希 巣山 優希 巣山 優希
(32) (33) (34) 

く平成31年4月） （平成31年4月＞ く平成31年4月）
修士 （文学） 修士 （文学） 修士 （文学）

兼任 講鰤 兼任 講鰤 甍任 謂願

初縁日本栢 IA※ 
初縁日本藷 IC 初縁日本栢 IA※ 初縁日本恒 IA※ 
中縁日本栢 I

幣夏由蔓 幣 亘由美 幣 亜由養
((8) (49) (50) 

く平成31年4月） （平成31年4月） （平成31年4月）
学士 （教青学） 学士 （教育学） 学士 （教育学）

兼任 講鰤 兼任 講緬 兼任 講緬

初縁日本籍 IA※ 日本厖表現法 1 日本栢衰環法 1
初縁日本籍nc 初縁日本窮nc 初縁日本琵nc

井 料 佐 紀 子 井料佐紀子 井料佐紀子 井料佐紀子
(42) (43) (44) (45) 

く平成31年4月〉 く平成31年4月＞ （平成31年4月〉 く平成31年4月〉
修士 （文学）※ 修士 （文学）※ 修士 （文学）※ 修士 （文学）※

兼任 講師
初級日本語 IC
中級日本語 I
中級日本語Il
上級日本語 I
上級日本語 Il

兼任 講師
初級日本語 IC
中級日本語 Il
上級日本語 I
上級日本語n

兼任 講師
初級日本語 IC
中級日本語 I
中級日本語 Il
上級日本語［
上級日本語 Il

兼任 講師
初級日本語[C 

中級日本語［
中級日本語 Il
上級日本語 I
上級日本語n
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専任 ・ 専任・ 専任・ 専任

兼担． 氏 名 兼担． 氏 名 兼担． 氏 名 兼担 ・ 氏 名

兼任
（年齢）

く就任（予定）年月＞
の別 職名 保有学位等

兼任
（年齢）

く就任（予定）年月＞
の別 識名 保有学位等

兼任
（年齢）

く就任（予定）年月＞
の別 靡名 保有学位等

兼任
（年齢）

く就任（予定）年月＞
の別 職名 保有学位等

担当授業科目名 担当授業科目名 担当授業科目名 担当授菜科目名

方如偉 方如偉
(63) (64) 

（平成31年4月＞ く平成31年4月＞
教育学修士 教育学修士

兼任 講師 兼任 講師
初級日本語 ID 初級日本語 ID
初級日本語 IE 初級日本語 IE
スキルアッブ講座N スキルアップ講座N
スキルアップ講座0 スキルアッブ講座〇

玉匿悦子 玉匿悦子
(68) (69) 

く平成31年4月） （平成31年4月）

文学士 文学士

初級日本語 IlA
兼任 講師 初級日本語 IlC 

中級日本語 I
中級日本語 Il
上級日本語 I
上級日本語II
スキルアップ讀座 P
スキルアッブ講座Q

兼任 講師
初級日本語 IlA 
初級日本語 IlC 
中級日本梧Il
上級日本語 I
上級日本語 Il
スキルアッブ講座 P

スキルアッブ講座Q

毛望 毛 螢 毛登 毛 竪
(34) (35) (36) (37) 

く平成31年4月〉 く平成31年4月） （平成31年4月〉 く平成31年4月）
鳩士（比較社会文化） 博士（比較社会文化） 溝士（比較社会文化） 溝士 （比較社会文化）

兼任 講師 兼任 講師 兼任 講師 兼任 講師

初級日本語IlD 初級日本語 IlD 
初縁日本梧 DA
初級日本語IlD 

初縁日本栢 IlA 
初級日本語IlD 

佐藤もも 佐藤もも
(34) (35) 

く平成31年4月〉 く平成31年4月〉
修士（文学） 修士 （文学）

兼任 講師 兼任 講師

初級日本語 IlE 
初縁日本梧nA

初級日本語IlE 

平田 直子 平田直子 平田 直干
((9) (50) (51) 

く平成31年4月＞ く平成31年4月〉 く平成31年4月＞

高等学校卒 高寄学校卒 高等学校卒
葦任 講輌 兼任 講緬 兼任 Ill緬

中縁日本話 1 初級日本梧 IlE 初縁日本栢 nE 

池内秀己 池内秀己 池内 秀 己 池内 秀 己
(62) (63) (64) (65) 

（平成31年4月〉 （平成31年4月〉 く平成31年4月〉 く平成31年4月＞
商学修士※ 商学修士※ 商学修士※ 商学修士※

兼任 讀師 兼任 講師 兼任 講師 兼任 講師

経営学概誼 経営学概論 経営学概誰 経営学概講
経営管理藷 経営管理諮 経営管理誂 経営管理論
経営緞略誼 経営駐略諭 経営戟略雄 経営戟略誌

藪内賛之 藪内賛之
(49) (50) 

＜令和2年9月＞ ＜令和2年9月）
鳩士（工学） 博士（工学）

兼任 講師 兼任 講師

統計学 統計学

尾道博 尾道 t鼻 尾道 t専
(69) (70) (71) 

（令和3年4月＞ （令和3年4月〉 ＜令和3年4月）
修士（商学）※ 住士（商学）※ 修士 （商学）※

兼任 講師 兼任 講師 兼任 講師

地域経済誹 地域経済譲 地域経済穣

新鞍拓生 新鞍拓生 新鞍 拓生 新鞍拓生
(49) (50) (51) (52) 

＜令和2年9月〉 ＜令和2年9月〉 ＜令和2年9月＞ ＜令和2年9月＞
修士（商学） 修士（商学） 修士（商学） 修士（商学）

兼任 講師 兼任 講師 兼任 講師 兼任 講師

日本経済史 日本経済史 日本経済史 日本経済史
経済史 経済史 経済史 経済史

3 1 



専任・ 専任 ・ 専任・ 専任・

兼担． 氏 名 兼担． 氏 名 兼担． 氏 名 兼担 ． 氏 名

兼任
（年齢）

く就任（予定）年月＞
の別 隣名 保有学位等

兼任
（年齢）

く就任（予定）年月＞
の別 粽名 保有学位等

兼任
（年齢）

く就任（予定）年月＞
の別 職名 保有学位等

兼任
（年齢）

く就任（予定）年月＞
の別 職名 保有学位等

担当授業科目名 担当授棠科目名 担当授業科目名 担当授案科目名

ぽ膠 ，0 」

(50) 
＜令和2年4月＞

修士（法学）、修士（商

兼任 講師
学）

後藤浩士
(51) 

（令和2年4月＞
修土（法学）` 修士（商学）

乗任 講師

後薩 浩 士
(52) 

＜令和2年4月〉
修士（法学）、修士（商学）

兼任 講師

後藤浩士
(53) 

＜令和2年4月＞

修士（法学）｀修士（商学）
兼任 講師

民法 民法 民法
行政法 行政法 行政法 行政法
会社法 会社法 会社法

Itta/尿(37)さやか 饂 原 (38さ)やか 晒 原 さやか
(39) 

＜令和2年4月＞ ＜令和2年4月） ＜令和2年4月〉
Ph D in Sociology（米 Ph D in Sociology（米 Ph D in Sociology（米

兼任 講師
国）

兼任 講師
国）

兼任 講師
国）

社会開査法 社会罰査法 社会訊査法
社会詞査法演習 社会馴査法演習 社会観査法演習

宮本呂典 宮本昌典 宮本 昌 典 宮本呂典
(65) (66) (67) (68) 

＜令和2年4月〉 （令和2年4月〉 ＜令和2年4月＞ ＜令和2年4月〉
経済学修士※ 経済学修士※ 経済学修士※ 経済学修士※

兼任 講師 兼任 講師 兼任 講師 兼任 講師

財政学
社会保障譲

財政学
社会保障謡

財政学
社会保障誼i

財政学
社会保障請
地方自治体の財政

永渕美法 永渕芙法 永 渕美法 永渕美法
(51) (52) (53) (54) 

＜令和4年9月＞ （令和4年9月〉 ＜令和4年9月〉 （令和4年9月＞
Master of Science（米国） Master of Science（米国） Master of Science（米国） Master of Science（米回）

兼任 講師 兼任 講師 兼任 講師 兼任 講師

地域の健康福祉 地域の健康福祉 地域の健康福祉 地域の億康福祉

國 峙 歩 國路歩 國暗歩 國路歩
(33) (34) (35) (36) 

＜令和3年4月） ＜令和3年4月〉 ＜令和3年4月〉 ＜令和3年4月〉
博士（経済学） 博士（経済学） 博士（経済学） 溝士（経済学）

兼任 講師 兼任 講師 兼担 講師 兼担 講師

流通管理謡 流通管理論 流通管理捨 流通管理誰
マーケティング雄 マーケティング捨 マーケティング講

小 嶋 寿 見 子 小嶋寿見子 小 嶋寿 見子 小嶋寿見子
(70) (71) (72) (73) 

＜令和3年4月〉 ＜令和3年4月＞ ＜令和3年4月） （令和3年4月〉
高等学校卒 高等学校卒 高等学校卒 高等学校卒

莱任 講師 兼任 教授 兼任 教慢 兼任 教授

事業創造捻 事菜創造捨 事菜創造謡 事案創造譲
事菜創造演習 事案創造演習 事棠創造演習 事業創造演習

復 薦太郎 隻薦太郎
(50) (51) 

＜令和2年4月） ＜令和2年4月）
修士 （体膏学） 修士 （体青学）

兼担 准教授 兼担 准教授
スボーツ A

スポーツA スポーツ B
スポーツB スポーツの文化

健康の科学

青山 優子 青山 優 子
(69) (70) 

＜令和2年4月〉 ＜令和2年4月＞
修士 （比較文化） 修士 （比較文化）

甍担 教授 兼担 教授

健慶の科学 雲康の科学

永末 温子 永末温子
(62) (63) 

＜令和2年4月＞ ＜令和2年4月）
学士 （英米学） 学士 （英米学）

甍担 教授 兼担 教授

TOE JC入門 TOEIC入門

スキルアッブ講座B スキルアッブ講墜B
スキルア ップ講座C スキルア ッブ講塵c

朱凰
(36) 

＜令和2年4月〉
言梧学修士

兼担 講緬
初級日本梧nB
中級 日本語 I
中縁日本梧n
上級日本琵 I
上縁日本梧n
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専任・ 専任・ 専任・ 専任・

兼担・ 氏 名 兼担． 氏 名 兼担． 氏 名 兼担 氏 名

兼任
（年齢）

く就任（予定）年月＞
の別 朦名 保有学位等

（年齢）
兼任

く就任（予定）年月＞
の別 職名 保有学位等

兼任
（年齢）

く就任（予定）年月＞
の別 職名 保有学位等

兼任
（年齢）

く就任（予定）年月＞
の別 識名 保有学位等

担当授菜科目 名 担当授業科目名 担当授業科目名 担当授案科目名

蘊島 宙輝 禰島 宙輝
(29) (30) 

＜令和2年4月＞ （令和2年4月）

鴻士 （学術） 、修士 （政 鴻士 （学術）｀修士 （政

兼任 講鰤
策・メ ディア学）

兼任 鱈鰤
策・メディ ア学）

情輻文化論 情纏文化論

織 井陽子 ●弁 陽子
(53) (54) 

＜令和2年4月＞ ＜令和2年4月）
教育学修士 教青学修士

甍任 講輝 甍任 講鰤

健康の科学 健●の科学

前田知津子 前田知津子
(51) (52) 

＜令和2年4月＞ ＜令和2年4月＞

修士 （藁学）、修士 （比 修士 （藁学）、修士 （比
較文化）、修士 （比較社 較文化） ．修士 （比較社

葺任 講緬 会文化） 葦任 講緬 会文化）

ことばと日本文化 ことばと日本文化

吉 田 宰
(30) 

＜令和2年4月＞
修士 （文学）

兼任 潰願

ことばと日本文化

森田司 森田司
(25) (26) 

＜令和2年4月） ＜令和2年4月＞
学士 （文学） 学士 （文学）

甍任 講緬 兼任 鱈鰤

ことばと異文化 ことばと翼文化

石垣 夏一 石垣 恵一
(28) (29) 

＜令和2年4月＞ ＜令和2年4月＞

文学修士 文学修士
葦任 頑緬 兼任 講緬

英梧 I 英栢 I
英註n 英厖 Il

村田 養和子
(48) 

＜令和2年4月）
文学 （修士）

葦任 潰鰤

英栢 I

英梧n

作元裕也 作元裕 也
(26) (27) 

＜令和2年4月＞ ＜令和2年4月＞

学士 （多文化社会学） 学士 （多文化社会学）
葺任 講鰤 兼任 講鰤

英語コミュニケーション 英栢コミュニケーショ ン

I ［ 

英店コミュニケーション 英栢コミュニケーション

n n 

シルパーマ ン鷺・ リサ シルバーマン・薫・リサ
(29) (30) 

＜令和2年4月＞ ＜令和2年4月）
修士 （文学） 修士 （文学）

兼任 講緬 葦任 講師
英語コミュニケーション 英恒コミュニケーション

！ l 
英店コミュニケーション 英梧コミ ュニケーション

n n 

預讐 濁 孫膏濁
(30) (31) 

＜令和2年4月） ＜令和2年4月＞
英話言語文学修士 英琵言店文学修士

兼任 講鰤 葦任 鱈緬
英祖コミュニケーション 英栢コミュニケーション

I I 
英梧コ ミュニケーション 英梧コミ ュニケーション

E n 
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専任 ・ 専任 ・ 専任・ 専任

兼担． 氏 名 兼担~ 氏 名 兼坦 ． 氏 名 兼担． 氏 名

兼任
（年齢）

く就任（予定）年月＞
の別 職名 保有学位等

兼任
（年齢）

く就任（予定）年月＞
の別 晦名 保有学位等

兼任
（年齢）

く就任（予定）年月＞
の別 職名 保有学位等

兼任
（年 齢）

く就任（予定）年月＞
の別 睛名 保有学位等

担当授業科目名 担当授案科目名 担当授業科目名 担当授業科目名

森竹 希 望 森竹希望
(24) (25) 

＜令和2年4月） ＜令和2年4月＞

学士 （文学） 学士 （文学）
兼任 講輯i 甍任 講輝

英栢コミュニケーション 英藷コ ミュニケーション
I I 
英桓コミュニケーション 英梧コミュニケーション

n n 

木梨 安 子
(61) 

＜令和2年4月＞

英米学学士．教青学学士
兼任 講緬

TOEIC入門

島浦 一博 島渭一博
(65) (66) 

＜令和2年4月＞ ＜令和2年4月）

修士 （文学） 修士 （文学）
兼任 講鋒 甍任 講緬

ドイツ栢 I ドイツ籍 1
ドイツ語 n ドイツ厖n

彊玲 張玲
(66) (67) 

＜令和2年4月〉 ＜令和2年4月＞
学士 （言梧と文学） 学士（言梧と文学）

甍任 講111i 兼任 講鰤

中国詰 I 中国籍 I
中国栢n 中国栢n

山本敬 子 山 本敏子
(42) (43) 

（令和2年4月） ＜令和2年4月＞

体青学修士 体青学修士
兼任 講鰤 兼任 講鰤

スポーツB スポーツB

高本 孝 子
(63) 

＜令和2年4月）

修士 （文学）
兼任 頑緬

スキルア ッブ講座B

沈若沐 沈若 沐
(46) (47) 

＜令和2年4月〉 ＜令和2年4月）

経済学修士 経済学修士
兼任 講鰤 兼任 講鰤

初縁日本話 ID 初縁日本栢 ID

山内美 奈 山 内美 奈
(48) (49) 

＜令和2年4月＞ ＜令和2年4月）

韓国梧教青専攻学士 韓国栢敦青専攻学士
兼任 講鰤 兼任 講輌

中縁日本 梧 I 中縁8本梧 I
中縁日本梧 ll 中縁 日本 栢n
上縁日本 栢 I 上縁 日本 梧 I
上縁 日本 籍n 上縁 日本 梧n

久保宏 和 久 保宏 和
(30) (31) 

＜令和2年4月＞ ＜令和2年4月）

修士 （学術） 修士 （学術）
兼任 講1i1i 兼任 讀緬

統計学

統計学 社会謂査法

社会鵡査法漬誓

内田 美津子
(66) 

〈令和3年4月〉

修士 （教育学）
兼任 讀鰯

心の科学
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専任・ 専任・ 専任・ 専任 ・

兼担． 氏 名 兼担 ． 氏 名 兼担． 氏 名 兼担 ． 氏 名

兼任
（年齢）

く就任（予定）年月＞
の別 職名 保有学位等

（年齢）
兼任

く就任 （予定）年月＞
の別 職名 保有学位等

（年齢）
兼任

く就任（予定）年月＞
の別 粽名 保有学位等

兼任
（年齢）

く就任（予定）年月＞
の別 靡名 保有学位等

担当授菜科目名 担当授案科目名 担当授棠科目名 担当授業科目名

脇祟鴫
(41) 

〈令和3年4月〉
燻士 （人文学）

兼任 講緬

人間と哲学

加薦 債
(39) 

〈令和3年4月〉
修士 （社会科教青）

甍任 講緬

歴史と国麟情勢

櫨下 儘太島
(36) 

（令和3年4月〉

博士 （法学）
兼任 講鰤

現代国家と法 （日本国竃
法）

森江由羹子
(53) 

〈令和3年4月〉
憚士 （法学）

甍担 准教授

会社法

前慶敷 太鵬
(36) 

〈令和3年4月）

憾士前期 （言懇学）

ことばと 翼文化

スキルア ッブIll慶B
兼担 講鰤 (TOEIC I) 

スキルアッブ鵡慶R
(TOEICll) 

スキルアッブ講塵R
(TOEICmJ 

スキルアップ講塵s
(TOEICIV) 

TOEIC入門

大場 ●司
(31) 

〈令和3年4月）
爆士 （学術）

＇ 
兼担 講鰤

伝わる文章 カ
ことばと日本文化
日本籍表現法[

雷 尾暖
(41) 

（令和3年4月〉
噂士 （法学）

甍任 講緬

民法

久岡貴弘
(54) 

（令和3年4月〉
学士 （経営学）

兼任 講緬

スポーツA
スポーツB

武薦 克宏
(47) 

〈令和3年4月）
修士 （体育学）

甍任 謂輝

スポーツA
スポーツB
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専任 専任・ 専任・ 専任・

兼担 氏 名 兼担． 氏 名 兼担． 氏 名 兼担． 氏 名
（年齢）

兼任
く就任（予定）年月＞

兼任
（年齢）

く就任（予定）年月＞
（年齢）

兼任
く就任（予定）年月＞

兼任
（年齢）

く就任（予定）年月＞
の別 哉名 保有学位等 の別 庶名 保有学位苓 の別 罪名 保有学位等 の別 喋名 保有学位等

担当授業科目名 担当授莱科目名 担当授業科目名 担当授案科目名

● 紅芙
(43) 

（令和3年4月〉
博士 （文学）

甍任 講鰤

中国籍！ 〈膏）
中国籍n〈真〉

黒田 伸 太郎
(46) 

〈令和3年4月〉
修士 （アド ミニストレー

ション）

キャリアデザイ ン ［
キャリアデザイン n
キャリ アデザインm

事任 講輌
地域鋼造実誓 I
地燻割造実冒n
地域綱造実誓m
地域麟造実習w
地域11造実蓄v
地填劃造実誓VI

地蟻ワークショ ッブ
●婁研修A
ソーシャルピジネス1111
地域協働論
地填リ ーダ青成漬習

仁木 朝陽
(30) 

〈令和3年4月〉

鴻士前期 （心理学）
兼任 講繹

心の科学

善長 啓 多
(62) 

〈令和3年4月）
学士 （法学）

兼任 講緬
董法漬習
行政法演奮

専門科目記述式漬習 （行
政法） 【憲法）

三角惚之
(46) 

〈令和3年4月〉
学士 （経済学）

甍任 講緬

刑法漬習

高取仙貴
(51) 

〈令和3年4月〉
学士 （政治学）

甍任 講緬

労働法濱習

河 野孝 信
(51) 

〈令和3年4月）

学士 （法学）
兼任 講輝

会計学漬習

堀口 英,1
(61) 

（令和3年4月〉
学士 （英文学）

兼任 講輝

キャリアデザインn
キャリアデザインm

36 



専任・ 専任 ・ 専任・ 専任 ・

兼担． 氏 名 兼1.!!• 氏 名 兼担． 氏 名 兼担． 氏 名
（年齢）

兼任
く就任（予定）年月＞

の別 膿名 保有学位苓

（年齢）
兼任

く就任（予定）年月＞
の別 職名 保有学位等

（年齢）
兼任

く就任（予定）年月＞
の別 粽名 保有学位等

兼任
（年齢）

く就任（予定）年月＞
の別 職名 保有学位等

担当授案科目名 担当投業科目名 担当授業科目名 担当授業科目名

塩谷（相川） さやか
(53) 

〈令和3年4月〉
修士 （国犀経営学）

甍担 illfili 
キャリアデザイン［
キャリアデザイン n
キャリアデザインm

岩疇 Ill 
(55) 

〈令和3年4月）
学士 （工学）

兼任 講鰤

スキルアップ111痙H（公務
員養成 II)

大 町惰平
(27) 

〈令和3年4月）
修士 （工学）

兼任 謂鰤

スキルア ップ講座A(ITバ
スポート ）

二 宮畳 理
(33) 

〈令和3年4月〉
修士 (llil文学）

甍担 講鰤

日本栢表環法 E

渾田 和莫
(60) 

〈令和3年4月）

学士 （政治学）
薫担 講鰤

マーケティング綸

●清 和 羹
(53) 

〈令和3年4月〉
学士 （鬱青学）

兼任 講願

文章理鱗

若 林宗男
(68) 

〈令和3年4月〉
学士 （教養学）

甍任 謂鰤

情輯文化綸

中 村書 希
(29) 

〈令和3年4月〉
修士 （霰膏学）

I 

兼担 講鰤

キャリアデザイン 1

小 島治 幸
(69) 

〈令和3年4月〉
鴻士 （工学）

兼任 講緬

キャリアデザイン［

ドイル・シ ェーン
(53) 

（令和3年4月）
博士 （社会システム）

兼担 准教授
英駐コミュニケーション
l 
英藷コミュニケーション
N 
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専任・ 専任・ 専任 ・ 専任・ l 

兼担． 氏 名

兼任
（年齢）

く就任（予定）年月＞
の別 猫名 保有学位等

兼担 ． 氏 名

兼任
（年齢）

く就任（予定）年月＞
の別 職名 保有学位等

兼担． 氏 名

兼任
（年齢）

く就任（予定）年月＞
の別 醗名 保有学位等

兼担． 氏 名

兼任
（年齢）

く就任（予定）年月＞
の別 職名 保有学位等

担当授案科目名 担当授菜科目名 担当授業科目名 担当授案科目名

内丸 誌帆
(40) 

〈令和3年4月）
学士 （外国栢）

甍任 謂鰤

文章理解

前田恵英 前田恵美 前田 恵美 前田恵美
(44) (45) (46) (47) 

く平成31年4月〉 （平成31年4月〉 く平成31年4月） く平成31年4月〉
修士（学術） 修士（学術） 修士（学術） 修士（学術）

社会科学 ［応用 I]
社会科学 ［応用 ll]
(K-CJP)民法 （鯰周物

兼任 講師

文章理解

兼任 講師

文章理解

兼任 講師
文章理惟

社会科学 ［応用 []

社会科学 ［応用 ll)
(K-CIP)民法 （総剛、物

権）濱習

(K=CIP)民法 （償槽、艘

族．相絨）漬習

槽）濱詈

兼任 講師 (K=CIP)民法 （債槽｀・
蒙．相縞）漬詈
(K-CIP)教養科目漬冒

（公安職 I)※
(K-CIP)教養科目漬奮

（公安臓 n)※
(K-CIP)事門科目記述

式漬詈※
(K-CIP)専門科目漬詈

（行政職）※

村 田 祐 貴 子 村田祐衰子 村 田 祐貴子 村田祐貴子
(53) (54) (55) (56) 

く平成31年4月〉 く平成31年4月〉 く平成31年4月＞ く平成31年4月〉
修士（法律学） 修士（法律学） 修士（法律学） 修士（法律学）

社会科学 【基礎】 社会科学【基礎】
社会科学 【応用 I] 社会科学［応用［ 】
社会科学 ［応用 Il] 社会科学［応用 I[】 社会科学 【基礎l
教養基礎答練 I※ 教養基礎答繰 I※ (K-CIP)行政学・経営学
教養基礎答絃n※

兼任 講師
(K-CIP)行政学・経営学

演習
(K-CIP)政治学濱習

(K-CIP)国際関係演習

(K-CIP)社会学 ・社会事

情演習

(K-CIP)教養科目演習

教養基礎答練n※

兼任 講師
(K-CIP)行政学・経営学

演習
(K-CIP)政治学演習

(K-CIP)国際関係演習

(K-CIP)社会学・社会寧

惰演習

(K-CIP)教養科目演習

演習

兼任 講師
(K-CIP)政治学演習

(K-CIP)国際闊係演習

(K-CIPJ社会学・社会事

情演習
(K-CIP)教養科目演習

（公安醗 I)※

(K-CJP)教養科目濱習

社会科学 ［基礎l
兼任 講師 (K-CIP)行政学 ・経営学

演習
(K-CIP)政治学演習

(K-CIP)国際関係濱習

(K-CIP)社会学・社会事

情演習

（公安臨 I)※ （公安粽 I)※ （公安醗 Il) ※
(K-CIP)教養科目演習 (K-GIP)教養科目演習 (K-CIP)教養科目演習
（公安牒Il)※ （公安罪 ll) ※ （行政職）※
(K-CIP)教養科目演習 (K-CIP)教養科目演習

（行政譴）※ （行政靡）※

前田 智成 前田智成 前田 智 成
(47) (48) (49) 

＜令和元年9月〉 ＜令和元年9月＞ ＜令和元年9月）
学士（法学） 学士（法学） 学士（法学）

人文・ 自然科学【基礎】※

兼任 講師
教養基礎答絃 I※
教養基礎答練Il※
(K-CIP)教養科目演習

（公安粽 I)※
(K-CIP)教養科目演習

（公安職 Il)※
(K-CIP)教養科目濱習

（行政苺）※

教衰基礎答練 I※
兼任 講師 教養基礎答棟n※

(K-CIP)教養科目演習

（公安職 I)※
(K-CIP)教萎科目演習

（公安靡Il)※
(K-GIP)教養科目演習

（行政粽）※

兼任 講師 (K-CIP)教蓑科目演習

（公安職 I)※
(K-CIP)教養科目濱習

（公安牒Il)※
(K-CIP)教養科目演習

（行政靡）※

島一弘 島一弘
(63) (64) 

＜令和元年9月） ＜令和元年9月＞
文学士 文学士

兼任 講鰤 兼任 講鰤

人文・自然科学【基鑓】 人文 ・自熱科学【基礎】

※ ※ 

橋本武徳 揖本武徳 橋 本武徳
(40) (41) (42) 

（令和元年9月〉 ＜令和元年9月〉 ＜令和元年9月＞
学士（工学） 学士（工学） 学士（工学）

人文・ 自然科学［基礎］※

教養基礎答棟 I※
兼任 請師 教萎基礎答棟 Il※

(K-CIP)会計学演習

(K-CIP)教養科目演習

（公安職 [)※
(K-CIP)教萎科目演習

（公安靡 Il)※
(K-CIP)教養科目演習

（行政院）※

教養基礎答棟］※

兼任 請師
教妻基礎答絃Il※
(K-CIP)会計学演習

(K-CIP)教養科目演習

（公安靡 I)※
(K-CIP)教蓑科目演習

（公安膝 Il)※
(K-CIP)教養科目演習

（行政朦）※

兼任 講師
(K-CIP)会計学演習

(K-CIP)教萎科目演習

（公安罪 I)※
(K-CIP)教養科目演習

（公安牒 Il)※
(K-CIP)教養科目演習

（行政蹂）※
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専任・ 専任 ・ 専任 専任・

兼担 ． 氏 名 兼担 ． 氏 名 兼担 ． 氏 名 兼担． 氏 名

兼任
（年 齢 ）

く就任 （予定）年月＞
の別 職名 保有学位写

兼任
（年齢）

く就任 （予定）年月＞
の別 朦名 保有学位等

兼任
（年齢）

く就任（予定）年月＞
の別 瞬名 保有学位等

兼任
（年 齢）

く就任（予定）年月＞
の別 臨名 保有学位等

担当授業科目名 担当授莱科目名 担当授棠科目名 担当授案科目名

松ヶ下 剛士 松ヶ下 剛士 松ヶ下綱士
(56) (57) (58) 

く平成31年4月＞ く平成31年4月＞ （平成31年4月）

高奪学校卒 高等学校卒 高等学校卒

人文・自黙科学 ［基蠅】

※ 
葺任 講鰯 甍任 講鰤 人文 ・自然科学 ［基盪J 甍任 Ill鰤 敷的処理 I

人文・ 自然科学【基礎J ※ 敷的処瑳n
※ 徴的処理 I 敷的処理m
敷的処理 I 散的処理n (K-CIP)教養科目濱詈

敷的処理 n 敷的処理m （公安羅 [)※

教養基礎答練 I (K-CIP)教養科目漬習
（公安職 ll)※

若山祐紀憲 若山祐紀憲
(37) (38) 

（平成31年4月） （平成31年4月＞

修士 （工学） 修士 （工学）
兼任 講師 兼任 講師

数的処理 I
数的処理 Il 数的処理m
数的処理m

平松勇樹 平松勇樹 平松 勇 樹 平松勇 樹
(32) (33) (34) (35) 

く平成31年4月〉 （平成31年4月〉 （平成31年4月＞ （平成31年4月〉
学士 （経済学） 学士 （経済学） 学士（経済学） 学士（経済学）

教養基礎答練 I※ 教萎基礎答棟 I※
教養基礎答棟n※ 教養基礎答練 Il※ (K-CIP)教養科目演習

兼任 講師
(K-CIP)教衰科目演習

（公安職 I)※
兼任 講師

(K-CIP)教蓑科目演習

（公安朦 I)※
兼任 講師

（公安罪 I)※
(K-CIP)教養科目演習

兼任 講師

(K-CIP)教蓑科目演習

（公安団 Il)※
(K-CIP)教養科目演習

（行政牒）※

(K-CIP)教養科目演習

（公安靡 Il)※
(K-CIP)教養科目演習

（行政院）※

（公安靡 Il)※
(K-CIP)教養科目演習

（行政詣）※
(K-CIP)一次対菜 （直前

(K-CIP）一次対策（疸前

模試）
(K-CIP)二次対策

(K-CIP)一次対策 （直前 (K-CIP)一次対簗 （直前 模拭）
模試） 模試） (K-CIP)二次対策
(K-CIP)二次対策 (K-CIP)二次対茉

西嶋 久視 西嶋 久視 西 墳久視
(42) (43) (44) 

く平成31年4月〉 （平成31年4月〉 く平成31年4月＞
学士 （法学） 学士 （法学） 学士 （法学）

(K-CIP)憲法演習 (K-CIP)憲法演習
(K-CIP)民法（総則、物 (K-CIP)民法（総則、物

権）演習 権）演習
兼任 講師 (K-CIP)民法 （償権、親 兼任 講師 (K-CIP)民法 （債権｀親 兼任 講師 (K-CIP)労働法演習

族，相統）演習 族 ・相続）演習 (K-CIP)刑法演習
(K-CIP)行政法演習 (K-CIP)行政法演習 (K-GIP)専門科目演習
CK-CIP)労働法演習 (K-CIP)労働法演習 （行政牒）※
(K-CIP)刑法演習 (K-GIP)刑法演習 (K-CIP)専門科目記述式
(K-CIP)専門科目演習 (K-CIP)専門科目演習 演習 （行政靡）
（行政罪）※ （行政牒）※
(K-CIP)専門科目記述式 (K-CIPJ専門科目記述式

演習 （行政職） 演習 （行政我）

柏木士郎 柏木士郎 柏 木 士郎 柏木士郎
(46) (47) (48) (49) 

（平成31年4月） く平成31年4月＞ く平成31年4月） く平成31年4月＞修士（経済

修士（経済学） ※ 修士 （経済学）※ 修士（経済学）※ 学）※

ミクロ経済学 ミクロ経済学 ミク ロ経済学 ミクロ経済学

兼任 講師
(K-CIP）ミク ロ経済学演

習
兼任 講師

(K-CIP) ミクロ経済学演

習
兼任 講師

(K-CIP) ミク ロ経済学演

習
兼任 講師

(K-CIP)ミクロ経済学演

習
(K-CIP)マクロ経済学演 (K-CIP）マクロ経済学演 (K-CIP)マクロ経済学演 (K-CIP)マクロ経済学演

習 習 習 習
(K-CIP)財政学・経済事 (K-CIP)財政学・経済事 (K-CIP)財政学・経済事 (K-CIP)財政学 ・経済事

情演習 情演習 情演習 情演習
(K-GIP)専門科目演習 (K-CIP)専門科目演習 (K-CIP)専門科目演習 (K-CIP)専門科目演習

（行政牒）※ （行政靡）※ （行政靡）※ （行政職）※

郷原 義史 郷原義史 郷 原 義史
(38) (39) (40) 

（平成31年4月〉 （平成31年4月＞ く平成31年4月＞
学士 （理学） 学士 （理学） 学士 （理学）

兼任 講師 兼任 講師 兼任 講師
(K-C!Pl SP!演習 （行政牒 (K-CIP) SPI演習 （行政職 (K-CI P) SP!演習 （行政諜
!) I) I) 
(K-CIP) SP!演習 （行政閉 (K-CIP) SP!演習 （行政臨 (K-CIP) SPI演習 （行政粽
Il} Il} Il) 

河野雌ー
(39) 

＜令和2年4月）

博士 （法学）
葦任 講箇

(K-CIP)憲法濱習
(K-CIP)行政法演醤
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専任・ 専任・ 専任・ 専任・

茶担． 氏 名 兼担 ・ 氏 名 兼担 ． 氏 名 兼担．

兼任
（年齢）

く就任（予定）年月＞
兼任

（年齢）
く就任（予定）年月＞

兼任
（年齢）

く就任（予定）年月＞
兼任

の別 膝名 保有学位等 の別 識名 保有学位等 の別 職名 保有学位等 の別

担当授業科目名 担当授業科目名 担当授案科目名

田上 ●修
(57) 

＜令和2年4月〉

学士 （経営学）

葦任 講緬 甍任

教養基蔓答練 Il

安部省吾 安部省吾 安 部省吾
(51) (52) (53) 

（平成31年4月〉 く平成31年4月＞ （平成31年4月＞
理学士 理学士 理学士

キャリアコンサルティング キャリアコンサルティング キャリアコンサルティング
兼任 講師 I 兼任 講師 I 兼任 講師 I 兼任

キャリアコンサルティング キャリアコンサルティング キャリアコンサルティング
Ill m 田

キャリアコンサルティング キャリアコンサルティング キャリアコンサルティング
演習 I 演習 I 演習 I
キャリアコンサルティング キャリアコンサルティング キャリアコンサルティング
演習IV 演習IV 演習IV

田中邦博 田中邦博 田中 邦t専
(69) (JO) (71) 

（平成31年4月） （平成31年4月〉 く平成31年4月＞

溝士（工学） 澤士（工学） t専士 （工学）

兼任 講師 キャリアコンサルティング 兼任 講師 キャリアコンサルティング 兼任 講師 キャリアコンサルティング 兼任

Il Il n 
キャリアコンサルティング キャリアコンサルティング キャリアコンサルティング
IV IV nr 
キャリアコンサルティング キャリアコンサルティング キャリアコンサルティング
演習 n 演習n 演習 Il

長井恵美 長井恵美 長 井恵美
(53) (54) (55) 

（平成31年4月〉
高等学校卒

く平高成等31年4月＞
学校卒

（平成31年4月〉
高等学校卒

キャリアデザイン 1
キャリアデザイン Il

兼任 講師
キャリアデザイン皿
キャリアコンサルティング
Il 
キャリアコンサルティング
nr 
キャリアコンサルティング
演習 n
キャリアコンサルティング
演習m

キャリアデザイン I
キャリアデザイン Il

兼任 講師
キャリアデザイン111
キャリアコンサルティング
Il 
キャリア コンサルティング
IV 
キャリアコンサルティング
演習 ll
キャリアコンサルティング
演習皿

キャリアデザイン Il
キャリアデザインm

兼任 講師 キャリアコンサルティング
Il 
キャ リアコンサルティング
IV 
キャリアコンサルティング
演習n
キャリアコンサルティング
演習III

兼任

（注） ・ 報告年度の5月1日現在の情報を記入してください。（過年度については、各年度末時点の情報として記入してください。）
・ 認可申請書又は設匿届出書の様式第3号（その 2の 1) に準じて作成 してく ださい。
・ 「認可時又は届出時」には設置認可時又は届出時の教員全て（兼任，兼担教員を含む。）を黒字で記入してください。
その上で，訊宜陸又は届出時から奮再となっている篇所は太字の赤字としてください。

各欄の作成方法は「大学の設置等に係る提出書類作成の手引 き」の「教員名簿」を確認して ください。
年齢ばそれぞれの年席の 5月1日時点の満年齢を記入してください。
専任（専門職大学等は専｀実専、実（研） ｀実み）、兼担、兼任の順に記入してください。

・ 不要な年度 （平成30年度開設であれば平成29年度）の表は適宜削除し、詰めてください。
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氏 名
（年齢）

靡名
く就任（予定）年月＞

保有学位等

担当授案科目名

IB上 ●修
(58) 

＜令和2年4月＞

学士 “至営学）

講峰 (K-CIPJ敦養科 目漬奮

（公安朧 I)※

教養基議答練 I
(K-CIP)教養科目漬詈

（公安● n)※

安 部省 吾
(54) 

く平成31年4月＞

理学士

キャリアコンサルティング
講師 ［ 

キャリアコンサルティング
m 
キャリア コンサルティング
演習 I
キャリアコンサルティング
濱習IV

田中 邦渾
(72) 

く平成31年4月＞
博士（工学）

講師 キャリアコンサルティング
Il 
キャリア コンサルティング
IV 
キャリアコンサルティング
演習 Il

長井 恵 美
(56) 

（平成31年4月〉
高等学校卒

講師
キャリア コンサルティング
Il 
キャリアコンサルティング
nr 
キャリア コンサルティング
演習 n
キャリアコンサルティング
演習III



(1)一②担当教員表に関する変更内容

【令和元年度】
・時間割編成における授業科目担当者の追加「甘 長青」
・専任教員の育児休業による授業科目担当者の変更「大和（宮川）裕美子」
・専任教員の退職による担当者の変更「田中 雅子」
・時間割編成における授業科目担当者の変更「山本 洋一」
・時間割編成における授業科目担当者の変更「永松 美保」
・就任辞退に伴う授業科目担当者の変更「城戸 英敏」
・昇任に伴う職名の変更「中山 伸介」
・時間割編成における授業科目担当者の変更「大川内 夏樹」
・時間割編成における授業科目担当者の変更及び保有学位等の変更「永次 健人」
・就任辞退に伴う授業科目担当者の変更「水井 雅彦」
・時間割編成における授業科目担当者の変更「松崎 守利」
・就任辞退に伴う授業科目担当者の変更「樫澤 葉子」
・就任辞退に伴う授業科目担当者の変更「大迫 正一」
•平成31 年4月にスポーツ学部専任教員としての採用により、職名等の変更「内田 満」
・就任辞退に伴う授業科目担当者の変更「松尾 登史子」
・就任辞退に伴う授業科目担当者の変更「古澤 勝人」
・時間割編成における授業科目担当者の変更「井手 靖子」
・就任辞退に伴う授業科目担当者の変更「浅田 正」
・時間割編成における授業科目担当者の変更「森岡 章夫」
・時間割編成における授業科目担当者の変更「林 秀彦」
・就任辞退に伴う授業科目担当者の変更「王 慶」
・時間割編成における授業科目担当者の変更「呉 紅華」
・就任辞退に伴う授業科目担当者の変更「李 大年」
・時間割編成における授業科目担当者の変更「皆 維卿」
・時間割編成における授業科目担当者の変更「朴 明美」
・時間割編成における授業科目担当者の変更「桂 林春」
・時間割編成における授業科目担当者の変更「洪 鍾ヒ」
・就任辞退に伴う授業科目担当者の変更「NitinData r」
・就任辞退に伴う授業科目担当者の変更「中島 久代」
・時間割編成における授業科目担当者の変更「市丸 直人」
・時間割編成における授業科目担当者の変更「西内 久人」
・時間割編成における授業科目担当者の変更「藤谷 順三」
・時間割編成における授業科目担当者の変更「満生 洋子」
・時間割編成における授業科目担当者の変更「巣山 優希」
・時間割編成における授業科目担当者の変更「幣 亜由美」
・時間割編成における授業科目担当者の変更「井料 佐紀子」
・時間割編成における授業科目担当者の変更「玉置 悦子」
・時間割編成における授業科目担当者の変更「佐藤 もも」
・時間割編成における授業科目担当者の変更「平田 直子」
•平成31 年4月に経済学部地域創造学科の特別客員教員としての採用により、職名の変更「小嶋 寿見子」
・時間割編成における授業科目担当者の変更「前田 智成」
・時間割編成における授業科目担当者の変更「島 一弘」
・時間割編成における授業科目担当者の変更「橋本 武徳」
・時間割編成における授業科目担当者の変更「松ヶ下 剛士」
・時間割編成における授業科目担当者の変更「若山 祐紀憲」
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【令和2年度】

・所属学部の都合による授業科目担当者の変更「西尾 恵里子」
・所属学部の都合による授業科目担当者の変更「西川 三恵子」
・所属学部の都合による授業科目担当者の変更「西山 巨章」
・所属学部の都合および専任教員退職に伴う担当者の変更「甘 長青」
・所属学部の都合により授業科目担当者の変更「林山 誠晴」
・兼担教員の退職による担当者の変更「尾上 百合加」
・所属学部の都合による授業科目担当者の変更および昇任に伴う職名の変更「堂野崎 融」
・専任教員の退職による担当者の変更「大塚 知昇」
・専任教員の退職による担当者の変更「田中 雅子」
・所属学部の都合による授業科目担当者の変更およびクラス数増による授業科目担当者の追加「木村 美奈子」
・時間割編成における授業科目担当者の変更「山本 洋一」
・時間割編成における授業科目担当者の変更「永松 美保」
・就任辞退に伴う授業科目担当者の変更「田中 雄二」
・就任辞退に伴う授業科目担当者の変更「田崎 檀ー」
・就任辞退に伴う授業科目担当者の変更「城戸 英敏」
．昇任に伴う職名の変更「中山 伸介」
・兼担教員の退職による担当者の変更「DanieI Drouk is」
・所属学部の都合による授業科目担当者の変更「大川内 夏樹」
・時間割編成における授業科目担当者の変更およびクラス数増による授業科目担当者の追加「古浦 修子」
・時間割編成における授業科目担当者の変更「鈴木 喬」
・兼担教員の退職による担当者の変更「永次 健人」
・クラス数増に伴う授業科目担当者の追加「水井 雅彦」
・兼担教員の退職による担当者の変更「松崎 守利」
．令和2年4月に経済学部専任教員ついての採用により、職名の変更「辻 敏晴」
・時間割編成における授業科目担当者の変更「黄 春玉」
・就任辞退に伴う授業科目担当者の変更「樫澤 葉子」
・就任辞退に伴う授業科目担当者の変更「大迫 正一」
•平成31 年4月にスポーツ学部専任教員としての採用により、職名等の変更「内田 満」
・就任辞退に伴う授業科目担当者の変更「鄭 俊如」
・就任辞退に伴う授業科目担当者の変更「松尾 登史子」
・就任辞退に伴う授業科目担当者の変更「古澤 勝人」
・就任辞退に伴う授業科目担当者の変更「井手 靖子」
・就任辞退に伴う授業科目担当者の変更「浅田 正」
・就任辞退に伴う授業科目担当者の変更「山下 真里」
・就任辞退に伴う授業科目担当者の変更「森岡 章夫」
・時間割編成における授業科目担当者の変更「林 秀彦」
・就任辞退に伴う授業科目担当者の変更「王 慶」
・就任辞退に伴う授業科目担当者の変更「呉 紅華」
・就任辞退に伴う授業科目担当者の変更「李 大年」
・就任辞退に伴う授業科目担当者の変更「奎 維卿」
・時間割編成における授業科目担当者の変更「朴 明美」
・時間割編成における授業科目担当者の変更「桂 林春」
・時間割編成における授業科目担当者の変更「洪 鍾ヒ」
・就任辞退に伴う授業科目担当者の変更「NitinDatar」
・時間割編成における授業科目担当者の変更「中島 久代」
・時間割編成における授業科目担当者の変更「市丸 直人」
・就任辞退に伴う授業科目担当者の変更「西内 久人」
・時間割編成における授業科目担当者の変更「藤谷 順三」
・就任辞退に伴う授業科目担当者の変更「満生 洋子」
・時間割編成における授業科目担当者の変更「巣山 優希」
・時間割編成における授業科目担当者の変更「幣 亜由美」
・専任教員の退職による担当者の変更「方 如偉」
・就任辞退に伴う授業科目担当者の変更「玉置 悦子」
・就任辞退に伴う授業科目担当者の変更「毛 榮」
・就任辞退に伴う授業科目担当者の変更「佐藤 もも」
・時間割編成における授業科目担当者の変更「平田 直子」
・就任辞退に伴う授業科目担当者の変更「藪内 賢之」
．令和2年4月に経済学部専任教員としての採用により、職名等の変更「國崎 歩」
•平成31 年4月に経済学部地域創造学科の特別客員教員としての採用により、職名の変更「小嶋 寿見子」
・時間割編成における授業科目担当者の変更「後藤 太郎」
・時間割編成における授業科目担当者の変更およびクラス数増による授業科目担当者の追加「青山 優子」
・時間割編成における授業科目担当者の変更「永末 温子」
・時間割編成における授業科目担当者の変更「朱 風」
・時間割編成における授業科目担当者の変更「輻島 宙輝」
・時間割編成における授業科目担当者の変更「細井 陽子」
・時間割編成における授業科目担当者の変更「前田 知津子」
・時間割編成における授業科目担当者の変更「吉田 宰」
・時間割編成における授業科目担当者の変更「森田 司」
・時間割編成における授業科目担当者の変更「石垣 恵ー」
・時間割編成における授業科目担当者の変更「村田 美和子」
・時間割編成における授業科目担当者の変更「作元 裕也」
・時間割編成における授業科目担当者の変更「シルバーマン・薫・リサ」
・時間割編成における授業科目担当者の変更「孫 警瀦」
・時間割編成における授業科目担当者の変更「森竹 希望」
・時間割編成における授業科目担当者の変更「木梨 安子」
・時間割編成における授業科目担当者の変更「島浦 一博J
・時間割編成における授業科目担当者の変更「張 玲」
・時間割編成における授業科目担当者の変更「山本 敬子」
・時間割編成における授業科目担当者の変更「高本 孝子」
・専任教員の退職による担当者の変更「沈 若泳」
・時間割編成における授業科目担当者の変更「山内 美奈」
・時間割編成における授業科目担当者の変更「久保 宏和」
・時間割編成における授業科目担当者の変更「前田 恵美」
・時間割編成における授業科目担当者の変更「村田 祐貴子」
・時間割編成における授業科目担当者の変更「前田 智成」
・時間割編成における授業科目担当者の変更「島 一弘」
・時間割編成における授業科目担当者の変更「橋本 武徳」
・時間割編成における授業科目担当者の変更「松ヶ下 剛士」
・就任辞退に伴う授業科目担当者の変更「若山 祐紀憲J
・時間割編成における授業科目担当者の変更「平松 勇樹」
・時間割編成における授業科目担当者の変更「西嶋 久視」
・時間割編成における授業科目担当者の変更「河野 雄ー」
・時間割編成における授業科目担当者の変更「田上 義修」
・時間割編成における授業科目担当者の変更「長井 恵美」
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【令和3年度】

・所属学部の都合による授業科目担当者の変更「西尾 恵里子」
・所属学部の都合による授業科目担当者の変更「西川 三恵子」
・就任辞任に伴う授業科目担当者の変更「西山 巨章」
・所属学部の都合および専任教員退職に伴う担当者の変更「甘 長青」
・所属学部の都合により授業科目担当者の変更「林山 誠晴」
・所属学部の都合による授業科目担当者の変更および昇任に伴う職名の変更「堂野崎 融」
・所属学部の都合による授業科目担当者の変更および職位の変更「大和（宮川）裕美子」
・専任教員の退職による担当者の変更「大塚 知昇」
・専任教員の退職および時間割編成における担当者の変更「田中 雅子」
・所属学部の都合による授業科目担当者の変更およびクラス数増による授業科目担当者の追加「木村 美奈子」
・時間割編成における授業科目担当者の変更「山本 洋一」
・時間割編成における授業科目担当者の変更「永松 美保」
・就任辞退に伴う授業科目担当者の変更「田中 雄二」
・就任辞退に伴う授業科目担当者の変更「田崎 檀ー」
・就任辞退に伴う授業科目担当者の変更「城戸 英敏」
・昇任に伴う職名の変更「中山 伸介」
・兼担教員の退職による科目担当者の変更「Daniel Droukis」
・所属学部の都合による授業科目担当者の変更「大川内 夏樹」
・時間割編成における授業科目担当者の変更およびクラス増員による授業科目担当者の追加「古浦 修子」
・兼担教員の退職による担当者の変更「鈴木 喬」
・兼担教員の退職による担当者の変更「永次 健人」
・兼担担当の退職による担当者の変更「水井 雅彦」
・兼任教員の退職による担当者の変更「松崎 守利」
．令和3年4月に専任教員から兼任教員に変更および授業科目担当者の変更「辻 敏晴」
・就任辞退に伴う授業科目担当者の変更「黄 春玉」
・就任辞退に伴う授業科目担当者の変更「樫澤 葉子」
・就任辞退に伴う授業科目担当者の変更「大迫 正一」
・就任辞任に伴う授業科目担当者の変更「内田 満」
・就任辞退に伴う授業科目担当者の変更「鄭 俊如」
・就任辞退に伴う授業科目担当者の変更「松尾 登史子」
・就任辞任に伴う授業科目担当者の変更「塩盛 俊明」
・就任辞退に伴う授業科目担当者の変更「古澤 勝人」
・就任辞退に伴う授業科目担当者の変更「井手 靖子」
・就任辞退に伴う授業科目担当者の変更「浅田 正」
・就任辞任に伴う授業科目担当者の変更「乗富 千代」
・就任辞退に伴う授業科目担当者の変更「山下 真里」
・就任辞退に伴う授業科目担当者の変更「森岡 章夫」
・時間割編成における授業科目担当者の変更「林 秀彦」
・就任辞退に伴う授業科目担当者の変更「王 慶」
・就任辞退に伴う授業科目担当者の変更「呉 紅華J
・就任辞退に伴う授業科目担当者の変更「李 大年」
・就任辞退に伴う授業科目担当者の変更「崖 維卿」
・時間割編成における授業科目担当者の変更「朴 明美」
・時間割編成における授業科目担当者の変更「桂 林春」
・時間割編成における授業科目担当者の変更「洪 鍾ヒ」
・就任辞退に伴う授業科目担当者の変更「NitinDatar」
・就任辞任に伴う授業科目担当者の変更「中島 久代」
・時間割編成における授業科目担当者の変更「市丸 直人」
・就任辞任に伴う授業科目担当者の変更「藤谷 順三」
・就任辞退に伴う授業科目担当者の変更「満生 洋子」
・時間割編成における授業科目担当者の変更「巣山 優希」
・時間割編成における授業科目担当者の変更「幣 亜由美」
・専任教員の退職による担当者の変更「方 如偉」
・就任辞退に伴う授業科目担当者の変更「玉置 悦子」
・時間割編成における授業科目担当者の変更「毛 榮」
・就任辞退に伴う授業科目担当者の変更「佐藤 もも」
・時間割編成における授業科目担当者の変更「平田 直子」
・就任辞退に伴う授業科目担当者の変更「藪内 賢之」
・就任辞退に伴う授業科目担当者の変更「尾上 博」
・時間割編成における授業科目担当者の変更「後藤 浩士」
・就任辞退に伴う授業科目担当者の変更「篠原 さやか」
・時間割編成における授業科目担当者の変更「宮本 昌典」
．令和2年4月に経済学部専任教員としての採用により、職名等の変更「國崎 歩」
•平成31 年4月に経済学部地域創造学科の特別客員教員としての採用により、職名の変更「小嶋 寿見子」
・時間割編成における授業科目担当者の変更「後藤 太郎」
・時間割編成における授業科目担当者の変更およびクラス数増による授業科目担当者の追加「青山 優子」
・時間割編成における授業科目担当者の変更「永末 温子」
・就任辞退に伴う授業科目担当者の変更「朱 風」
・時間割編成における授業科目担当者の変更「頑島 宙輝」
・時間割編成における授業科目担当者の変更「細井 陽子」
・時間割編成における授業科目担当者の変更「前田 知津子」
・就任辞任に伴う授業科目担当者の変更「吉田 宰」
・時間割編成における授業科目担当者の変更「森田 司」
・時間割編成における授業科目担当者の変更「石垣 恵一」
・就任辞任に伴う授業科目担当者の変更「村田 美和子」
・時間割編成における授業科目担当者の変更「作元 裕也」
・時間割編成における授業科目担当者の変更「シルバーマン・薫・リサ」
・時間割編成における授業科目担当者の変更「孫 膏混」
・時間割編成における授業科目担当者の変更「森竹 希望」
・就任辞任に伴う授業科目担当者の変更「木梨 安子」
・時間割編成における授業科目担当者の変更「島浦 一博」
・時間割編成における授業科目担当者の変更「張 玲」
・時間割編成における授業科目担当者の変更「山本 敬子」
・就任辞任に伴う授業科目担当者の変更「高本 孝子」
・専任教員の退職による担当者の変更「沈 若沐」
・時間割編成における授業科目担当者の変更「山内 美奈」
・時間割編成における授業科目担当者の変更「久保 宏和」
・時間割編成における授業科目担当者の変更「内田 美津子」
・時間割編成における授業科目担当者の変更「脇 崇晴」
・時間割編成における授業科目担当者の変更「加藤 僚」
・時間割編成における授業科目担当者の変更「城下 健太郎」
・時間割編成における授業科目担当者の変更「森江 由美子」
・時間割編成における授業科目担当者の変更「前屋敷 太郎」
・時間割編成における授業科目担当者の変更「大場 健司」
・時間割編成における授業科目担当者の変更「菅尾 暁」
・時間割編成における授業科目担当者の変更「久岡 貴弘」
・時間割編成における授業科目担当者の変更「武藤 克宏」
・時間割編成における授業科目担当者の変更「顧 紅英」
・時間割編成における授業科目担当者の変更「黒田 伸太郎」
・時間割編成における授業科目担当者の変更「仁木 朝陽」
・時間割編成における授業科目担当者の変更「善長 啓多」
・時間割編成における授業科目担当者の変更「三角 徳之」
・時間割編成における授業科目担当者の変更「高取 仙貴」
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・時間割編成における授業科目担当者の変更「河野 孝信」
・時間割編成における授業科目担当者の変更「堀口 英則」
・時間割編成における授業科目担当者の変更「塩谷（相川） さやか」
・時間割編成における授業科目担当者の変更「岩崎 靖」
・時間割編成における授業科目担当者の変更「大町 侑平」
・時間割編成における授業科目担当者の変更「二宮 愛理」
・時間割編成における授業科目担当者の変更「澤田 和英」
・時間割編成における授業科目担当者の変更「馬渕 和美」
・時間割編成における授業科目担当者の変更「若林 宗男」
・時間割編成における授業科目担当者の変更「中村 有希」
・時間割編成における授業科目担当者の変更「小島 治幸」
・時間割編成における授業科目担当者の変更「ドイル・シェーン」
・時間割編成における授業科目担当者の変更「内丸 詩帆」
・時間割編成における授業科目担当者の変更「前田 恵美」
・時間割編成における授業科目担当者の変更「村田 祐貴子」
・就任辞退に伴う授業科目担当者の変更「前田 智成」
・就任辞退に伴う授業科目担当者の変更「島 一弘」
・就任辞退に伴う授業科目担当者の変更「橋本 武徳」
・時間割編成における授業科目担当者の変更「松ケ下 剛士」
・就任辞退に伴う授業科目担当者の変更「若山 祐紀憲」
・時間割編成における授業科目担当者の変更「平松 勇樹」
・就任辞退に伴う授業科目担当者の変更「西嶋 久視」
・就任辞退に伴う授業科目担当者の変更「郷原 義史」
・就任辞退に伴う授業科目担当者の変更「河野 雄一」
・時間割編成における授業科目担当者の変更「田上 義修」
・時間割編成における授業科目担当者の変更「長井 恵美

（注） ・ 変更内容を箇条書きで記入してください。変更がない年度は「特になし。」と記入してください。

・ 認可工設置された学部等の専任教員を奮再するー場合は｀当該専任教員が授業を開始する前に必ず「専任教員採用等設置計画変更書」を提出し、

大学設置・学校法人審議会による教員資格審査 (AC教員審査）を受けてください。 AC教員審膏を受けずに専任教員として授業等キ担当することは出来ませんn

・ 「専任教員採用等変更書 (AC) 」を提出し「可」の教員判定を受けている場合は「0年0月教員審査済」と記入してください。

なお、設置認可審査時に教員審査省略となっている場合は、 「教員審査省略」と記入してください。

・ 不要な年度（令和元年度開設であれば平成30年度）の表は適宜削除してください。
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(2) 専任教員数等

(2)一① 設置基準上の彩要専任教員数

完成年度時における
設置基準上の必要専 1うち、完成年度時

任教員数 における設置基準
上の必要教授数

10 

名 名

（注） ・ 大学設置茎準第十三条別表第一、短期大学設置基準第二十二条別表第ーイにより算出される専任教員数を記入してください。

(2)一② 専任教貴等数【大学】

設置時の計画 現在（報告時）の状況

教授 准教授 講 師 助教
計 助手

教 授 准教授 講師 助 教
計 助手

(A) (A') (B) (B') 

6 3 4 

゜
13 

゜-- ... ... 臀言 臀...................... ..．． 5 5 3 

゜
13 

゜(6) (3) (4) 

゜
(13) 

゜現在（報告時）の完成年度時の状況 現在（報告時）の完成年度時の計画

教 授 准教授 講 師 助教
計 助手

教授 准教授 講師 助教
計 助手

(C) (c'） (D) (D') 

5 5 3 

゜
13 

゜
5 5 3 

゜
13 

゜． ........ ●● ..．言●.... ...... • ...．..●● ......... ........ ........... 

［△ 1] [2] ［△ 1 J [OJ [O] [OJ ［△ 1] [2] ［△ 1 J [O] [O] [O] 

（注） ・「設置時の計画」には、設證時に予定されていた完成年度時の人数を記入するとともに、 （ ）内に開設時の状況を記入してください。

・「現在（報告時）の状況」には｀報告年度の 5月1日の教員数（実人数）を記入してください。

. ＿［現在＿（報告一時)___qJ_完成免度一 Q状況上には←旦現在―-（＿報告時）」mた況Lに記入した数字に教員審査吝受審済みであり→—
完成年度までに就任す＿る教員数を加えた数を記入するとともに、 ［ ］内に設置時の計画との増減数を記入してください。 （記入例： 1名減の場合： △ 1) 

・「現在（報告時）の完成年度時の計画」には、予定されている完成年度時の人数を記入するとともに、

［ ］内に設置時の計画との増減数を記入してください。 （記入例 1名減の場合： △ 1) 

(2)一③ 年 齢 構 成

年齢構成

報告時（上記 完成年度時（上記
定年規定の定める

(8)) の教員の
(C)) の教員う

うち、定年を延長
ち、定年を延長し定年年齢（歳）

して採用している て採用する教員数
教員数

教授65

゜
1 その他60

名歳 名

（注） ・ 「年齢構成」には｀当該学部における教員の定年に関する規定に基づく定年年齢（特例等による定年年齢ではありません）、

及び、報告年度の 5月1日現在、定年に関する規定に基づく特例等により定年を超えて専任教員として採用されている

教員数及び完成年度時に定年を超えて専任教員として採用する教貝数を記入してください。

•なお、職位等によって定年年齢が異なる場合には、職位ごとの定年年齢を「定年規定の定める定年年齢」に二段書きで記入
し、 「定年を延長している教員数」には合算した数を記入してください。

(2)一④ 設置時の計画に対する教員充足率

現在（報告時）の完成年度時の状況 (C)

設置時の計画(A) ＝ ］； ＝二％
（注） ・ 小数点以下第 3位を切り捨て、小数点以下第 2位まで表示されます。

(2)一⑮ 現在（報告時）の状況における定年を延長している教員構成率

報告時の教員のうち、定年を延長して採用している教員数 ＝ Q__=I n lo 
現在（報告時）の状況 (B) 13 | 。 | lo 

（注） ・ 小数点以下第 3位を切り捨て、小数点以下第 2位まで表示されます。

(2)一⑥ 設匿時の計画に対する助手充足率

現在（報告時）の完成年度時の状況(C')

設置時の計画 (A')
=>=| #DIV/0, |％ 

（注） ・ 小数点以下第 3位を切り捨て｀小数点以下第 2位まで表示されます。
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(3) 専任教員辞任等の理由

(3)一① 専任教員の就任辞退（末就任）の理由及び後任補充 状況

番号 職位 専任教員氏名 時期 必修還択自由の別 担当予定科目 後任補充状況 就任辞退（未就任）の理由

必修 福原学 ① 

必修 英語 I ① 

必修 英語1l ① 

選択 英語コミュニケーション I ① 

選択 英語コミュニケーション lI ① 

必修 職業とコミュニケーション ① 

必修 地域創造実習！ ① 

必修 地域創造実習 lI ① 

必修 地域創造実習III ① 

1 講師 大塚知昇 H31 3 必修 地域創造実習w ① H31 3一身上の都合により退職のため就任辞退（元）

選択 地域創造実習v ① 

選択 地域創造実習VI ① 

選択 チャレンジ C ① 

選択 チャレンジ D ① 

選択 海外地域学研修 ① 

必修 地域創造ゼミナールVJ[ ① 

合計 (D) 後任補充状況の集計 (E)

就任を辞退した教員数 担当科目数の合計 (a)+ (b) + (o) ①の合計数 (a) ②の合計数 (b) ③の合計数 (c)

必修 ． ， 科目 必修 l ， 科目 必修 ： 
゜

必修
． 

゜
科目

選択 ． 7 科目 選択 l 7 科目 選択 ： 
゜

選択

゜
科目

1 人
自由

゜
科目 自由 [ 

゜
自由

゜
自由

゜
科目 科目

計 16 科目 計 ： ¥ ； 16 科目 計

゜
計

゜
科目

（注） ・ 認可時又は届出時以降、就任を辞退した全ての専任教員の就任辞退の理由を具体的に記入してください。

「就任辞退（未就任）」とは、認可又は届出時に就任予定としながら｀実際には就任しなかった教員のことです。

就任した後に辞任した教員は、以下「 (3) 一②専任教員辞任の理由及び後任補充状況」に記入してください。

「就任辞退（未就任）の理由」に就任辞退の理由等及び（ ）書きで報告年度を記入してください。

また、担当予定であった科目の後任補充の状況について、各科目ごとに状況を以下「①」～「③」から選択し、

「後任補充理由」の欄にその数字を記載してください。

・専任教員が担当する（している）場合は「①」
・兼任兼担教員が担当する（している）場合は「②」

・後任未定、科目廃止など、上記「①」 「②」以外の場合は「③」

(3)一② 専任教員辞任の理由及び後任補充状況

番 号I職位I専任教員氏名 時期I必修選択目由の叫 担当予定科目 1 後任補充状況 辞任等の理由

I I 該当なし I | I 
合計 (F) 後任補充状況の集計 (G)

辞任した教員数 担当科目数の合計 (a)+ (b) + (c) ①の合計数 (al ②の合計数 (bl ③の合計数 (c)

必修 ； 科目 必修 [ 科目 必修 ： ．． 必修 ； 科目

選択 科目 選択 l 科目 選択 ． 選択 ； 科目

゜
人

自由 科目 自由 l 自由 自由 科目科目

計 科目 計

゜
科目 計

゜
計

゜
科目

（注） • 一度就任した後に、定年による退職以外の理由で辞任した全ての専任教員についてに記入してください。

昨年度の報告後から今年度の報告時までに専任教員が新たに辞任等した場合、赤字にて記入するとともに、 「辞任等の理日

に辞任理由等及び（ ）書きで報告年度を記入してください。

また、担当予定であった科目の後任補充の状況について、各科目ごとに状況を以下「①」～「③」から選択し、

「後任補充理由」の欄にその数字を記載してください。

・専任教員が担当する（している）場合は「①」
・兼任兼担教員が担当する（している）場合は「②」
・後任未定、科目廃止など、上記「①」 「②」以外の場合は「③」
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(3)一③ 上記 (3)―① • (3)一② の合計

合計 (D)+ (F) 後任補充状況の集計 (E) + (G) 
辞任等した教員数 担当科目数の合計 (a)+ (b) + (c) ①の合計数 (a) ②の合計数 (b) ③の合計数 (c)

必修 ； ， 科目 必修 l ， 科目 必修
． 

゜
必修 ． 

゜
科目； 

選択 7 科目 選択 l 7 科目 選択

゜
選択

゜
科目

1 人
自由

゜
科目 自由 ［ 

゜
科目 自由

゜
自由

； 

゜
科目； 

計 16 科目 計 ! 16 科目 計

゜
計

゜
科目： 

(3)一④ 設置時の計画に対する教員辞任率

(3)一③ 合計(D)+(F)

(2)一②設置時の計画(A) = 1 3 ＝□三~%
（注） ・ 小数点以下第 3位を切り捨て、小数点以下第 2位まで表示されます。

(3)一⑤ 令和2年度報告書から、新たに辞任等した専任教員等の状況

口 人
（注） ・ （3) 一①、 （3) 一②で赤字で記載 した専任教員数の合計数を記載してください。

(3)一⑥ 定年により退職した専任教員に対する後任補充状況

番 号 職位 専任教員氏名 必 修 選 択 自 由 の9I 担当予定科目 後任補充状況 辞任等の理由

必修 襦原学 ① 

必修 朧婁とコミュニケーション ① 

選択 地域協働譲 ① 

選択 ソーシャルビジネス綸 ① 

選択 地方自治体の財政 ② 

選択 地域リーダー育成濱習 ① 

2 教授 西山巨章 必修 地域創造実習 I ① R3.3定年退職のため就任辞退 (R3)

必修 地域創造実習n ① 

必修 地壌創造実習皿 ① 

必修 地域創造実習w ① 

選択 地壌創造実習v ① 

選択 地填創造実習VI ① 

必修 地域創造ゼミナールvn ① 

合計 後任補充状況の集計

辞任した教員数 担当科目数の合計 (a)+ (b) + (c) ①の合計数 (a) ②の合計数 (b) ③の合計数 (c)

必修 7 科目 必修 l 7 科目 必修

゜
必修 ・ 

゜
科目

選択 6 科目 選択 l 5 科目 選択 i 1 選択

゜
科目

i 
1 人

自由

゜
科目 自由 l 

゜
科目 自由

； 

゜
自由

゜
科目i 

計 13 科目 計 12 科目 計 1 計

゜
科目

（注） ・ 定年により浪職した全ての専任教目についてに記入してください。

昨年度の報告後から今年度の報告時までに専任教員が新たに辞任等した場合、 赤字にて記入するとともに、 「辞任等の理甘

に辞任理由等及び（ ）書きで報告年度を記入して ください。

また、担当予定であった科目の後任補充の状況について、各科目ごとに状況を以下「①」～「③」から選択し、

「後任補充理由」の欄にその数字を記載 して ください。

・専任教員が担当する（している）場合は「①」

・兼任兼担教員が担当する （している）場合は「②」

・後任未定、科目廃止など、上記「①」 「②」以外の場合は「③」
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(4) 専任教員交代に係る「大学の所見」及び「学生への周知方法」

「大学の所見」
専任講師 1人の退職については、設置前年度末であったため、新たに専任講師を配置したことから、専任教員交代に係る学生への

影響はなかった。このため、学生への周知は行っていない。
専任教授1名の退職については｀新たに専門領域の専任講師を配置したことから学生への影響はないものと判断する。学生への周

知は行っていない。

（注） • 上記 (3) の専任教員辞任等による学生の履修等への影響に関する大学の所見、学生への周知方法、

今後の方針などを可能な限り具体的に記入してください。
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6 附帯事項等に対する履行状況等

区 分 附帯事項等 履行状況
今後の

の実施計画

認 可 時 I該当なし

（平成30年）

設置計画履行状況1入学定員未充足の改善

調 査 時に努めること。（経済

（令和元年）
学部地域創造学科）

継続的な教育研究活動並び i
指摘事項 1に地道な募集活動の結果、 l 
（改善）

下和2年度、経済学部地域 i履行済
創造学科は、入学定員を充 l
足した。

設置計画履行状況1該当なし

調 査時

（平成 2年）

（注） ・ 「認可時」には、認可時または届出時に付された附帯事項（学校法人の寄附行為又は

寄附行為変更の認可の申請に係る附帯事項吝除く n ） と、それに対する履行状況等について、

具体的に記入してください。

「設置計画履行状況調査時」には、当該年度の調査の結果、当該大学に付された指摘を

全て記入するとともに、付された指摘に対する履行状況等について、具体的に記入してください。

その履行状況等の参考となる資料があれば、添付してください。

「履行状況」では、履行中であれば「履行中」、履行が完了していれば「履行済」を選択してください。

該当がない場合には、 「附帯事項等」の部分に「該当なし」と記入してください。

「設置計画履行状況調査時」には、当該調査の実施年度の年を記入してください。
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7 その他全般的事項

く経済学部地域創造学科＞

(1) 設置計画変更事項等

設置時の計画

該当なし

変更内容・状況、今後の見通しなど

● ← ~ • 

（注） 1~6の項目に記入した事項以外で、設置時の計画より変更のあつたもの（未実施を含む。）

及び法令適合性に関して生じた留意すべき事項について記入してください。

(2) 教員の資質の維持向上の方策 (FD・SD活動含む）

① 実施体制

a 委員会の設置状況

大学設置基準第25条第3項に基づき、 「九州共立大学ファカルティ・デイベロップメント（以下、 「FD」という。）

委員会規程」を制定し、組織的なFD活動を展開している。このFD委員会は、全学的組織として学長が指名する者を委

員長とし、教育の質的向上・授業改善等に向けた諸施策の企画・立案、 FDに係る研究会および講習会の企画・運営、

学生による授業評価等の企画・実施・改善を担っている。

九州共立大学ファカルティ・ディベロップメント委員会規程（平成20年3月19日施行）

第 1条 九州共立大学評議会規則（平成4年学園規則第2号）第8条に基づき、九州共立大学ファカルティ・デイベロップ

メント委員会（以下「FD委員会」という。）を置く。

第2条 FD委員会は、建学の精神及び教育理念・目的に立脚し、教育内容等の向上に資するため、組織的な研修及び

研究を実施することを目的とする。

第3条 FD委員会は、前条の目的を達成するため、次の各号に掲げる事項を審議する。

(1) 教育の質的向上に向けた諸施策の企画、立案及び実施に関する事項

(2) 研究会及び講習会の企画及び運営に関する事項

(3) 学生による授業評価等の企画、実施及び改善に関する事項

(4) その他必要と認めた事項

第4条 FD委員会は、次の各号に掲げる委員をもって組織する。

(1) 副学長

(2) 各学部長

(3) 研究科長

(4) 教務部長

(5) 共通教育センター所長

(6)事務局長

(7) 学長が推薦する教育職員 若干名

2 前項に定める委員のほか、学長が必要と認めた職員を委員に加えることができる。

第5条 前条第1項第8号及び第2項に定める委員の任期は、学長が別に定める。
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第6条 FD委員会に委員長を置き、学長が指名する者をもって充てる。

2 委員長は、必要に応じてFD委員会を招集する。

3 FD委員会の議長は、教務部長とし、 FD委員会を運営する。

4 委員長に事故のあるときは、委員長があらかじめ指名した委員がその職務を代行する。

第7条 FD委員会は、委員の 3分の 2以上の出席がなければ開催することができない。

2 FD委員会の議事は、出席者の過半数で決し、可否同数のときは、議長の決するところによる。

3 委員長は、必要に応じて、委員以外の職員の出席を求め、意見を聴くことができる。

第8条 FD委員会は、第3条の各号に掲げる事項を実施するために、必要に応じて小委員会を設置することができる。

2 小委員会の運用に関し必要な事項は、別に定める。

第9条 FD委員会の事務は、教務課において処理する。

附則

この規程は、平成20年4月1日から施行する。

附則

この規程は、平成20年5月19日から施行する。

附則

この規程は、平成20年11月15日から施行する。

附則

この規程は、平成22年4月1日から施行する。

附則

この規程は、平成23年5月17日から施行し、同年4月1日より適用する。

附則

この規程は、平成25年4月1日から施行する。

附 則

この規程は、平成27年4月1日から施行する。

附 則

この規程は、平成30年4月1日から施行する。

附則

この規程は、令和2年4月1日から施行する。

b 委員会の開催状況（教員の参加状況含む）

第1回FD委員会開催予定：令和3年6月上旬（委員10名）

c 委員会の審議事項等

教育の質的向上に向けた諸施策の企画、立案及び実施に関する事項

研究会及び講習会の企画及び運営に関する事項

学生による授業評価等の企画、実施及び改善に関する事項

その他必要と認めた事項

② 実施状況（各学部）

a 実施内容

・FD・ SD研修会（年2回開催）

・授業参観（年 1回）

• FDハンドブック作成

・授業改善報告書の作成

b 実施方法

• FD研修会（年2回）

令和2年度のFD研修会については、新型コロナウイルス感染の拡大防止の観点から、例年9月に実施している

第1回目の研修は見合わせ、令和3年3月12日（金）に「今年度の遠隔授業に係る学生アンケート結果の情報

共有とUNIPAの利活用の実践紹介～令和3年度の授業運営に向けて～」をテーマに実施した。

• SD研修会

教職員参加の大学全体のSD研修会を 2回実施し、それぞれ、学長、法人事務局より講師を招いて講演方式で

開催した。
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・授業参観（年 1回）

令和2年度の授業参観については、例年、前期または後期のいずれかの学期で最低 1科目の参観を行い、参観

報告書の作成と公開をしていたが、新型コロナウイルス感染の拡大防止の観点から実施を見合わせた。

• FDハンドブック作成

FDハンドブックは、教員の資質と能力向上にむけて、授業展開するにあたり留意すべき基本的な姿勢や考え方

を示した授業実施に関してのマニュアルであり、非常勤講師を含めた全教員に配布している。年々の活動の

振り返りによる授業改善等の事例なども盛り込み、年々の内容等の充実等、改訂を重ねている。

・授業改善報告書の作成

授業評価アンケ＿卜の集計結果を踏まえて、アンケートを実施した全教員に「授業評価改善報告書」の提出

を義務化し、次期の授業改善ヘフィードバックされる取り組みを行っている。令和2年度については、対面授業

と遠隔授業との併用運用となったため、対面授業の科目を対象として実施した。

C 開催状況（教員の参加状況を含む）

．令和2年度FD・ SD研修会（年3回開催）

令和2年6月30日（火） 11:00~12:00 全職員参加

令和2年9月4日（金） 13:30~15:30 全教職員参加

令和3年3月12日（金） 13:30~15:30 全教員参加

d 実施結果を踏まえた授業改善への取組状況

授業改善への取り組みの結果については、学生からの評価である授業評価アンケートの評価ポイントの平均値

に現れるとの考えから、授業評価アンケートの評価結果の平均値4.0ポイント（満点は5.0ポイント）の目標を掲

げ、学生満足度を向上するよう努めている。授業評価アンケート結果の評価ポイントの平均値を維持している

③ 学生に対する授業評価アンケートの実施状況

a 実施の有無及び実施時期

有前期・後期年2回実施

b 教員や学生への公開状況、方法等

授業評価アンケートの集計結果は各教員に配布し、教務課で教員・学生が閲覧できるようにしている。
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（注） ・「①a 委員会の設置状況」には，関係規程等を転載又は添付すること。

「②実施状況」には，実施されている取組を全て記載すること。 （記入例参照）

(3) 教育課程連携協議会に関する事項

※専門職大学、専門職短期大学、専門職大学院以外は「該当なし」と記入ください。

該当なし
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(4) 自己点検・評価等に関する事項

① 設置の趣旨・目的の達成状況に関する総括評価・所見

本学が位置する北九州市は政令都市であるが、高い高齢化率および人口減少の問題を抱えており、これは同市に隣接する
市町村を含めた地域全体の問題でもあり、地域産業の衰退、地域文化の希薄化等、解決すべき多くの課題を生み出しいてい
る。

このような社会情勢の中で、大学等の高等教育機関に期待される役割は、地域貢献活動やボランティア活動にとどまら
ず、産学官連携等による地域に根差した実践的な教育・研究活動をとおして、地域振興や魅力ある街づくりを担うことので
きる人材を養成することを経済学部地域創造学科設置の趣旨としている。さらに、同学科は、経済・経営学の科目を基盤
に、地域創造に関する専門的知識を学び、 PBL(Problem-BasedLearning)やアクティブラーニング型の授業を重視した教育
課程により、地域を構成する多様なステークホルダーと行動し地域社会の振興と発展に寄与できるより実践力を身に付けた
人材の養成を目的としている。

今年度の入学者に対し、設置の趣旨・目的に沿った教育の実施に邁進する。

入学者の選抜については、適切に行っており、入学定員確保に向け、本学科の魅力をより強力に発信し、認知度の向上に
努める。

② 自己点検・評価報告書

a 公表（予定）時期

．令和4年3月 公表予定

b 公表方法

・大学ホームページ上に公開（令和4年3月末）

③ 認証評価を受ける計画

•平成28年度に評価機関（日本高等教育評価機構）の評価を受けたため、 7年以内に受審すべく学内で検討中

（注） ・ 設置時の計画の変更（又は未実施）の有無に関わらず記入してください。

また、 「① 設置の趣旨・目的の達成状況に関する総括評価・所見」については、できるだけ具体的な根拠を

含めて記入してください。

なお、 「② 自己点検・評価報告書」については、当該調査対象の組織に関する評価内容を含む報告書につ

いて記入してください。

(5) 情報公表に関する事項

〇 設置計画履行状況報告書（令和 3年度）

a 公表予定の有無 （ ＜エニ） 無

~a で「有」の場合»

b 公表（予定）時期 〔

c 公表方法 〔
｀：後2~3 ヶ月以内・公€こ三三ジ

≪ aで公表「無」の場合≫

d 公表しない理由 〔

※設置計画が各大学等が社会に対して着実に実現してーいく構想を表したものであることに鑑み、

設置計画履行状況報告書については、各大学等のウェブサイトに公表するなど、積極的な情報提供をお願いします。
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（別紙 6)

建築等設置計画変更書

平成 31年度開設

九州共立大学 経済学部 地域創造学科

建物区分 認可時の計画 変更 計画

第一学舎

第二学舎

第二学舎（附属建物） （ポンプ室）

西第一学舎

西第一学舎裏トラクター車庫

西第一学舎（附属建物） （危険物貯蔵庫）

ゥェイトリフティング練習場

グランド部室

サークル部室（更衣室）

学友会倉庫1

機械棟裏便所

薬草園管理棟

5,242.85ポ

8,405.67111 

1. 7 6ポ

9,956.12ポ

1 7 
2 

. 1 0 m 

9. 8 Om  

220.91ポ

357.72ポ

601.88ポ

26.49m 

2 2. 0 5ポ

19.81ポ

2
m
2
m
2
m
2
m
2
m
2
m
2
m
2
m
2
m
2
m
2
m
2
m
 

0

0

0

 
0
 
0
 
0
 
0
 
0
 
0
 
0
 
0
 
0
 

第一学舎、第二学舎、西第一学舎及び附属建物等につい
ては、老朽化のため取り壊し。深耕館を改修したため、支
障はない。

ウェイトリフティング練習場、グランド部室、サークル
部室、学友会倉庫1及び機械棟裏便所については、老朽化
のため取り壊し。深耕館（実験棟）を部室棟としての活用
に変更したため、支障ない。

薬草園管理棟については、老朽化のため取り壊し。既存
の学部では利用していないため、支障はない。

（注） 1 校舎等建物の計画の変更（校舎又は体育館の総面積の減少，建築計画の遅延）

がある場合には，上記様式により提出してください。

ただし，面積の増加や建築計画と登記上の面積の誤差並びに建築計画が早まる

場合には， この書類の提出は不要です。

2 面積が減少する場合及び校舎建て替えの場合には変更に係る図面及び新旧対照表

を建築計画の遅延の場合には工程表をそれぞれ添付してください。

3 校地の計画の変更が生じる場合には， 「建築等設置計画変更書」を「校地面積

変更書」に， 「建物区分」欄を「団地の名称」に変更して提出してください。
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九州共立大学の建物面積に係る新旧対照表
新 旧

建物名称 建物面積(rri) 備考 建物名称 建物面積(rri')

第一学舎 g 老朽化により解体 第一学舎 5,242.85 

第二学舎 g 老朽化により解体 第二学舎 8,405.67 

第二学舎（附属建物）（ポンプ室） g 老朽化により解体 第二学舎（附属建物）（ポンプ室） 国

西第一学舎 g 老朽化により解体 西第一学舎 9, 9 5 6. 1 2 

西第一学舎裏トラクター車庫 Q 老朽化により解体 西第一学舎裏トラクター車庫 旦49

西第一学舎（附属建物）（危険物貯蔵庫） g 老朽化により解体 西第一学舎（附属建物）（危険物貯蔵庫） 碑

深耕館 16,116.55 深耕館 16,116.55 

深耕館（附属建物）（機械室） 77.76 深耕館（附属建物）（機械室） 77 76 

部室棟 4,100.73 深耕館（実験棟） 4,100.73 

部（附属建物）（機械室） 37.60 深耕館頃簑験挫）（附属建物）（機械室） 37 60 

学思館 4,943.16 学思館 4,943.16 

スポーツ学部A館 4,250 94 スポーツ学部A館 4,250 94 

スポーツ学部B館 3,971.28 スポーツ学部B館 3,971.28 

附属図書館 4,933.31 附属図書館 4,933.31 

自由ケ丘会館 6,221.87 自由ケ丘会館 6,221.87 

研究棟 663.76 研究棟 663.76 

鶴鳴記念館 7,281 07 鶴鳴記念館 7,281.07 

鶴鳴記念館（附属建物）（倉庫） 17.60 鶴鳴記念館（附属建物）（倉庫） 17 60 

鶴鳴記念館（附属建物）（機械室） 17.60 鶴鳴記念館（附属建物）（機械室） 17.60 

鶴鳴記念館発電室 15.75 鶴鳴記念館発電室 15.75 

耕技館 4,212.98 耕技館 4,212.98 

第2体育館 2,281.19 第2体育館 2,281.19 

福原学園屋内公認プール 1,644.17 福原学園屋内公認プール 1,644.17 

光武館 551.61 光武館 551.61 

弓道場 94.40 弓道場 94.40 

野球部倉庫 59.62 野球部倉庫 59.62 

ウェイトリフティング練習場 g 老朽化により解体 ウェイトリフティング練習場 220.91 
＇ 

売店棟 292.45 売店棟 292.45 
卜~

グランド部室 g 老朽化により解体 グランド部室 357.72 

サークル部室（更衣室） Q 老朽化により解体 サークル部室（更衣室） 四

セミナーハウス 476.72 セミナーハウス 476.72 

野球場 166.91 野球場 166 91 

陸上競技場管理棟 81.08 陸上競技場管理棟 81.08 

陸上競技場倉庫1 50.00 陸上競技場倉庫1 5000 

陸上競技場倉庫2 100.00 陸上競技場倉庫2 100.00 

学友会倉庫1 g 老朽化により解体 学友会倉庫1 麟

グランド屋外便所 70.07 グランド屋外便所 70.07 

機械棟 708.43 機械棟 70843 

機械棟裏便所 g 老朽化により解体 機械棟裏便所 饂

薬草園管理棟 g 老朽化により解体 薬草園管理棟 麟

守衛室 9.00 守衛室 9.00 

正門守衛室（新設） 1142 




